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　日本では様々な災害が発生し、それによ
り多くの尊い命が失われてきました。
　防災について学び、災害に対する備えを
することにより、多くの命を救うことがで
きます。真剣に命を守る学習をしていきま
しょう。

災害から身を守るために

目の不自由な方へ情報提供できるように視覚障
害者用音声コードと位置認識のための切込みを
入れています。
専用読み取り機等によりコードの読み取りをす
ると、音声に変換され、文書内容が読み上げられ
ます。

提供：気象庁

提供：岩手県久慈市提供：神戸市

提供：都立三宅高等学校
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　「知る」、「調べる」、「まとめる」、「防災アク
ション」の項目に沿って、問題解決的な学習
を進めるページです。学校等で学んだこと
を基に、防災アクション（行動）を考え、防災
実践力を高めましょう。

　「避難の際の判断力」を高めるためのページ
です。避難する場面を自分事として具体的に
想像し、実際の災害時にはどのような行動を
とればよいのか、また、事前にどのような対応
が必要なのか考えましょう。

　地震に対する知識や応急手当ての方法な
どを学ぶことができるページです。メイン
ページで課題を追究する際に、活用すること
ができます。専門的な知識・技能を学び、災
害に対する備えを万全にしていきましょう。

　東日本大震災の記憶を風化させず、未来に
つなげていくための資料ページです。平成
24年に発刊された冊子を基に作成していま
す。それぞれのページには関連する教科等
が書かれています。様々な場面で活用して
ください。

「防災ノート～災害と安全～」の使い方

 ① メインページ 

③ 資料ページ 

② トピックページ

④ 3･11を忘れない 
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にいるときに 大地震が 起こったらどうしますか？1

1

知る

おお じ しん

じ しん

じ しん

しゅんかん

頭を守る

火災が発生したら口や鼻をおおう

資料編
68～73ページを
見てみよう
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険箇所マップマップ）

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

机の脚を対角線に持つ

東京防災
16～25ページを
見てみよう

知る

地震発生の瞬間

地震直後の行動

　地震発生の瞬間は、突然の揺れに驚き、適切な判
断が難しくなることから、日頃からとるべき行動を
考えておくことが大切です。

揺れが
おさまってから
行動する

火元を

確認する

出口を
確保する

じ しん

ごろ

かんしゅん とつぜん ゆ おどろ

ゆ

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

で大地震が起こったときに備え、日頃から何をしますか？

防災
ごろおお じ しん

調べる

まとめる

　在宅中に大地震が起こりました。　の中で、
予測できる危険は何ですか？

　一人で家にいるときに、大地震が起こりました。揺れ
がおさまった後は、どのような行動をとりますか？

じ しん

地震発生直後に、とるべき行動を確認します。

家族と集合する場所を確認します。

大震災シミュレーション
だいしんさい

　
ざいたくちゅうくく おお  じ しん

おお じ しん ゆ

8 9

トピック１

①家の中で家族を待つ

②家の庭で家族を待つ

③一人でも避難場所に避難する

あなたが選んだ行動

　本当に避難しなくてはいけない時、すぐに判断で
きるようにするためには、どのようにしておけばよ
いのでしょうか。みんなで考えてみましょう。

真夜中で停電が起こり、辺りが真っ暗だったら・・・

家族がもうすぐ帰ってくる時間帯だったら・・・

パジャマを着ているが、着替えが見当たらなかったら・・・

　「避難した方がよい」と分かっていても、実際の状況では判
断に迷いが生じてしまうことがありえます。この他にも、判
断に迷う状況として、どのような場面があるか考えてみま
しょう。

判断に迷う状況

　あなたは古い家に住んでいます。一人でいる時に大きな地震
が起こりました。壁にひびが入り、家は大きな被害を受けてい
ることが分かります。次にとるべき行動として、以下のどれが
正しいと思いますか。
※　日本には耐震基準を定める法律があり、最近では1981年、2000年に見直されています。1995
年の阪神・淡路大震災では、1981年以前に建てられた建物の多くに大きな被害が見られました。

③を選んだとして … こんな場合は、どうしますか。避難時シミュレーション①
ひ なん

じ  しん

ひ  なん ひ  なん

ひ  なん

ひ  なん

ていでん

地震による被害と地震情報の活用

1312

安全の道しるべ 資料 1
2  地震の発生をいち早く知るためにじ  しん

おお  じ  しん

じ  しんじょうほうひ  がい

1 東京で大地震が起こると

じ  しん

① 緊急地震速報の活用

② 地震情報の活用

③ マグニチュードと揺れの長さ

　緊急地震速報は、最大震度 5 弱以上と推定した地震の
発生の際に、強い揺れ（震度 4 以上）が予想される地域
に、強い揺れが来る前に知らせるものです。

　ただし、震源が近いときは、緊急地震速報より早く揺れ始めることがあります。

　テレビ等の地震情報により、震度、マグニチュード、津波の有無、余震等への備えについての情報を得る
ことができます。

　大きな揺れの地震が発生すると、緊急地震速報が流れ、地震情報が伝えられます。いざというときに、
この情報を活用して、自分の命を自分で守ることができるよう、その仕組みについて学びましょう。

緊急地震速報が出たら緊急地震速報が出たら

１　物が落ちてこない、倒れてこない、移動
　してこない場所に即座に避難
　　・倒れやすい家具から離れる
　　・テーブルや机の下に潜る

２　頭部を守り、揺れがおさまるまで待機

○時頃、関東地方で強い地震がありました。

揺れが強かった沿岸部では、念のため津波に注意してください。
　津波は、地震で海底が激しく変動することによって生じた大波が
海岸に押し寄せるものです。
震度 5強 千葉県北東部

この後の余震に十分注意してください。

　各地の震度が、震度が強い順に放送されます。

震源は千葉県東方沖、深さ 10 キロメートル、マグニチュード
6.1、津波の心配はありません。
　地下で岩石の破壊が始まった場所が震源です。

　住宅やビルが倒壊する。ガラスや看板が落ちてくる
おそれがある。 　　　　　　　　 （阪神・淡路大震災）

電車の脱線、高速道路等の崩壊等の可能性がある。
　　　　　　　　　　　　　　  （阪神・淡路大震災）

　消防車が入れない細い路地、停電による断水等、様
々な問題がある。　　　 　　　  （阪神・淡路大震災）

家屋や道路が土砂に埋まるなど、大きな被害が生じ
る。　　　　  　　　　　　　      （新潟県中越地震）

海底から水面までの海水が一気に動き、普通の波とは比較
にならない大きなエネルギーになる。　　　　  （東日本大震災）

　液状化現象により沿岸地域などでは、建造物が傾い
たり倒れたりする。　 　 　　　　　 （東日本大震災）

① 建物（ビル）の倒壊 ② 線路などの橋梁の崩壊
きょう   りょう ほう     かい

③ 火災の発生 ④ 山間部での土砂崩れ

⑤ 津波 ⑥ 液状化現象

とう    かい

東北地方太平洋沖地震
2011  M9

関東地震
1923  M8 

兵庫県南部地震
1995  M7

揺れの長さから、だいたいの被害を予測できます。
◆10秒くらい → M7（直下型地震の可能性）

◆  1 分くらい → M8（沿岸にいるなら津波に注意）

◆  3 分くらい → M9（巨大津波の可能性）

◆10秒くらい → M7（直下型地震の可能性）◆10秒くらい → M7（直下型地震の可能性）◆10秒くらい → M7（直下型地震の可能性）

◆  1 分くらい → M8（沿岸にいるなら津波に注意）◆  1 分くらい → M8（沿岸にいるなら津波に注意）◆  1 分くらい → M8（沿岸にいるなら津波に注意）

◆  3 分くらい → M9（巨大津波の可能性）◆  3 分くらい → M9（巨大津波の可能性）◆  3 分くらい → M9（巨大津波の可能性）

立っていられないくらいの強い揺れが立っていられないくらいの強い揺れが

■＝震源域の大きさ

じ  しん

じ しん じ  しん

じ  しん

じ しじ  しん

じ  しん

しん  ど しん  ど
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しん げん

しんげん

ゆ じ  しんじ  しん じ  しん

ゆ

ゆしん げん じ  しん

じ  しん じ  しん

じ  しん

　激しく炎を上げて燃え続けた千葉県市
いちはら

原市
にある精油所のＬＰガスタンク
　地震によりガスタンクが落下、下にあった
ガス管が破

は

裂
れつ

して爆
ばくはつえんじょう

発炎上した。

倒壊した宮城県気仙沼市（提供：宮城県気仙沼市）

　震度 5強の揺
ゆ

れを記録した
東京では九段会館の天井が崩

ほう

落
らく

し死傷者が出た。

平成23（2011）年3月11日　大渋滞する皇居周辺

　東京では地震直後から公共交通機関が止まり、家に帰れない
多くの帰宅困難者が出た。徒歩で帰ろうとする人々や車の渋

じゅうたい

滞
で都内は終日大混乱の状態が続いた。（新宿駅西口前）

　東京都からは、東京消防庁、警視庁がいち早く駆
か

けつけ、迅
じんそく

速かつ機動的な活動を行った。
被災地では、各自治体、自衛隊、消防、警察などによる懸

けんめい

命な救援活動が続き、復興に向け
た取り組みが行われた。

岩手県宮
みやこ

古市役所庁舎に掲げられたメッセージ

　津波に飲み込まれる宮城県名
な

取
とり

市の閖
ゆり

上
あげ

港広
ひろうら

浦地区。津波
は地震発生約30分後には東北地方を襲

おそ

い、午後３時18分
には岩手県大

おおふなと

船渡市で8.0mの津波が記録された。

岩手県釜
かまいし

石市の津波 (引き波）

がれきの街に打ち上げられ
た船
（提供：岩手県大船渡市）マグニチュード

9.0

東日本大震災
平成23年3月11日午後2時46分

地震、津波・・・そして、復興に向けて

津
つ

波
な み

倒
と う

壊
か い

東京

復旧へ火災
47

じ しん
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　災害に対して、あなたがとるべき
防災アクション（行動）を書いて、
の人に確認してもらおう。

り かい

知る 調べる

　災害に対する基本的な知識や行
動について、イラストや説明を読
んで、理解しよう。

　災害に対して、自分の命を守る
行動や身近な人を助けるために、
あなたができることを話し合い、
自分の考えをまとめてみよう。

　災害に対する危険や備えなどに
ついて、調べてみよう。調べるとき
は、資料ページなども活用しよう。

まとめる アクションわが の 防災

では

では では

では
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　あなたが、災害に備えて、日頃か

らとるべき行動や、災害が起こっ

たとき、その場でとるべき行動の

ことです。

防災アクションとは
ごろ

　より一層きめ細やかな災害への備えのため、女性の

視点から作られた防災ブックです。

（詳細は102ページを参照）

　東京には、様々な災害リスクが潜
んでいます。東京の多様な地域特性、
都市構造、都民のライフスタイルな
どを考慮して作られた防災ブック。
それが「東京防災」です。知識を身に
付けるだけではなく、今すぐできる
具体的な“防災アクション”を数多く
掲載しています。

ひそ

こうりょ

けいさい

防災ブック「東京防災」とは？

東京くらし防災
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自助 ～自分の命を守るために～

共助 ～身近な人と助け合うために～

　「自助」は、自分の命を自分で守ることです。まず、自分がけがをせずに生き残ることが防
災の基本です。

　「共助」とは、自分だけではなく、家族や近所の人たちと助け合ったり、自主防災組織のよ
うな地域コミュニティを中心として助け合ったりすることをいいます。

物が

場所で 身を守る
落ちて こない 倒れて こない 移動して こない

公助 ～公的機関が備えて支援する～

　「公助」とは、国や自治体、自衛隊、消防署、警察署などによる救助・災害支援
活動などの公的な対応のことをいいます。

提供：神戸市
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あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

で大地震が起こったときに備え、日頃から何をしますか？

防災
ごろおお じ しん

調べる

まとめる

　在宅中に大地震が起こりました。　の中で、
予測できる危険は何ですか？

　一人で家にいるときに、大地震が起こりました。揺れ
がおさまった後は、どのような行動をとりますか？

じ しん

地震発生直後に、とるべき行動を確認します。

家族と集合する場所を確認します。

ざいたくちゅう おお じ しん

おお じ しん ゆ



8

トピック１

①家の中で家族を待つ

②家の庭で家族を待つ

③一人でも避難場所に避難する

あなたが選んだ行動

　あなたは古い家に住んでいます。一人でいる時に大きな地震
が起こりました。壁にひびが入り、家は大きな被害を受けてい
ることが分かります。次にとるべき行動として、以下のどれが
正しいと思いますか。
※　日本には耐震基準を定める法律があり、最近では 1981年、2000年に見直されています。1995
年の阪神・淡路大震災では、1981年以前に建てられた建物の多くに大きな被害が見られました。

避難時シミュレーション①
ひ なん

じ  しん

ひ  なん ひ  なん
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　本当に避難しなくてはいけない時、すぐに判断で
きるようにするためには、どのようにしておけばよ
いのでしょうか。みんなで考えてみましょう。

真夜中で停電が起こり、辺りが真っ暗だったら・・・

家族がもうすぐ帰ってくる時間帯だったら・・・

パジャマを着ているが、着替えが見当たらなかったら・・・

　「避難した方がよい」と分かっていても、実際の状況では判
断に迷いが生じてしまうことがありえます。この他にも、判
断に迷う状況として、どのような場面があるか考えてみま
しょう。

判断に迷う状況

③を選んだとして … こんな場合は、どうしますか。

ひ  なん

ひ  なん

ていでん
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外出時に 大地震が 起こったらどうしますか？2

1

知る

おお じ しん

大震災シミュレーション
だいしんさい

資料編
68～73ページを
見てみよう

　揺れを感じたら、行き先階のボタンを全部押し、最初
に止まった階で降ります。もし閉じ込められてしまっ
たら、インターフォンを押して連絡を取りましょう。
落ちついて救助を待ちましょう。

　地震発生時、電車は緊急停車します。落下物に気を
付けて、つり革や手すりにつかまり、転ばないように注
意します。
　もし停電になっても、バッテリーによって車内灯が
点灯します。あわてて外に飛び出したりせず、落ちつ
いて、車内放送を聞きましょう。

　重い瓶や缶などが飛んできたり、棚が倒れたり、
ショーケースが破損したりするので、開けた場所や柱
の近くへ移動します。身動きが取れない場合は、買い
物カゴやカバンなどをかぶりその場でしゃがみ、身の
安全を確保します。

44

危険箇所マップマップ）
に話を聞い
記録してお
楽しくなり

る備蓄資
り、グル
ップづく
ことが大
」と思
とよい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

東京防災
26～37ページを
見てみよう

知る

中にいたら
エレベーターの

いたら
電車に乗って

いたら

スーパーマーケットや
コンビニエンスストアに

びん

はしら

かん たな

は　そん

ゆ

じょきゅう

じ　しん きんきゅう らっ か ぶつ

てい でん しゃ ないとう
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調べる ①

調べる ②

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

外出時に、大地震が起こったときに備え、日頃から何をしますか？

防災
おお じ しん

じ しん

地震が起こったときに、外出先に応じて、とるべき行動を確認します。

　自分がよく行く外出先で大地震が起こったら、
どのような危険がありますか。

　放課後に大地震が起こりました。その時、
家族はどこで何をしていますか。

ごろ

おう

おお じ  しん

おお じ  しんほう  か   ご



地震による被害と地震情報の活用

12

安全の道しるべ 資料 1
じ  しん

おお  じ  しん

じ  しんじょうほうひ  がい

1 東京で大地震が起こると

　住宅やビルが倒壊する。ガラスや看板が落ちてくる
おそれがある。 　　　　　　　　 （阪神・淡路大震災）

　電車の脱線、高速道路等の崩壊等の可能性がある。
　　　　　　　　　　　　　　  （阪神・淡路大震災）

　消防車が入れない細い路地、停電による断水等、様
々な問題がある。　　　 　　　  （阪神・淡路大震災）

　家屋や道路が土砂に埋まるなど、大きな被害が生じ
る。　　　　  　　　　　　　      （新潟県中越地震）

　海底から水面までの海水が一気に動き、普通の波とは比較
にならない大きなエネルギーになる。　　　　  （東日本大震災）

　液状化現象により沿岸地域などでは、建造物が傾い
たり倒れたりする。　 　 　　　　　 （東日本大震災）

① 建物（ビル）の倒壊 ② 線路などの橋梁の崩壊
きょう   りょう ほう     かい

③ 火災の発生 ④ 山間部での土砂崩れ

⑤ 津波 ⑥ 液状化現象

とう    かい
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2  地震の発生をいち早く知るために
じ  しん

① 緊急地震速報の活用
しんじ

② 地震情報の活用

③ マグニチュードと揺れの長さ

　緊急地震速報は、最大震度 5 弱以上と推定した地震の
発生の際に、強い揺れ（震度 4 以上）が予想される地域
に、強い揺れが来る前に知らせるものです。

　ただし、震源が近いときは、緊急地震速報より早く揺れ始めることがあります。

　テレビ等の地震情報により、震度、マグニチュード、津波の有無、余震等への備えについての情報を得る
ことができます。

　大きな揺れの地震が発生すると、緊急地震速報が流れ、地震情報が伝えられます。いざというときに、
この情報を活用して、自分の命を自分で守ることができるよう、その仕組みについて学びましょう。

緊急地震速報が出たら

１　物が落ちてこない、倒れてこない、移動
　してこない場所に即座に避難
　　・倒れやすい家具から離れる
　　・テーブルや机の下に潜る

２　頭部を守り、揺れがおさまるまで待機

○時頃、関東地方で強い地震がありました。

揺れが強かった沿岸部では、念のため津波に注意してください。
　津波は、地震で海底が激しく変動することによって生じた大波が
海岸に押し寄せるものです。
震度 5強 千葉県北東部

この後の余震に十分注意してください。

　各地の震度が、震度が強い順に放送されます。

震源は千葉県東方沖、深さ 10 キロメートル、マグニチュード
6.1、津波の心配はありません。
　地下で岩石の破壊が始まった場所が震源です。

東北地方太平洋沖地震
2011  M9

関東地震
1923  M8 

兵庫県南部地震
1995  M7

揺れの長さから、だいたいの被害を予測できます。
◆10秒くらい → M7（直下型地震の可能性）

◆  1 分くらい → M8（沿岸にいるなら津波に注意）

◆  3 分くらい → M9（巨大津波の可能性）

◆10秒くらい → M7（直下型地震の可能性）

◆  1 分くらい → M8（沿岸にいるなら津波に注意）

◆  3 分くらい → M9（巨大津波の可能性）

立っていられないくらいの強い揺れが

■＝震源域の大きさ

じ  しん

じ しん じ  しん

じ  しん

じ  しん

じ  しん

しん  ど しん  ど

じ  しん

しん げん

しんげん

しんじ

ゆ じ  しんじ  しん じ  しん

ゆ

ゆしん げん じ  しん

じ  しん じ  しん

じ  しん
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避難することになったら どうしますか？3

1

知る

ひ なん
大震災シミュレーション
だいしんさい

ひ なん

ひなん ひなん

ひ なん

資料編
74・75ページを
見てみよう

東京防災
40～51ページを
見てみよう

知る

避難の流れ

安全避難のポイント

　避難の判断で、生死が分かれることもあります。避難するかしないかは人任せにせず、ラジオ・
テレビや行政などからの情報、自分で確かめた情報を基に、下のフローチャートを参考にして判断
します。

　 族が離れ離れになったときは、自宅に残す安
否メモや電話会社が提供する災害用伝言サービス
などを活用して、集まる場所などを確認します。

※避難方法は、区市町村
ごとに異なります。

はな ばな ひ なん

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

人混みはパニックに注意 暗い地下では壁伝いに移動 エレベーターには乗らない隔て板を蹴破って移動
ご かべ へだ けやぶいた

ベランダでは
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

避難することになったときのことを考え、日頃から何をしますか？

防災
ひ なん

ひ なん

災害時の安全な避難の方法を確認します。

おお じ しん

いっとき ひ  なん

ひ  なんじょ
　あなたの居住する地域の一時集合場所、避難
場所、避難所はどこですか？

　大地震後、安全に避難をするために、どの
ような行動をとりますか？

ひ なん

ごろ

提供：神戸市
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在
ざい

宅
たく

避難をすることになったら どうしますか？4

1 大震災シミュレーションだいしんさい

ひざいたく なん

ひ なん

東京防災
54・55ページを
見てみよう

知る

在宅避難について

ガス・電気・水道の代替 食料品や日用品の備え 下水道の使用ができない場合

　ライフラインの代替品を備えて
おくと安心です。ガスは、カセット
コンロ、電灯は乾電池で作動する
ヘッドランプを利用します。水は
日頃からペットボトルなどの水を
多めに準備し、近所の「給水拠点」の
確認をしておきましょう。

　東京都は11月19日を「備蓄の日」
としています。日頃から食料品を
多めに買いそろえ、普段の生活の中
で消費していく日常備蓄なら、無理
なく備蓄を続けることができます。

　下水道が使用できない場合には、
備蓄している携帯用（非常用）トイ
レや行政が用意したトイレを利用
します。

だいたい

だいたいひん びちく

びちく

びちく けいたいよう

防災ポーチ

　小さなポーチに、防災グッズを入
れて持ち歩くことで、防災への準備
をすることができます。

びちく

かんでんち

ごろ

ごろ

ふだん

きょてん

74・75ページを
見てみよう

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

　ひとたび大規模な地
じ

震
しん

が起これば、電気・ガス・水道な
どのライフライン被害や物

ぶっ

資
し

供
きょう

給
きゅう

の停滞が予想されます。
　自宅に倒

とう

壊
かい

のおそれがある場合などは、避
ひ

難
なん

所
じょ

で生活す
る必要がありますが、自宅に十分な耐

たい

震
しん

性
せい

がある場合は、
避
ひ

難
なん

所
じょ

に行かずに自宅で生活を続けることが考えられま
す。そのためには、日頃

ごろ

から、自宅で生活する上で必要な
物を備

び

蓄
ちく

しておくことが重要です。

資料編

守るために
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

在宅避難できる準備はできていますか？

防災
ひ なん

だい

ひつじゅひんごろ

たいひん

ガス・電気・水道の代替品を備えておきます。

　在宅避難での生活は、普段の生活とどのよう
な違いがありますか？

　在宅避難をする上で、あなたがするべきこと
は、どのようなことですか？

ひざい たく なん ふ  だん

ひ なんざいたく

日頃から食料品や生活必需品を少し多めに備えておきます。

ざい たく
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水
飲料水、調理用など

食料品
米・レトルト食品・
缶詰・菓子など

トイレットペーパー・ティッシュ・
マスク

マッチ・ろうそく

懐中電灯・電池

ゴミ袋・ラップ

か しかんづめ ちゅうかい

ぶくろ

1 自宅に備蓄しておくもの
び  ちく

２ 日常備蓄の方法（ローリングストック法）
び  ちく

安全の道しるべ 資料 2

大地震への日頃の備え
おお  じ  しん ごろ

　これまでの災害用備蓄品は、乾パンや缶
詰などの普段食べない物を用意する特別な
準備と考えられてきました。
　しかし、日頃利用している食料品や生活
必需品を少し多めに購入しておくという日
常備蓄なら、簡単に備蓄ができます。
　大きな災害の後は、しばらく流通がス
トップしてお店に商品が並ばないこともあ
ります。もしものときに困らないように備
えることが大切です。

びちく

び ちく

ひつじゅひん

び ちく

りゅう つう

なら

かん かん

ふ だん

ごろ

づめ

　食品、飲料を日常備蓄する時は、まず３日分の食料を目安
に、さらに１週間分やその先も見越して備えてみましょう。
賞味期限の近い物から食べていき、減った分を補充します。
　多めにストックしすぎたり、食べずに無駄にしたりしない
ように注意しましょう。

び  ちく
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3 在宅避難を想定してみると
ざい たく ひ なん

び

ちく

び ちく

くわ

　冷蔵庫の中身は、も
しものときに心強い備
蓄食料の一部になりま
す。ただし停電するこ
ともあるので、生鮮食
品など、傷みやすい物
から食べるようにしま
しょう。

　気持ちも体も弱って
いるときこそ、好きな
物を食べると、元気が
出たり、ストレス軽減
になります。お菓子や
コーヒーなどのお
気に入りも備蓄に
加えておきましょ
う。

食べ物に対する一工夫

　災害時はお風呂やシャワーが使えず、かゆみで眠れなくな
ることもあります。ドライシャンプーやウェットティッシュな
どがあると便利です。
　皮膚トラブルのある人は、タオルと水、塗り薬など、自分に
適した物を準備しておきましょう。

お風呂に入れない時…

トイレが使えない時…

トイレが使えないときのために準備しておく物
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これらのグラフから、どのようなことが分かるでしょうか

チェックした結果を、家族と話し合いましょう

( 平日 )

( 時 )

睡眠

0　　　　　　　　　  6　　  8　　　　　  12　　　　　　　　   18                22

自宅 学校 部活動等 塾 自宅 睡眠

（登下校）

学校
（30％）

部活動等
　（10％）自宅

（15％）

睡眠
（33％）

塾（8％） 登下校（4％）

　いつ、どこで起こるか分からない地震に対し、私たちは日頃から、どのような備えを行い、どのよう
なことを心掛けておく必要があるでしょうか。いざというときに適切な行動がとれるよう、自分の一日
の生活場面を振り返り、考えてみましょう。

　一日の生活スタイルを見ると、一日のおよそ半分は自宅で過ごし、また、約３分の１は睡眠の時間
にあてられています。よって、自宅における備えが大変重要です。下のチェックリストを基に、あな
たの家の備えを見直してみましょう。

□ 寝床や自分がよくいる場所は、ものが落ちてこない、倒れてこない配置になっている。
□ たんす、食器棚、冷蔵庫、テレビ等の転倒防止策をしている。 □ 戸棚の扉を留め金で固定している。 
□ たんすや冷蔵庫の上に重い物を載せていない。 □ テレビや花瓶などを高い場所に置いていない。 
□ 玄関、通路や階段など、避難経路をふさいでいない。 □ 窓ガラスに飛散防止フィルムを貼っている。

□自宅、職場からの一時集合場所、避難場所、避難所を確認している。　□安全な避難経路を確認している。　
□二次災害を防ぐため、電気のブレーカーやガスの元栓の処理方法を確認している。

□　緊急時の連絡方法である災害用伝言ダイヤル（171）の使用方法を確認している。

中学生の一日の生活スタイル例

□非常用持ち出し袋を準備している。
　□飲料水　□食料品　□ウェットティッシュ　□衣類　□履物　□ちり紙　□携帯ラジオ　□電池　□お金　□マッチ・ライター
　□ろうそく　□ハブラシ　□貴重品　□懐中電灯　□救急セット（お薬手帳）　□筆記用具　□雨具（防寒）　□マスク　□その他
□備蓄品（ライフラインの代替品を含む。）を準備している。
　□少なくとも３日分の食料　□少なくとも３日分の飲料水（一人１日３リットルが目安）　□カセットコンロ、ガスボンベ
　□携帯用トイレ　□トイレットペーパー　□マスク

4 家庭における備えを見直そう

び ちく

いっとき ひ なん ひ なんひ なんじょ

が

ごろ  じ しん

もと



21

1　次の用語を調べましょう
2　あなたの学校は災害時にどのような役割を果たしますか。当てはまるものに○を付けましょう。

物が

  

「おかしも」
  の約束

  

※地震や洪水など、災害種別によって避難する場所が変わることがあります。

用　語

一時(いっとき)集合場所

避難場所

避難所

一時滞在施設

災害時帰宅支援ステーション

二次避難所（福祉避難所）

意　　　味 あなたの学校の役割

火災が
発生したら
口や鼻をおおう

グラッときたら（緊急地震速報が出たら）

地

時
震
地

学校では 家や町の中などでは

校舎から集団で避難が
必要なときは

頭を守る

後
震

じ  しん ひ  なん

じ  しん

じ

　

 

し
ん

じ

　

 

し
ん

ひ  なん

ひ  なん じょ

ひ  なん じょひ  なん じょ

ひ  なん

おう

机があったら、サルの
ポーズをしよう。
机がないときは、ダン
ゴムシのポーズをしよ
う。

場所で
身を守る

落ちて
こない

倒れて
こない

移動して
こない

地震だ！  
まず
身の安全

　自他の命を守るためには、地震時、地震後、それぞれどのような行動が必要でしょうか。しっかり押
さえましょう。

落ちついて
火の元確認
初期消火

あわてた行動
けがのもと

窓や戸を開け
出口を確保

門や塀には
近寄らない

火災や津波
確かな避難

正しい情報
確かな行動

確かめ合おう
わが家の安全
隣の安否

協力し合って
救出・救護

避難の前に
安全確認
電気・ガス

5 身の守り方を確認しよう

6 あなたの学校の役割を調べよう

机の脚対角線に持って
ひざをつく

ひ  なん

じ  しん じ  しん
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　災害時に避難して最も困ることの一つがトイレです。
　そこで覚えておきたいのが「防災公園」の存在です。防災公園には、給水や
電気などのインフラが寸断された場合でも使える災害対応トイレである
「マンホールトイレ」が用意されています。
　この「マンホールトイレ」は、下水道管までの取付管に沿ってマンホール
が設置され、災害時にはマンホールのふたを外して、便器を取り付け、他人
から見られないようにテントを張って利用できるというものです。

「かまどベンチ」は、災害時に必要となる炊き出しに備えたアイテムです。
　都立公園53か所は、災害時の避難場所や活動拠点となる「防災公園」とし
て整備されております。

避難場所・活動拠点となる「防災公園」

災害対応トイレ

防災ブック「東京防災」121ページより作成

かまどベンチ

ひ な ん き ょて ん

居住する地域の過去の災害を 知っていますか？1

今やろう すぐやろう2

知る 60～67ページを
見てみよう

東京防災
114・115・118～121
ページを見てみよう知る

居住地の災害史を学ぶ

火災から身を守る場所
避難場所 地区内残留地区

　避難場所とは、主に震災
時に大規模延焼火災が発
生した場合、火災から身
を守るために、避難する
場所です。

　東京都では、万一火災
が発生しても地区内に大
規模な延焼火災のおそれ
がなく、広域的な避難を
要しない「地区内残留地
区」を指定しています。

　防災対策は、過去の災害の教
きょう

訓
くん

を基
もと

に考えられています。
　適切な備えを行うためには、居住する地域での過去の洪水や地震
などの災害の歴史を学ぶことが大切です。
　近所で昔から住んでいる人に話を聞いたり、図書館で地域の災害
の歴史を調べたりしましょう。

こうずい

ひなん

ひ

ざんりゅう

なんひなん

しんさい

じ えんしょう

えんしょう

じしん

ひなん ざんりゅう

ひなん

ひなん きょてん

ふだん

た

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

さいがい しきょじゅう     ち

資料編
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

地域の災害史や身を守る場所は知っていますか？

防災

ひ  なん

自宅のある区市町村のホームページなどで、避難場所などを確認します。

　あなたの自宅や学校がある地域では、過去に
どのような災害がありましたか？

　地域での過去の災害を踏まえて、災害から身
を守るため、どのようなことに注意しますか？

ふ

平成12年 三宅島 噴火
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災害と地形との関係を 知っていますか？2

今やろう すぐやろう2

知る
東京防災

116・117ページを
見てみよう

知る

東京の地形
低地
　多摩川沿いの低地部と台地を流れる河川沿い
の谷底低地、そして下町地域から東京湾沿いの
江東区、墨田区、江戸川区、 飾区、荒川区、大田
区などです。低地は軟弱な沖積層という地層の
ため揺れやすく、海岸や河川の近くは津波の危
険もあります。

台地
　青梅市の東側、日野市と八王子市にまたがる
地域、渋谷区を中心に新宿区、世田谷区、目黒区、
品川区、港区、千代田区へと広がる淀橋台、その
南側の世田谷区、目黒区、品川区、大田区にまた
がる荏原台などです。地盤は安定していますが、
急傾斜地崩壊危険箇所もあります。

山地
　関東山地の南東部で、東京都最高峰の雲取山
がある奥多摩地域、多摩の檜原村全域と青梅市、
日の出町、あきる野市、八王子市の西部などで
す。山崩れや土石流、地滑りなどの被害を受け
る危険もあります。

島しょ地域
　伊豆諸島と小笠原諸島からなり、南海トラフ
被害想定では、高い津波が発災後数分で到達す
るおそれがあります。道路や港湾施設が被災し
た場合、数日～１週間程度は物流が途絶えるこ
とも予想されます。

かつしかく

た ま がわ

こくてい

こうとうく 

く なんじゃくちゅうせきそう

ゆ

 お うめ し 

しぶ や  く  しんじゅくく せ  た がや く  め ぐろ く 

せ  た がや く 

 え ばらだい  じ ばん

きゅうけいしゃ ち ほうかい き けん か しょ

さいこうほう くもとりやま

やまくず ど せきりゅう

  い  ず  お がさわら

つ なみ はっさい

こうわん し せつ

と  だ

ひ さい

とうたつ

じ すべ

  ひ     　で まち の  し はちおう じ  し  

おく た   ま た  ま ひのはらむら

 め ぐろ く 

しながわ く

しながわ く おお た  く  

みなとく  ち  よ  だ  く よどばしだい

  ひ   の  し  はちおう じ  し  

つ なみ

すみ だ  く  え  ど  がわ く  あらかわく   おお た 

 お うめ し 

大島町
おおしままち

としまむら こうづしまむら みくらじまむら あおがしまむら

にいじまむら みやけむら はちじょうまち おがさわらむら

伊豆大島

利島 神津島 御蔵島 青ヶ島
あおがしまみくらじまこうづしまとしま

いずおおしま にいじま
みやけじま

はちじょうじま
ちちじま

ははじま

はちじょうこじましきねじま

母島

新島 三宅島 父島八丈島

八丈小島式根島

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ島村

小笠原村

68～71ページを
見てみよう

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

資料編
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

災害と地形との関係を、知っていますか？

防災

ふ

地域の地形を踏まえ、注意が必要な災害を確認します。

ふ

　あなたの自宅や学校がある地域の地形から、
注意が必要な災害は何ですか？

　あなたの自宅や学校がある地域の地形を踏まえ、
どのような対策が必要ですか？
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① 今後30年以内に70％程度

② 日本はなぜ地震が多いのか

③ 海溝型地震と内陸型地震

首都圏で発生した地震の履歴

ユーラシアプレート

北米プレート

日本海溝

太平洋プレート相模トラフ
駿河トラフ

南海トラフ

フィリピン海プレート

伊豆・小笠原
海溝

M7.0 以上の地震を起こす可能性のある活断層

安全の道しるべ 資料 3

東京で大地震が起こると
おお  じ  しん

じ しん

じ しん

じ しん じ しん

　南関東で発生した地
じ

震
しん

を調べると、Ｍ８クラスの地
じ

震
しん

は、200年
から300年に一度発生し、Ｍ８クラスの地

じ

震
しん

が発生する間に、Ｍ７ク
ラスの地

じ

震
しん

が数回発生することが分かっています。Ｍ８クラスの地
じ

震
しん

は、およそ100年前の大正12（1923年）年に関東地
じ

震
しん

が発生して
いるので、｢今後30年以内の発生確率は０～５％｣と言われていま
す。一方でより頻度の高いＭ７クラスの地

じ

震
しん

が発生する確率につい
ては、「今後30年以内に70％程度」と予測されています。
（地

じ

震
しん

調査研究推進本部 平成26（2014）年４月）

　日本列島のまわりには、四つのプレートがあります。ユーラシアプ
レート、北米プレート、フィリピン海プレート、太平洋プレートです。
　東京を含む南関東地域では、フィリピン海プレートと太平洋プレ
ートが北米プレートの下に潜り込み、三つのプレートが複雑な相互
運動を行っています。そのために、南関東地方では、地

じ

震
しん

が多く発生
するのです。

　内陸型地
じ

震
しん

は、活断層や岩盤等で発生する地
じ

震
しん

です。断層とは、プ
レートが押し合うことで、地面の浅い部分にある岩石に大きな力が働
いてできたひび割れ（地面のずれ）です。断層の中でも、過去に繰り返
し地

じ

震
しん

を起こし、将来も地
じ

震
しん

を起こすことが予想されるものを活断層
といいます。右の図は、Ｍ７以上の地

じ

震
しん

を起こす可能性がある、関東
地方にある活断層です。東京都内には立川断層帯があり、調査が進め
られています。

　海溝付近で起こる地
じ

震
しん

は、海溝型地
じ

震
しん

と呼ばれ、
左の図のように、地球表面のプレートが動き、プレー
トが押し合うことで、プレートの内部やプレートの境
界で断層がずれて動くために発生します。海溝型地

じ

震
しん

では、津波が発生することがあります。

海側のプレートが陸側の
プレートの方へ移動し、
その下へ潜り込む。

陸側のプレートの先端部
が引きずり込まれ、ひず
みが蓄積する。

ひずみがその限界に達し
た時、陸側のプレートが
跳ね上がり、地震が発生
する。
その際、津波が発生する
場合がある。

1 東京でも大地震は起こるのだろうか
おお  じ  しん



27

② 多摩直下地震

人的被害（死者）
人的被害（負傷者）
建物被害（倒壊）
建物被害（焼失）
避難者の発生
　　　　（ピーク：１日後）

4,732 人
101,102 人
75,668 棟
65,770 棟

2,756,681 人

① 東京湾北部地震

時
震
地

後
震
地

人的被害（死者）
人的被害（負傷者）
建物被害（倒壊）
建物被害（焼失）
避難者の発生
　　　　（ピーク：１日後）

9,641 人
147,611 人
116,224 棟
201,249 棟
3,385,489 人

③ 立川断層帯地震

東京都総務局総合防災部防災管理課

人的被害（死者）
人的被害（負傷者）
建物被害（倒壊）
建物被害（焼失）
避難者の発生
　　　　（ピーク：１日後）

2,582 人
31,690 人
35,407 棟
53,302 棟

1,007,138 人

8

じ しん

じ しん

じ しん

じ しん

　東京都は、東日本大震災の被害状況を受けて、平成18（2006）年 5月に公表した被害想定を見直し、｢首都
直下地震等による東京の被害想定報告書｣を平成 24（2012）年 4月に公表しました。下の図はその中の３例
を示したものです。自分が住んでいる地域では、どのような被害が予想されるでしょうか。考えてみましょう。

想定被害 多摩直下地震（Ｍ７．３）
（冬の夕方18時、風速８m／秒）

想定被害 東京湾北部地震（Ｍ７．３）
（冬の夕方18時、風速８m／秒）

じ しん

じ しん

じ しん

想定被害 立川断層帯地震（Ｍ７．４）
（冬の夕方18時、風速８m／秒）

2  地震による東京の被害想定
じ  しん
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地域の防災訓練に 参加したことがありますか？3

2

知る

東京都の防災訓練 区市町村の防災訓練

　東京都では区市町村と合同で、住民参加型の
総合防災訓練を行っています。

町内会の防災訓練 都立高校等での避難所設営・運営訓練

　初期消火訓練や応急救護訓練などを中心に、
救出・救助訓練、通報訓練、避難訓練、起震車を
活用した訓練などを行います。

　区市町村主体で、学区や避難所ごとに行う
訓練で、主に学校などで行われます。

　全ての都立高等学校（全日制）等で、発災を想
定した避難生活の疑似体験（備蓄食料の炊き出
し）などを行っています。

ひ なん

ひなん  き しんしゃ ひ ぎ じなん

はっさい

びちく

今やろう すぐやろう

88～91ページを
見てみよう

東京防災
130～140ページを
見てみよう

知る

　災害時の被害を最小限に抑えるには、各地域で行っている防災訓練に日頃から参加すること
が大切です。中学生に対しては、地域の方から大きな期待が寄せられています。

（写真）

ひがい おさ ごろ

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

資料編
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

地域の防災訓練に参加したことがありますか？

防災

地域の防災訓練に参加します。

　あなたの居住する地域では、いつ、どのよう
な防災訓練を行っていますか？

　防災訓練に参加したことで、どのようなこと
を学びましたか？

応急救護訓練
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火災が発生したら

学校が避難所になったら

帰宅が困難な場合には

脱出できない人の救出

（避
ひ
難
なん
所の例）

東日本大震災時、上野駅の混雑

校　　舎

校　　庭

薬剤師会

医療救護所

仮設
トイレ
仮設
トイレ
仮設
トイレ

水の
浄化
装置 プール

炊き出し（PTA等）庫
倉
材
資

館
育
体資器材の

運搬

応急手当

水の確保

正確な
情報

衣食住
の問題

衛生面へ
の配慮

プライバシー
への配慮

都民としての取組

企業や商店等の取組

安全の道しるべ 資料 4

みんなで協力して、命を守るために

　火災が発生したときは、周囲の大人と協力して、消
火器やＤ級軽可搬消防ポンプで消火活動を行う。

　東北地方太平洋沖地
じ
震
しん
（東日本大震災）のとき、首都圏では、電車や地

下鉄などの交通機関が止まり、多くの人が身動きできずに混乱しまし
た。東京都では、平成２５（2013）年４月に「東京都帰宅困難者対策条
例」が施行されました。学校等からの帰宅が困難な場合、どのように行動
したらよいか考えてみましょう。

○ すぐに帰宅するのではなく、学校や会社等にとどまる。
○ 家族との連絡手段を複数確保するなどの事前準備を行う。

○ 会社などに食料、飲料水、毛布などを備蓄する。
○ 飲食店やコンビニエンスストア等では、トイレ等を提供する。

学校が避難所になったとき、中学
生にできることは何か考えてみ
よう。

　平成７（1995）年１月１７日に起こった兵庫県南部地
じ
震
しん
（阪神・淡路大震災）では、地

じ
震
しん
によって倒

とう
壊
かい
した建物

から救出され生き延びることができた人のおよそ８割は、家族や近隣の人同士の助け合いによるものであったと
言われています。いざというときに、自分の命を守ることができたら、次に考えなければならないことは、身近な
人を助けること（共助）です。心身の発達によって様々なことができる中学生に期待されていることは、一体どの
ようなことなのでしょうか。考えてみましょう。

近くに運び
安全ピンを
引き抜く ホースを

火元に
向ける

レバーを
強く握る

　自分の安全を確保したうえで、応援を呼び
ましょう。てこの原理を利用して重い物を持ち
上げられます。

1 身近な人と助け合うために

ひ なん

ひ なん
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備蓄倉庫内の様子 組み立て式トイレ 炊き出し用釜

救出・救助

備　蓄

給水活動 物資の支援

学校や公的機関の備
び
蓄
ちく
倉庫には

び ちく

　東北地方太平洋沖地
じ
震
しん
（東日本大震災）では、多くの方々が被災し、避

ひ
難
なん
所や仮設住宅などで、不自由な暮

らしを余儀なくされています。しかし、このような被災地に対しては、様々な公的機関、例えば、警察、消防、
自衛隊等による災害救助活動、医師、看護師等による医療活動、全国の自治体（都道府県・区市町村等）やユ
ニセフ、日本赤十字社などによる支援活動が行われています。東京都でも、教員やカウンセラーも含めて被災
地へ職員を派遣して支援をしたり、被災されて東京に避

ひ
難
なん
して来られた方々に住居を提供したり、避

ひ
難
なん
して来

られた児童・生徒の皆さんには学校への受入れなども行っています。
　さらに、このような公的機関による支援だけではなく、被災された人々がお互いに助け合ったり、多くのボ
ランティアの方たちが様々な形で支援活動に当たったりしています。

　地
じ
震
しん
に限らず大きな自然災害は、かけがえのない生命のみならず、その地域に住む方たちの生活そのものを

困難にしてしまいます。そのため、公的機関では、住民の生活を維持できるように、備
び
蓄
ちく
倉庫を設置して普段

から災害時に備えています。しかし、公的機関の備えだけでは十分でないことも考えられます。そこで、家庭
でも自分たちにできる備えをしておくことが大切です。各家庭で、少なくとも三日分くらいの食料や飲料水を
備
び
蓄
ちく
しておきましょう。

備蓄倉庫の中には・・・地域の防災訓練に参加して確認してみよう

　学校や区市町村などの公的機関の施設には、災害時に備えて備
び
蓄
ちく
倉庫があります。その中には、災害が

発生した時に必要な食料、飲料水、日用品等が用意されています。

乾パン、アルファ化米、おかゆ、粉ミルク、離乳食、飲料水、毛布、紙おむつ、タオル、ろうそく、
ライト、トイレットペーパー、ポリタンク、ビニールシート、応急医療用品、大型炊飯器、発電機、
仮設トイレ、炊き出し用釜、可搬式消防ポンプ など

2  公的機関が備えて支援する

び ちく

び ちく
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応急手当

応急手当　～傷病者の生命を守り、苦痛を和らげる～

搬　送 サポート
は ん　　　そ う

自分たちでできる応急手当

出血があるとき

骨折しているとき

やけどをしているとき

普段どおりの呼吸なし 普段どおりの呼吸あり
→救急車を待つ※判断に自信がもてない場合も含む。

電気ショック必要
→ショック１回。
　直ちに胸骨圧迫再開

電気ショック不要
→直ちに胸骨圧迫再開

　

　

・胸の真ん中を
・胸が約5㎝沈むように
・１分間あたり100～120回の
テンポで絶え間なく

胸骨圧迫（心臓マッサージ）

・すぐに電源を入れる。
・電極パットを傷病者の胸に貼る。
　（貼る位置は、電極パットに描かれた絵のとおり）
・音声メッセージに従い、電気ショッ
　ク必要の有無の解析を待つ。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）到着

周囲の安全を確認してから声をかけ、
傷病者の反応の有無を確認する。

傷病者発見！

①大声で協力者を呼ぶ
②１１９番通報 (通信指令員の
　指導に従う)
③ＡＥＤの依頼

反応がない場合 ※判断に自信がもて
　ない場合も含む。

一次救命処置

学校の中では？ 登下校中では？

　地
じ
震
しん
が起こったとき、私たちにもできることがたくさんあります。傷病者（けが人や病人）や元気のない人

の力になることもその一つです。周囲の大人と協力して、誰かの力になってください。

○傷病者の生命を守る。
○傷病者の苦痛を和らげる。

○けがや命の危険のない、
　安全な場所へ搬送する。
○病院や避

ひ
難
なん
所へ搬送する。

○励まし、安心感を与える。
○できる限りの手助けを
　する。

　傷口にガーゼやハンカ
チなどを当てて圧迫し、
心臓より高い位置に上げ
る。血がにじんできた
ら、さらに上から布で覆
い、圧迫する。ビニールをまいて処置する
ことで感染症防止になります。

　水道水（できれば流
水。出ない場合はペッ
トボトルの水など）で
痛みがなくなるまで冷
やし続ける。服の上か
らやけどした場合は、
無理に服は脱がず、服
の上から冷やす。

　骨折部位上下の
関節をダンボール、
雑誌、タオル、ネ
クタイなどを使っ
て固定する。

　あなたの身近で、AEDはどこに
ありますか。

3 傷病者や元気のない人の力になるために
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搬送　～傷病者を安全な場所に運ぶ～
はん  そう

サポート　～言葉や態度で心を支える～

搬送の原則

傷病者と接するときは

自分自身もサポートしよう

元気のない人と接するときは

搬送方法
傷病者が頭から落ちることがないように気を付けます。
★平地では…
・常に担架が水平になる
　ようにする。
・傷病者の足側を進行方
　向にする。
・頭側で傷病者の観察を行う。

★階段では…
　昇る場合も降りる場合も、
　常に頭側を上にする。

担架がないときは

3
1

十分に余裕を
とる

体を縮めてから、一気に体の力を抜く。 肩を上に持ち上げて、一気に肩の力を抜く。 口を閉じて、鼻から
静かに息を吸う。

口を小さく開いて、息を
ゆっくり長く吐き切る。

体と心を
リラックスさせるには

はん そう

はん そう

・傷病者を搬
はん
送
そう
する前に、必要な応急手当を行う。

・傷病者の望む姿勢（楽に感じる姿勢）で、搬
はん
送
そう
する。

・傷病者を揺らさないように安静にして搬
はん
送
そう
する。

・傷病者が転落しないように、安全に確実に行う。

・落ち着いた態度で接し、安心感を与える。
・傷病者が心配になるような言葉は避け、励まし
　の言葉を掛ける。

　災害後は、不安になる、悲しくなる、集中できない、眠れない、おなかや頭が痛くなるなどのス
トレス反応が出ることがあります。そのようなときは、無理せず、気分転換をしたり、安心できる
人と過ごしたりして、ゆっくり休みましょう。

・様子をよく見る。
・話を聞いてあげる。
・優しく接する。
・いつもと変わらない
　態度で接する。

　傷病者を搬
はん
送
そう
するための担架が

ない場合は、畳やドア・毛布など
で代用します。

　二人で搬
はん
送
そう
す

るときは、声を
掛けながら搬

はん
送
そう

します。

　２本の棒と毛布で担架を作るこ
ともできます。

例） ○　もうすぐ助けが来ますよ。
　　 ×　ひどい出血ですね。
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大雨や台風による風水害が 起こったらどうしますか？1

3

知る

様々な災害と対策

知る
台風

梅雨前線・秋雨前線

最新の気
き

象
しょう

情報に注意する

ばいうぜんせん ぜんせん　あきさめ

東経18 0̊

ハリケーン
台風
サイクロン

災
害
の
危
険
性

大

小

注 

意 

報

警

　
　報

特
別
警
報

東京防災
144～157、244～247
ページを見てみよう

資料編
54・55ページを
見てみよう

東京マイ・
タイムラインを
見てみよう

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

　警報は、重大な災害が起こるおそれのあるときに出され、該
当する地域で警戒を呼び掛けます。
　自治体が発表する避難情報に注意し、必要に応じ速やかに避
難します。

　特別警報は、数十年に一度しかないような重大な災害の危険
性が高まっている場合に出されます。
　この警報が出る前に安全な場所に移動する必要があります。

　春から夏への季節の移行期に、梅雨前線が日本から中国大陸
付近にかけて出現します。地盤が緩んでいるときに大雨にな
ると、土砂災害が起こりやすくなります。
　夏から秋にかけての季節の移行期には、梅雨前線と同じよう
な気圧配置となり、秋雨前線が日本付近に出現して、長雨や大
雨をもたらします。

　台風は上空の風に流されて動き、地球の自転の影響で北へ向
かう性質を持っています。そのため、通常東風が吹いている低
緯度では台風は西へ流されながら北上し、上空で強い西風（偏
西風）が吹いている中・高緯度に来ると速い速度で北東へ進み
ます。

えいきょう

ふ てい

い ど へん

せいふう ちゅう　 こう い ど

ばいうぜんせん

ばいうぜんせん

あきさめぜんせん

　注意報は、大雨や強風などによって災害が起こるおそれがあ
るときに出され、気象庁が注意を呼び掛けます。
　雨・風の影響を受けやすい地区では、早めの行動を心掛けま
す。

えいきょう

がい

けいかい

けいほう

とう

ひ なん すみ ひ

なん

じ ばん ゆる
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

風水害が発生したときに備えて、日頃から何をしますか？

防災
ごろ

風水害の危険から身を守る方法を確認します。

マイ・タイムラインを家族で作成します。

　風水害が起こったら、あなたの の周りで、
予測される危険は何ですか？

　風水害の危険から身を守るために、どのよう
な行動をとりますか？
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避難時シミュレーション②

トピック2

あなたが選んだ行動

①外に避難せず、自宅の中で安全と思う場所に避難する

②家族を待って、一緒に高台に避難する

③一人でも高台に避難する

ひ  なん

ひ  なん ひ  なん

ひ  なん

ひ  なん

　海辺に近い自宅に一人でいる時に大きな地震が起こりまし
た。次にとるべき行動として、以下のどれが正しいと思いま
すか。

じ  しん
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　本当に避難しなくてはいけない時、すぐに判断で
きるようにするためには、どのようにしておけばよ
いのでしょうか。みんなで考えてみましょう。

　「避難した方がよい」と分かっていても、実際の状況では判
断に迷いが生じてしまうことがありえます。この他にも、生活
の場面を考えて、判断に迷う状況はどのような場面があるか
考えてみましょう。

判断に迷う状況

雨が激しく降っていたら・・・

家族がもうすぐ帰ってくる時間帯だったら・・・

ペットがいたら・・・

③を選んだとして…こんな場合は、どうしますか。

ひ  なん

ひ  なん
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火山噴火が起こったら どうしますか？2

3

知る

様々な災害と対策

東京防災
160～163ページを
見てみよう

知る

身を守るために
防災マップで危険区域の確認 食料や防災用品を備える。 指定避難所を事前に確認

噴火警報を見逃さない。 火山灰などに注意する。

　東京には、伊豆大島や三宅島などの島しょ地域
に活火山があります。
　東京の島しょには、約３万人が暮らすとともに、
大勢の観光客が訪れています。
　昭和61年には伊豆大島、平成12年には三宅島
の噴火で、全島民が島外に避難しました。

火山噴火

ふん か

ふん か

い ず おおしま

い ず おおしま

み やけじま

み やけじま

ひ なんふん か

ふんか

ひなんじょ

52・53ページを
見てみよう

44

箇所マップップ）
話を聞い
録してお
しくなり

備蓄資
グル

プづく
が大
と思
よい

まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度

資料編

44

資料編
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

アクションわが の

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
確認日

保護者
サイン

火山噴火が起こったときに備えて、日頃から何をしますか？

防災
ごろふん か

ふん か

火山噴火の危険から身を守る方法を確認します。

　火山噴火が起こったら、予測される危険は何
ですか？

　火山噴火の危険から身を守るために、どのよ
うな行動をとりますか？

ふん か

ふん か

昭和61年 伊豆大島 噴火 ⒸT.Miyazaki

火山噴火時に噴石等から身を守る
避難シェルター(大島)
ひ なん

ふん か

ふん か



要配慮者に関するマークなどを理解しよう1

4 まとめ

東京防災66・67・
276・277ページを
見てみよう

　災害時には、要配慮者への思いやりと支援が大切に
なります。要配慮者とは、妊婦、乳幼児、高齢者、外国人、

しておきましょう。

40

ようはいりょ

ようはいりょ にん ぷ こうれい

 し えん

ようはいりょ

障害がある方などです。様々なマークなどについて理解

ヘルプマーク

　義足や人工関節を使用している
方、内部障害や難病の方、妊娠初期
の方など、援助や配慮を必要とし
ている方のマークです。

ヘルプカード

　障害者が災害時などに周囲に自
己の障害への理解や支援を求める
ため、緊急連絡先や必要な支援内
容などが記載されたカードです。

マタニティマーク

　妊婦が、交通機関等を利用する
際に身に付け、周囲に妊婦である
ことを示すマークです。

障害者のための
シンボルマーク

　障害のある方が利用しやすい建
築物や公共輸送機関であることを
示す、世界共通のマークです。

盲人のための
国際シンボルマーク

　視覚障害者の安全やバリアフ
リーに考慮された建物、設備、機器
などに付けられている世界共通の
マークです。

耳マーク

　聴覚に障害があることを示し、
コミュニケーション方法に配慮を
求める場合などに使用されている
マークです。

えんじょ

 し えん

にん ぷ

にん ぷ

 し えんきんきゅうはいりょ

けん

ちくぶつ

 き さい

こうりょ はいりょ

かくちょう



わたしの防災標語を作ってみよう2

41

防災標語を考えた理由

わ た し の 防 災 標 語

　中学生の皆さん一人一人が、「防災ノート～災害と安全～」を
通して学んだ知識や実践力を各 庭で生かし、首都直下地震等に
対する備えを行うことが重要です。
　そこで、「防災ノート～災害と安全～」の学習を通して、学んだ
ことや行動したことを踏まえ、家庭や地域、学校における防災標
語を作りましょう。

じっせん  じ しん

ふ
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安全の道しるべ 資料 5

災害時・危険箇所マップ（防災マップ）を作成してみよう
防災トピック 災害時・危険箇所マップ

（防災マップ）

自分の地域の防災マップを書こう

　地
じ

震
しん

発生後、命を落とす危険性や傷病などの災害に至る大
きな要

よう

因
いん

には、住宅倒
とう

壊
かい

や外
がい

壁
へき

・屋
や

根
ね

瓦
がわら

の落下、電柱の損
そん

壊、道路の亀裂、液状化によるマンホールの隆起など、多く
の事柄が考えられます。学校や自宅周辺において災害時に考
えられる危険箇所を調べ、その場所や想定される事柄などを
記した災害時危険箇所マップを作成し、緊急時に持ち出すこ
とができるように準備をしておきましょう。
　また、自分たち独自の地図づくりをしておくことで、自分
たちの避難経路の確認だけでなく、避難所などに人を誘導す
ることの手助けにもなります。ふだんから、必要な情報を書
き込み、定期的に新しい情
報に更新しておくことも大
切です。

　必要に応じて、近隣の人に話を聞い
たり、一緒に歩いて写真に記録してお
いたりすると地図づくりが楽しくなり
ます。
　さらに、災害時の手助けとなる備蓄
資材などの基本情報を追加したり、グ
ループ独自のテーマに沿ったマップづ
くりをしたりして、発表し合うことが
大切です。「危ないかもしれない」と
思うような事柄の記録から始めるとよ
いでしょう。

かい き れつ えきじょう か りゅう き

こと がら

か しょ

か しょ

じゅん び

どく じ

ひ　なん ひ　なん   じょ

こと がら

び ちく

防災マップ
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まず自分の命を守り、
次に身近な人を助け、
さらに地域に
貢献できる人になるために

平成29年度
資料編
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あの日・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。
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あの日から ～陸前高田市立横田中学校の取り組み～

　３月１１日、横田中学校では翌日の卒業式にむけて１・２年の生徒が準備をしていました。
 　２時４６分、体験したことのないほどの揺れを感じ、校庭の真ん中に跳び出しました。ゴォーとい
う地鳴りと模型の建物のように大きく揺れる校舎のことを今でもはっきり覚えています。

　あの日から、私たちがどんなふうに春休みを送ってきたのかをここに記してみたいと思います。
 　３月１１日の夕方の時点で決まっていたことは、翌日の「卒業式」は中止ということだけでした。
通信手段はすべて不通になっていたので、この連絡は先生方が手分けして自宅訪問で伝えました。

　３月１２日  横田中学校の校庭は自衛隊の駐屯地となる。校舎２階は神奈川県警の宿泊施設となる。

　３月２６日  横田中学校の体育館・校舎に全国からの支援物資が搬入され始める。関西広域連合の 
 ボランティアが派遣され、支援物資の搬入、仕分け、搬出の仕事にあたってくださる。

　３月２８日  少数の市職員と横田中学校の職員だけでの対応に困っていたところ、中学校の近所に 
 住む元 PTA の方が支援物資のボランティアを買って出てくれました。その後、家族 
 や近所の中学生も誘ってくれました。全国から送られてくる支援物資は膨大な量で大 
 変な仕事でしたが、この作業に取り組むことは横中生の貴重な体験になると考え、翌 
 日に全校を招集することにしました。（連絡は、この日から自主的にボランティア活 
 動に参加していた横中生徒会長が歩いて回ってくれました。）

　３月２９日  全校での支援物資のボランティアが始まりました。ただし、さまざまな家庭事情がある 
 ので翌日以降は有志のボランティアとしました。といっても、ほとんどの生徒がほぼ 
 毎日このボランティアに従事してくれました。この活動の中心として大阪から来てい 
 たボランティアの方々が活躍していました。始めはぎこちなかった中学生たちも次第 
 に大阪の人々と打ち解け、最後には頼りにされるまでになりました。

　支援物資の仕事は「重労働」の一言に尽きます。大小
さまざまな箱をトラックから運び、大まかに仕分けして
重ねます。箱を開け、中身を確認して「新・古」「男・女」 
「種類」などの仕分けを行います。果てしなくこの繰り
返しです。４月２０日に学校再開のめどがたってからは、
午前中に新学期の準備、午後からボランティアという生活
を前日まで送りました。

　当初、なんのめどもなく途方に暮れることの多かった春休みですが、このボランティア活動があっ
たおかげで、私たちは自分たちのやるべきことをはっきり自覚するとともに、前に向かって進んでい
こうという気持ちになれました。

平成２３年１０月２１日　岩手県陸前高田市立横田中学校　若竹生徒会 
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　激しく炎を上げて燃え続けた千葉県市
いちはら

原市
にある精油所のＬＰガスタンク
　地震によりガスタンクが落下、下にあった
ガス管が破

は

裂
れつ

して爆
ばくはつえんじょう

発炎上した。

倒壊した宮城県気仙沼市（出典：東北地方整備局）

　津波に飲み込まれる宮城県名
な

取
とり

市の閖
ゆり

上
あげ

港広
ひろうら

浦地区。津波
は地震発生約30分後には東北地方を襲

おそ

い、午後３時18分
には岩手県大

おおふなと

船渡市で8.0mの津波が記録された。
（提供：海上保安庁）

岩手県釜
かまいし

石市の津波 (引き波）（提供：海上保安庁）

がれきの街に打ち上げられ
た船
（提供：岩手県大船渡市）マグニチュード

9.0

東日本大震災
平成23年3月11日午後2時46分

津
つ

波
な み

倒
と う

壊
か い

火災



　震度 5強の揺
ゆ

れを記録した
東京では九段会館の天井が崩

ほう

落
らく

し死傷者が出た。

平成23（2011）年3月11日　大渋滞する皇居周辺

　東京では地
じ

震
しん

直後から公共交通機関が止まり、家に帰れない
多くの帰宅困難者が出た。徒歩で帰ろうとする人々や車の渋

じゅうたい

滞
で都内は終日大混乱の状態が続いた。（新宿駅西口前）

　東京都からは、東京消防庁、警視庁がいち早く駆
か

けつけ、迅
じんそく

速かつ機動的な活動を行った。
被災地では、各自治体、自衛隊、消防、警察などによる懸

けんめい

命な救援活動が続き、復興に向け
た取り組みが行われた。

岩手県宮
みやこ

古市役所庁舎に掲げられたメッセージ

地
じ

震
し ん

、津波・・・ そして、復興に向けて

東京

復旧へ
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 869年
貞観11年

1185年
 元暦2年

1498年
 明応7年

1586年
天正13年

1605年
慶長9年

1703年
元禄16年

1707年
 宝永4年

1855年
 安政2年

1854年
 安政元年

1854年
 安政元年

1891年
明治24年

1896年
明治29年

2015年
 平成27年

1707年
宝永4年

1783年
天明3年

1792年
寛政4年

1902年
明治35年

1914年
大正3年

1926年
大正15年

1940年
昭和15年

1962年
昭和37年

1983年
昭和58年

1986年
昭和61年

2014年
 平成26年

199１年
 平成３年

2000年
平成12年

火山灰に埋もれる民家
［平成12年（2000）7月撮影］● 赤字は、関東で起きた災害です。

●  赤丸内の数字は、関連ページを表しています。

主な地震年表

主な火山噴火年表

三宅島噴火

三
宅
島
噴
火

　（
全
島
民
が
島
外
に
避
難
） 

明
治
三さ

ん

陸り
く

地
震
津
波（
死
者
約
二
万
二
千
人
）
M8.2

濃の
う

尾び

地
震 

M8.0

江え

戸ど

地
震（
死
者
約
七
千
人
）
M7.0
〜
M7.1

安
政
南
海
地
震 

M8.4

安あ
ん

政せ
い

東
海
地
震（
死
者
二
〜
三
千
人
）
M8.4

宝ほ
う

永え
い

地
震 

  

M8.6

元げ
ん

禄ろ
く

地
震（
死
者
三
万
人
以
上
）
M7.9
〜
M8.2

慶け
い

長ち
ょ
う

地
震（
津
波
に
よ
る
死
者
多
数
）
M7.9

天て
ん

正し
ょ
う

地
震（
死
者
多
数
）
M7.8

明め
い

応お
う

地
震（
東
海
道 

死
者
約
四
万
一
千
人
） 
M8.2
〜
M8.4

元げ
ん

暦り
ゃ
く

地
震 

M7.4

貞じ
ょ
う

観が
ん

地
震 

M8.3

東
北
地
方
で
大
津
波
、

犠ぎ

牲せ
い

者
約
千
人

（

）

我
が
国
最
大
級
の
地
震
の
一
つ

死
者
二
万
人
以
上

（

）

安
政
東
海
地
震
の
三
十
二
時
間
後
に
発
生

死
者
数
千
人

（

）

内
陸
部
で
最
大
級

死
者
七
千
人
超

（

）
P.23P.22

P.24

P.25

P.24

P.25

P.11P.10

P.10

P.10

口く
ち
の

永え

良ら

部ぶ

島
噴
火

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

噴
火

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

　（
死
者
・
行
方
不
明
四
十
四
人
）

伊
豆
大
島
噴
火

　（
全
島
民
が
島
外
に
避ひ

難な
ん

）

三
宅
島
噴
火

　（
溶
岩
流
や
火
山
灰
な
ど
の
被
害
）

三
宅
島
噴
火

　（
溶
岩
流
や
火
山
灰
な
ど
の
被
害
）

桜さ
く
ら

島じ
ま

噴
火
（
大
正
大
噴
火
）

雲う
ん

仙ぜ
ん

普ふ

賢げ
ん

岳だ
け

噴
火

　（眉ま
ゆ

山
の
崩ほ
う

壊か
い

に
よ
り
津つ

波な
み

が
発
生
。
死
者
約
一
万
五
千
人
）

浅あ
さ

間ま

山
噴
火

富
士
山
宝
永
大
噴
火

十と

勝か
ち

岳だ
け

噴
火
（
大
正
泥で

い

流り
ゅ
う

）

年表で見る主な自然災害
　日本は四季折々の変化に富み、豊かな自然に恵

めぐ

まれた国です。その一方で台風

にも位置することから、長い歴史の中で台風、大雨、地震、火山の噴
ふん

火
か

などの自

災害を引き起こしたか、過去の災害について学び、防災について考えていきましょ

死
者
五
十
八
人
、
溶よ

う

岩が
ん

流
や

地
震
な
ど
の
被
害

（

）

死
者
・
行
方
不
明
百
四
十
四
人

火
山
泥
流
被
害

（

）

死
者
五
十
七
人
、
行
方
不
明
六
人

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
現
在

（

）

死
者
千
百
五
十
一
人

火か

砕さ
い

流
・
火
山
泥で
い

流り
ゅ
う

な
ど
の
被
害

（

）

三
宅
島
噴
火
死
者
十
一
人
、
火
山
弾だ
ん

や

溶
岩
流
な
ど
の
被
害

（

）

伊
豆
鳥
島
噴
火

死
者
百
二
十
五
人

全
島
民
死
亡

（

）

　鯰
なまず

絵
え

　安政2年
（1855）江戸地震
の余震が続く江戸
で、地震を起こし
たとされる地下の
大鯰を描いた錦

にしき

絵
え

が流行した。

明応地震による
大津波で大仏殿
が流され露

ろ

座
ざ

と
なった神奈川県
鎌倉市高

こう

徳
とく

院
いん

の
大仏

6

３
・
11
を
忘
れ
な
い
　

第
一
章

　知
っ
て
お
こ
う
い
ろ
い
ろ
な
災
害

 869年
貞観11年

1185年
 元暦2年

1498年
 明応7年

1586年
天正13年

1605年
慶長9年

1703年
元禄16年

1707年
 宝永4年

1855年
 安政2年

1854年
 安政元年

1854年
 安政元年

1891年
明治24年

1896年
明治29年

1923年
大正12年

1933年
 昭和8年

● 赤字は、関東で起きた災害です。
●  赤丸内の数字は、関連ページを表しています。

主な火山噴火年表

三宅島噴火による溶岩流（阿古地区）
［昭和58（1983）年10月撮影］

三
宅
島
噴
火

　（
全
島
民
が
島
外
に
避
難
） 

昭
和
三
陸
地じ

震し
ん 

M8.1

　（
死
者
・
行
方
不
明
三
千
六
十
四
人
）

関
東
地じ

震し
ん（

関
東
大
震
災
）
M7.9

　
　
　
　
　
　
　 

（
死
者
十
万
人
超
）

明
治
三さ
ん

陸り
く

地じ

震し
ん

津
波（
死
者
約
二
万
二
千
人
）
M8.2

濃の
う

尾び

地じ

震し
ん 

M8.0

江え

戸ど

地じ

震し
ん（

死
者
約
七
千
人
）
M7.0
〜
M7.1

安
政
南
海
地じ

震し
ん 
 

M8.4

安あ
ん

政せ
い

東
海
地じ

震し
ん（

死
者
二
〜
三
千
人
）
M8.4

宝ほ
う

永え
い

地じ

震し
ん 

  

M8.6

元げ
ん

禄ろ
く

地じ

震し
ん（

死
者
三
万
人
以
上
）
M7.9
〜
M8.2

慶け
い

長ち
ょ
う

地じ

震し
ん（

津
波
に
よ
る
死
者
多
数
）
M7.9

天て
ん

正し
ょ
う

地じ

震し
ん（

死
者
多
数
）
M7.8

明め
い

応お
う

地じ

震し
ん（

東
海
道 

死
者
約
四
万
一
千
人
） 

M8.2
〜
M8.4

元げ
ん

暦り
ゃ
く

地じ

震し
ん 

M7.4

貞じ
ょ
う

観が
ん

地じ

震し
ん 

M8.3

東
北
地
方
で
大
津
波
、

犠ぎ

牲せ
い

者
約
千
人

（

）

我
が
国
最
大
級
の
地じ

震し
ん

の
一
つ

死
者
二
万
人
以
上

（

）

安
政
東
海
地じ

震し
ん

の
三
十
二
時
間
後
に
発
生

死
者
数
千
人

（

）

内
陸
部
で
最
大
級

死
者
七
千
人
超

（

）
P.65P.64

P.66

P.67

P.66

P.67

P.53P.52

P.52

P.52

口く
ち
の

永え

良ら

部ぶ

島
噴
火

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

噴
火

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

　（
死
者
・
行
方
不
明
四
十
四
人
）

伊
豆
大
島
噴
火

　（
全
島
民
が
島
外
に
避ひ

難な
ん

）

三
宅
島
噴
火

　（
溶
岩
流
や
火
山
灰
な
ど
の
被
害
）

三
宅
島
噴
火

　（
溶
岩
流
や
火
山
灰
な
ど
の
被
害
）

桜さ
く
ら

島じ
ま

噴
火
（
大
正
大
噴
火
）

雲う
ん

仙ぜ
ん

普ふ

賢げ
ん

岳だ
け

噴
火

　（
眉ま
ゆ

山
の
崩ほ
う

壊か
い

に
よ
り
津つ

波な
み

が
発
生
。
死
者
約
一
万
五
千
人
）

浅あ
さ

間ま

山
噴
火

富
士
山
宝
永
大
噴
火

十と

勝か
ち

岳だ
け

噴
火
（
大
正
泥で

い

流り
ゅ
う

）

死
者
五
十
八
人
、
溶よ

う

岩が
ん

流
や

地
震
な
ど
の
被
害

（

）

死
者
・
行
方
不
明
百
四
十
四
人

火
山
泥
流
被
害

（

）

死
者
五
十
八
人
、
行
方
不
明
五
人

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日
現
在

（

）

死
者
千
百
五
十
一
人

火か

砕さ
い

流
・
火
山
泥で
い

流り
ゅ
う

な
ど
の
被
害

（

）

三
宅
島
噴
火
死
者
十
一
人
、
火
山
弾だ

ん

や

溶
岩
流
な
ど
の
被
害

（

）

伊
豆
鳥
島
噴
火

死
者
百
二
十
五
人

全
島
民
死
亡

（

）

鯰
なまず

絵
え

安政 2（1855）年
江戸地

じ

震
しん

の余震が
続く江戸で、地

じ

震
しん

を起こしたとされ
る地下の大鯰を描
いた錦

にしき

絵
え

が流行
した。

明応地
じ

震
しん

による
大津波で大仏殿
が流され露

ろ

座
ざ

と
なった神奈川県
鎌倉市高

こう

徳
とく

院
いん

の
大仏

（筑波大学附属図書館所蔵）

P.64P.60

P.61

P.62

P.63

P.64

じ しん

じ しん
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1923年
大正12年

1933年
 昭和8年

1943年
昭和18年

1944年
昭和19年

1946年
昭和21年

1948年
昭和23年

1960年
昭和35年

1978年
昭和53年

1983年
昭和58年

1993年
 平成5年

1995年
 平成7年

2004年
平成16年

2007年
平成19年

2011年
平成23年

2016年
平成28年

1910年
明治43年

1934年
 昭和9年

1945年
昭和20年

1947年
昭和22年

1949年
昭和24年

1954年
昭和29年

1957年
昭和32年

1959年
昭和34年

2011年
平成23年

2013年
平成25年

2011年
平成23年

2004年
平成16年

カスリーン台風による葛飾区の大規模水害

関東大震災で焼け落ちた
新橋駅舎（港区）

主な台風・水害年表

平
成
二
十
五
年
台
風
第
二
十
六
号

平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
五
号

平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
二
号

平
成
十
六
年
台
風
第
二
十
三
号

伊い

勢せ

湾わ
ん

台
風

諫い
さ

早は
や

豪ご
う

雨う

洞と
う

爺や

丸ま
る

台
風

キ
テ
ィ
台
風

カ
ス
リ
ー
ン
台
風

枕ま
く
ら

崎ざ
き

台
風

室む
ろ

戸と

台
風

明
治
四
十
三
年
関
東
大
水
害

新
潟
県
中
越
沖
地
震（
死
者
十
五
人
） 

M6.8

新
潟
県
中ち

ゅ
う

越え
つ

地
震（
死
者
六
十
八
人
） 

M6.8

兵
庫
県
南
部
地
震（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
） 

M7.3

 

（
死
者
六
千
四
百
三
十
四
人
）

北
海
道
南な

ん

西せ
い

沖お
き

地
震 

 

M7.8

日
本
海
中
部
地
震（
死
者
百
四
人
）
M7.7

伊
豆
大
島
近
海
地
震（
死
者
二
十
五
人
）
M7.0

チ
リ
地
震
津
波（
死
者
・
行
方
不
明
百
四
十
二
人
）
M9.5

福
井
地
震（
死
者
三
千
七
百
六
十
九
人
）
M7.1

南
海
地
震（
死
者
千
三
百
三
十
人
）
M8.0

東
南
海
地
震 

M7.9

　（
死
者
・
行
方
不
明
千
二
百
二
十
三
人
）

鳥
取
地
震（
死
者
千
八
十
三
人
）
M7.2

昭
和
三
陸
地
震 

M8.1

　（死
者
・
行
方
不
明
三
千
六
十
四
人
）

関
東
地
震（
関
東
大
震
災
）
M7.9

　
　
　
　
　
　
　

 

（
死
者
十
万
人
超
）

主な台風・風水害年表

P.8

P.18 P.22

P.19

P.20

P.21

P.16

P.17

P.23

奥お
く

尻し
り

島
で
最
大
10 

m
超
の

津
波
を
観
測 

死
者
二
百
二
人

（

）

P.13
P.13

P.13

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震〈
東
日
本
大
震
災
〉

死
者
・
行
方
不
明 

二
万
二
千
百
十
八
人（
平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
現
在
）

Ｍ9.0

3.11 死
者
二
百
二
十
八
人
（
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
現
在
）

熊
本
地
震

〈日本の大災害〉

の通り道にあるなど気象現象の影響を受けやすく、地震火山活動が活発な環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

火山帯

然現象が人々の生活に様々な被
ひ

害
がい

を及ぼしてきました。どのような自然現象がどのような

う。

死
者
・
行
方
不
明

千
三
百
四
十
九
人

（

）

死
者
百
三
十
五
人

行
方
不
明
二
十
五
人

（

） 死
者
九
十
五
人

行
方
不
明
三
人

（

）

死
者
十
二
人

行
方
不
明
三
人

（

）

死
者
六
十
八
人

行
方
不
明
二
十
五
人

（

）

死
者
四
千
六
百
九
十
七
人

行
方
不
明
四
百
一
人

（

）

死
者
八
百
五
十
六
人

行
方
不
明
百
三
十
六
人

（

）

死
者
・
行
方
不
明

千
七
百
六
十
一
人

（

）

死
者
二
千
四
百
七
十
三
人

行
方
不
明
千
二
百
八
十
三
人

（

）

死
者
二
千
七
百
二
人

行
方
不
明
三
百
三
十
四
人

（

）
死
者
千
七
十
七
人

行
方
不
明
八
百
五
十
三
人

（

）
P.12

死
者
三
十
六
人

行
方
不
明
四
人

（

）P.12

7

2015年
平成27年

2017年
平成29年

2018年
平成30年

2019年
令和元年

1910年
明治43年

1934年
 昭和9年

1945年
昭和20年

1947年
昭和22年

1949年
昭和24年

1954年
昭和29年

1957年
昭和32年

1959年
昭和34年

2011年
平成23年

2013年
平成25年

2011年
平成23年

2004年
平成16年

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨

平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨

平
成
二
十
七
年
九
月
関
東
・
東
北
豪
雨

平
成
二
十
五
年
台
風
第
二
十
六
号

平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
五
号

平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
二
号

平
成
十
六
年
台
風
第
二
十
三
号

伊い

勢せ

湾わ
ん

台
風

諫い
さ

早は
や

豪ご
う

雨う

洞と
う

爺や

丸ま
る

台
風

キ
テ
ィ
台
風

カ
ス
リ
ー
ン
台
風

枕ま
く
ら

崎ざ
き

台
風

室む
ろ

戸と

台
風

明
治
四
十
三
年
関
東
大
水
害

P.55

P.54
P.54

P.55

死
者
百
三
十
五
人

行
方
不
明
二
十
五
人

（

） 死
者
九
十
五
人

行
方
不
明
三
人

（

）

死
者
八
十
三
人

行
方
不
明
十
五
人

（

）

死
者
四
千
六
百
九
十
七
人

行
方
不
明
四
百
一
人

（

）

死
者
八
百
五
十
六
人

行
方
不
明
百
三
十
六
人

（

）

死
者
・
行
方
不
明

千
七
百
六
十
一
人

（

）

死
者
二
千
四
百
七
十
三
人

行
方
不
明
千
二
百
八
十
三
人

（

）

死
者
千
七
十
七
人

行
方
不
明
八
百
五
十
三
人

（

）
死
者
十
八
人

行
方
不
明
一
人

（

）

死
者
四
十
人

行
方
不
明
三
人

（

）

死
者
四
十
二
人
行
方
不
明
二
人

（
平
成
三
十
年
二
月
二
十
二
日
現
在
）

（

）

死
者
二
十
人

（
平
成
二
十
九
年
十
月
十
八
日
現
在
）

（

）

死
者
・
行
方
不
明

千
三
百
四
十
九
人

（

）

死
者
二
千
七
百
二
人

行
方
不
明
三
百
三
十
四
人

（

）

1943年
昭和18年

1944年
昭和19年

1946年
昭和21年

1948年
昭和23年

1960年
昭和35年

1978年
昭和53年

1983年
昭和58年

1993年
 平成5年

1995年
 平成7年

2004年
平成16年

2007年
平成19年

2011年
平成23年

2016年
平成28年

2018年
平成30年

2018年
平成30年

関東大震災で焼け落ちた
新橋駅舎（港区）（提供：土木学会附属土木図書館）

新
潟
県
中
越
沖
地じ

震し
ん（

死
者
十
五
人
） 

M6.8

新
潟
県
中ち

ゅ
う

越え
つ

地じ

震し
ん（

死
者
六
十
八
人
） 

M6.8

兵
庫
県
南
部
地じ

震し
ん（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
） 

M7.3

 

（
死
者
六
千
四
百
三
十
四
人
）

北
海
道
南な
ん

西せ
い

沖お
き

地じ

震し
ん 

 

M7.8

日
本
海
中
部
地じ

震し
ん（

死
者
百
四
人
）
M7.7

伊
豆
大
島
近
海
地じ

震し
ん（

死
者
二
十
五
人
）
M7.0

チ
リ
地じ

震し
ん

津
波（
死
者
・
行
方
不
明
百
四
十
二
人
）
M9.5

福
井
地じ

震し
ん（

死
者
三
千
七
百
六
十
九
人
）
M7.1

南
海
地じ

震し
ん（

死
者
千
三
百
三
十
人
）
M8.0

東
南
海
地じ

震し
ん 

M7.9

　（
死
者
・
行
方
不
明
千
二
百
二
十
三
人
）

鳥
取
地じ

震し
ん（

死
者
千
八
十
三
人
）
M7.2

P.50

P.58

P.59

P.65

奥お
く

尻し
り

島
で
最
大
10 

m
超
の

津
波
を
観
測 

死
者
二
百
二
人

（

）

死
者
二
百
六
十
三
人
行
方
不
明
八
人

（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）

（

）

死
者
百
十
八
人
行
方
不
明
三
人

（
令
和
二
年
十
月
十
三
日
現
在
）

（

）

主な台風・風水害年表

じ しん

49

3.11

M9.0

死
者
・
行
方
不
明
二
万
二
千
三
百
三
人
（
令
和
三
年
三
月
九
日
現
在
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地じ

震し
ん〈
東
日
本
大
震
災
〉

P.56

P.57

北
海
道
胆い

ぶ

り振
東
部
地じ

震し
ん

　
　
　
　
　
M6.7

死
者
四
十
三
人
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地じ

震し
ん 

M6.1

死
者
六
人
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）

熊
本
地じ

震し
ん

死
者
二
百
七
十
三
人
（
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
現
在
）



1階部分が崩れ、傾いたビル［阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災　平成7（1995）年１月］ 橋
きょう

脚
きゃく

からなぎ倒された高速道路［阪神・淡路大震災　平成7（1995）年１月］
（提供：神戸市）

地
じ

震
しん

によるガスタンクの火災［東日本大震災 平成 23（2011）年千葉県市
いち

原
はら

市］

　強い地
じ

震
しん

は、耐
たい

震
しん

性
せい

の低い建物などの倒壊を引き起
こし、内部や周辺にいる人を下

した

敷
じ

きにしたり、内部に閉
じ込めたりするなどの一次災害を引き起こします。ま
た、家具の転倒による被害も数多く報告されています。

　地
じ

震
しん

は火災による二次
災害を引き起こします。
建物の倒壊による電気機
器や配線からの漏

ろう

電
でん

や、
ガス・油を燃料とする器
具からの出火による火災
は、場合によっては地

じ

震
しん

そのものよりも大きな被
害をもたらすことがあり
ます。
　揺

ゆ

れが収まった後、火
を消し、ガスの元

もと

栓
せん

を閉
め、電気のブレーカーを
落としてから避

ひ

難
なん

するこ
とが必要です。

地
じ

震
し ん

による災害（建物の倒とう壊かい・火災・津つ 波なみ・
　東京を含む南関東地域は、日本列島の中でも特に地

じ

震
しん

の多い地域です。南関東地域の下

では、フィリピン海プレートと太平洋プレート (海洋プレート )が北米プレート (大陸プ

レート )の下に沈
しず

みこみ、複雑に押し合っているため、地
じ

震
しん

が多く発生します。

建物の倒壊

火災

50



● 地震の原因 ●
防災トピック

　地球を覆
おお

う厚さ100km前後の固い岩盤のことをプレー

トと言います。プレートには大陸プレートと、それよりも

密度の大きい海洋プレートがあります。両者がぶつかり合

う場所では、海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込ん

でいます。大陸プレートは海洋プレートの沈み込みによっ

て少しずつゆがんでいき、耐
た

えられなくなって反発した

り、破
は

壊
かい

が起きたりして地
じ

震
しん

が発生します。また、プレー

ト同士のぶつかり合いの影響で、大陸プレートの内部で活

断層がずれるために発生する地
じ

震
しん

もあります。

● 地
じ

震
しん

の原因 ●

四つのプレートが
重なり合う日本

琉球海溝

伊豆・小笠原海溝

千
島
海
溝

相
模
ト
ラ
フ駿

河
ト
ラ
フ

南
海
ト
ラ
フ

日
本
海
溝

琉球海溝

伊豆・小笠原海溝

千
島
海
溝

相
模
ト
ラ
フ駿

河
ト
ラ
フ

南
海
ト
ラ
フ

日
本
海
溝

ユーラシアプレート

北米プレート
（オホーツクプレート）

フィリピン海プレート

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

琉球海溝

伊豆・小笠原海溝

千
島
海
溝

相
模
ト
ラ
フ駿

河
ト
ラ
フ

南
海
ト
ラ
フ

日
本
海
溝

押し寄せた津波に飲み込まれた家屋［東日本大震災 平成 23（2011）年岩手県大
おお

槌
つち

町］

　海底で地
じ

震
しん

が起きた場合には、津波が発生する
ことがあります。津波は、海底から水面までの海
水が一気に動くので、普通の波とは比較にならな
い大きなエネルギーになります。東日本大震災で
は、太平洋岸の幅広い地域に津波が押し寄せ、沿

岸や港湾の施設だけでなく土地 ･建物・道路など
を巻き込み、大きな被

ひ

害
がい

を生じさせました。その
被害は、場所によってははるか内陸部にまで及び、
多くの人命を奪

うば

いました。

　地
じ

盤
ばん

の柔らかい湾
わん

岸
がん

地域などでは、液状化が発
生する場合があります。
　東日本大震災では、東京都内で数か所に液状化
が発生しましたが、上下水道などのインフラに大
きな影響はありませんでした。

　山間部や傾
けい

斜
しゃ

地では、地
じ

震
しん

の揺れによって土砂
崩れが発生する危険性があります。土砂崩れが発
生すると、家屋や道路が土砂に埋

う

まるなど、大き
な被害が生じます。

津波

液状化 土砂崩れ

数
分
後

液状化・土砂崩
くず

れ）
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伊豆大島噴火の溶岩流［昭和 61（1986）年11月19日撮影］
提供：気象庁

三宅島　海上を数十 km先まで流れる噴
ふん

煙
えん

［平成12（2000）年12 月5日撮影］ 提供：気象庁

三宅村立阿
あ

古
こ

中学校３年（当時）、山田順さんの絵
［昭和58（1983）年「三宅島大噴火記録誌」から］

　火
か

砕
さい

流
りゅう

とは、高温の火山ガスとともに、熱い溶岩
や火山灰などが高速で山の斜

しゃ

面
めん

を下ってくる現象で
す。速度が時速100km前後になることもあり、温
度は数百度にも達すると言われています。そのため、
火
か

砕
さい

流
りゅう

が発生してから避
ひ

難
なん

したのでは間に合いませ
ん。火

か

砕
さい

流
りゅう

の避難勧告がなされたなら、速
すみ

やかに避
難する必要があります。
　長崎県雲

うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ

の噴火［平成 3（1991）年］では、
大火

か

砕
さい

流
りゅう

が発生し、41人が死亡しています。
　また、平成12（2000）年の三宅島の噴火では、
8月29日に小規模の火

か

砕
さい

流
りゅう

が発生しました。

三宅島の火
か

砕
さい

流
りゅう

［平成12（2000）年８月29日撮影］
提供：都立三宅高等学校

火山の噴
ふ ん

火
か

による災害
　大陸プレートの下に海洋プレートが沈

しず

み込む部分では、海洋プレートと一
いっ

緒
しょ

に地中に取

り込まれた海水や地中の高温などの影響で岩石が溶
と

け、マグマが発生します。このマグマ

からできた火山ガスや溶岩などの火山噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

が噴
ふ

き出すことを噴
ふん

火
か

と言います。

噴火

火
か

砕
さい

流
りゅう
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防災トピック
　平成12（2000）年7月に発生した三宅島の噴火では、噴石、降灰による被害とともに強い

火
か

砕
さい

流
りゅう

や降雨により泥
でい

流
りゅう

の発生する可能性が出てきたため、9月には全島民が島を離れました。

この噴火では、世界に類を見ないほどの大量の火山ガスが、長期間にわたり発生し続けました。

　平成17（2005）年

2月には避難が解除さ

れ、約 3,000 人 が 帰

島しました。平成 27

（2015） 年 6 月 5 日

噴火警戒レベル2（火

口周辺）からレベル1（活

火山であることに留意）

に引き下げられました。

噴火の様子を伝える新聞記事　
［平成12（2000）年8月19日 
（提供　東京新聞）］

避難や支援の状況を伝える新聞記事
［平成12（2000）年9月2日
 （提供　毎日新聞）］

（火
か

砕
さい

流
りゅう

・溶
よう

岩
がん

流・火山灰・火山ガス）

　地中にあったマグマが、火山活動によって地表に噴出した
ものが溶岩です。噴出した溶岩が地表を流れるものを溶

よう

岩
がん

流
と言います。溶

よう

岩
がん

流は速いものでも時速30km程度ですが、
高温のため山林や建物・道路など全てを焼き払い、埋

う

めてし
まいます。しかも、溶

よう

岩
がん

流は冷えると固まって岩になってし
まうため、その場所が道路や住宅地、田畑であった場合、元
に戻すことは大変困難です。
　火山から噴き出す噴煙には、噴石や火山灰が混じっていま
す。火山灰は上空の風に乗って広い範囲に降り注ぎ、堆

たい

積
せき

し
ます。火山灰は農作物を枯

か

らすほか、飛散によって人間の目・
鼻・のど・気管支に異常を引き起こすことがあります。
　火山活動によって火口や山腹などから放出される火山ガス
には、二酸化硫

い

黄
おう

、硫
りゅう

化
か

水素などが含まれ、のどや目に痛み
を感じたりします。濃度が濃いガスを吸い込むと命にかかわ
ることもあります。

三宅島の大規模噴火［平成12（2000）年８月10日撮影］
提供：気象庁

溶
よう

岩
がん

流・火山灰・火山ガス

もし火山が噴火したら

● テレビやラジオの情報を確認し、速やかに遠くへ逃げましょう。
● 灰が侵入しないように窓を閉め、ヘルメットやガスマスク、防

ぼう

塵
じん

眼
めが ね

鏡を着用しましょう。
● 噴石直

ちょく

撃
げき

を避けるため、強固な建物内に避難しましょう。
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　台風は、その強い風による家屋の倒
とう

壊
かい

や、風で飛ばされた
飛散物による負傷、農作物の落果などの被害をもたらします。
また、送電線が切断されるなど電力施設に被害が生じた場合
には、停電や通信関係に混乱をきたすほか、強風とあいまっ
て交通を麻

ま

痺
ひ

させることもあります。
　平成23年（2011）9月21日静岡県浜松市付近に上陸し
た台風第15号は、東海・関東・東北地方を縦

じゅう

断
だん

し、太平洋
に抜

ぬ

けていきました。この台風は東京を直
ちょく

撃
げき

し、その通過時
間帯が帰宅ラッシュ時と重なったため、公共交通機関が軒

のき

並
な

み運休となり、多くの帰宅困難者を発生させました。この台
風は東日本大震

しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地を通過したため、被
ひ

災
さい

地や避
ひ

難
なん

先、
仮設住宅などにも被害を及

およ

ぼし、災害の恐ろしさを改めて感
じさせました。
　また、台風が多く発生する９月には、竜巻と推定される突
風が多く確認されています。竜巻は発達した積乱雲などに伴っ
て発生する激しい渦巻きで災害を引き起こすことがあります。

台風による災害（風害・水害と土砂崩
くず

れ）

　台風は、毎年日本列島を襲
おそ

い、災害を引き起こしています。熱帯や亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

の海上で発生

した熱帯低気圧である台風は、上空の風に流されて日本に接近・上陸し、風害、水害、高
たか

潮
しお

害、波
は

浪
ろう

害などをもたらします。また、大雨による洪
こう

水
ずい

や浸
しん

水
すい

、土砂崩れ、地すべりな

どを併発することによって、その被
ひ

害
がい

は拡大します。

　台風は、強い風とともに大雨を
伴
ともな

います。大量の降水により河川
が増水し、さらには堤

てい

防
ぼう

が決
けっ

壊
かい

す
ることもあります。大雨、河川の
増水は、住宅の浸水や資材の消失、
農作物の被害をもたらします。さ
らに、土砂崩

くず

れや、土石流の発生
などの土砂災害を誘

ゆう

発
はつ

し、被害を
大きくすることがあります。

風害

渋谷区道
どう

玄
げん

坂
ざか

で台風の強風によって倒
たお

れタクシーを直
撃した街路樹
［平成23年（2011）9月の台風第15号］

もし台風や豪
ごう

雨
う

が発生したら

● テレビやラジオで最新の情報を得ましょう。
● 外出を控

ひか

えましょう。
● 浸水前に早めの避難を心

こころ

掛
が

けましょう。

水害と土砂崩れ

中野区の妙
みょう

正
しょう

寺
じ

川
がわ

の氾
はん

濫
らん

［平成17年（2005）9月4日］
三原山斜面で発生した土石流（大島町）
［平成25年（2013）10月の台風第26 号］
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　台風は、その強い風による家屋の倒
とう

壊
かい

や、風で飛ばされた
飛散物による負傷、農作物の落果などの被害をもたらします。
また、送電線が切断されるなど電力施設に被害が生じた場合
には、停電や通信関係に混乱をきたすほか、強風とあいまっ
て交通を麻

ま

痺
ひ

させることもあります。
　平成23（2011）年9月21日静岡県浜松市付近に上陸し
た台風第15号は、東海・関東・東北地方を縦

じゅう

断
だん

し、太平洋
に抜

ぬ

けていきました。この台風は東京を直
ちょく

撃
げき

し、その通過時
間帯が帰宅ラッシュ時と重なったため、公共交通機関が軒

のき

並
な

み運休となり、多くの帰宅困難者を発生させました。この台
風は東日本大震

しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地を通過したため、被
ひ

災
さい

地や避
ひ

難
なん

先、
仮設住宅などにも被害を及

およ

ぼし、災害の恐ろしさを改めて感
じさせました。
　また、台風が多く発生する９月には、竜巻等の突風が多く
確認されています。竜巻は発達した積乱雲などに伴って発生
する激しい渦巻きで災害を引き起こすことがあります。

　台風は、強い風とともに大雨を
伴
ともな

います。大量の降水により河川
が増水し、さらには堤

てい

防
ぼう

が決
けっ

壊
かい

す
ることもあります。大雨、河川の
増水は、住宅の浸水や資材の流失、
農作物の被害をもたらします。さ
らに、土砂崩

くず

れや、土石流の発生
などの土砂災害を誘

ゆう

発
はつ

し、被害を
大きくすることがあります。

風害

渋谷区道
どう

玄
げん

坂
ざか

で台風の強風によって倒
たお

れタクシーを直
撃した街路樹
［平成23（2011）年9月の台風第15号］
（時事通信社提供）

もし台風や豪
ごう

雨
う

が発生したら

● テレビやラジオで最新の情報を得ましょう。
● 外出を控

ひか

えましょう。
● 浸水前に早めの避難を心

こころ

掛
が

けましょう。

水害と土砂崩れ

中野区の妙
みょう

正
しょう

寺
じ

川
がわ

の氾
はん

濫
らん

（中野区）
［平成17（2005）年9月4日］

三原山斜面で発生した土石流（大島町）
［平成25（2013）年10月の台風第26 号］
 提供元：気象庁
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防災トピック
● 大きな災害となった日本の台風 ●

カスリーン台風
［昭和22（1947）年9月8日～17日］

　紀
き

伊
い

半島沖
おき

から東海、関東、さらに三陸沖
へ抜けた大型台風です。
　9月 14日から15日にかけて記録的な大
雨が降ったため、埼玉県大

おお

利
と

根
ね

町（現加
か

須
ぞ

市）
の利根川の堤

てい

防
ぼう

が約 350mにわたって決壊
し、関東平野は大洪

こう

水
ずい

に見舞われました。そ
の他に、東京では荒川の桜

さくら

堤
づつみ

区の金町、柴
しば

又
また

、江戸川区の小岩などが水
すい

没
ぼつ

しました。この台風による被害は死者・行方
不明者 1,930 人、住宅損

そん

壊
かい

9,298 棟
むね

、住
宅浸

しん

水
すい

384,743棟に上り、戦後間もない日
本に大きな打撃を与えました。

昭和の三大台風
（室
むろ

戸
と

台風・枕
まくら

崎
ざき

台風・伊
い

勢
せ

湾
わん

台風）

　伊勢湾台風［昭和 34（1959）年9月］
は、紀

き

伊
い

半島に 9月 26 日に上陸し、東海
地方を午後 9時頃に直撃した超大型台風で
す。気象庁の観測によると、日本上陸時の最
低気圧は929.2 ヘクトパスカル、最大瞬間
風速 55.3m/ 秒を記録し、死者・行方不明
者は5,098人に上り、室戸台風［昭和9
（1934）年9月］、枕崎台風［昭和20（1945）年
9月］と並んで、昭和の三大台風とも言われ
ています。

関東を直撃したカスリーン台風の天気図
［昭和22（1947）年9月15日］本

ほん

所
じょ

南割下水付近の避難状況（墨田区）

［昭和22（1947）年9月19日撮影］

13

室戸台風［大阪市生
いく

野
の

区付近の被害、
昭和9（1934）年9月撮影］

関東を直撃したカスリーン台風の天気図
［昭和22（1947）年9月15日］

桜堤（葛飾区金町６丁目）の決壊
［昭和22（1947）年9月19日撮影］

　紀
き

伊
い

半島沖
おき

から東海、関東、さらに三陸沖へ抜けた大型台風です。
　9月14日から15日にかけて記録的な大雨が降ったため、埼玉県大

おお

利
と

根
ね

町（現
加
か

須
ぞ

市）の利根川の堤
てい

防
ぼう

が約 350mにわたって決壊し、関東平野は大洪
こう

水
ずい

に
見舞われました。その他に、東京では大場川の桜

さくら

堤
づつみ

が決壊し、葛飾区の金町、
柴
しば

又
また

、江戸川区の小岩などが水
すい

没
ぼつ

しました。この台風による被害は死者・行方
不明者 1,930 人、住宅損

そん

壊
かい

9,298 棟
むね

、住宅浸
しん

水
すい

384,743 棟に上り、戦後
間もない日本に大きな打撃を与えました。

 カスリーン台風
［昭和22（1947）年9月8日～17日］
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　地震を原因とする災害のことを震災と言います。日本の自然災害史上最大の人的被
ひ

害
がい

を

もたらしたのは、大正12（1923）年に発生した関東大震災でした。その72年後の阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災、88年後の東日本大震災等、過去の大震災について学び、いずれ来るで

あろう首都直下地震等に備えましょう。

大震災から学ぶ （1）　　　　　　

平成23（2011）年３月11日午後2時46分18秒発生
震源 - 宮城県牡

お

鹿
しか

半島の東南東沖
おき

130km　マグニチュード9.0
　東北地方の太平洋岸を中心に関東圏

けん

にも大
だい

打
だ

撃
げき

を与えたこの地
震は、マグニチュード9.0 を記録し、千年に一度の巨大地震と言
われています。本震の後、マグニチュード7を越える余震が7回
も続きました。
　地震直後に発生した津波は、北海道から九州までの全域に及び、
東北地方の太平洋岸では高さ20mを越す大津波が襲

おそ

い、沿岸部
に位置する市街地の多くが壊

かい

滅
めつ

的被害を受けました。死者・行方
不明者約1万9千人が津波で亡くなっています。
　福島県双

ふた

葉
ば

郡では、高さ15ｍの津波が福島第一原子力発電所
を襲い、原

げん

子
し

炉
ろ

や使用済み核
かく

燃料プールの冷
れい

却
きゃく

機能が失われまし
た。その結果、放射性物質が漏

も

れ出し、住民の強制避
ひ

難
なん

、食料の
放射能汚

お

染
せん

、土
ど

壌
じょう

の放射能汚染など、様々な問題が発生しています。
また、消費者の買い控

びか

えや、旅行者数の減少など放射能関連の風
評被害も起こっており、未だ事態は収拾していません。

被災状況

死者・行方不明 : 22,118人

建 物 全
ぜん

 壊
かい

 : 121,768戸 

建 物 半
はん

 壊
かい

 : 280,160戸 

建 物 焼 失 : 279戸

東日本大震災〈東北地方太平洋沖地震〉

河口に到
とう

達
たつ

した津
つ

波
なみ つ なみ つ なみ

（宮城県仙
せん

台
だい

市） 津波の後に発生した火災（岩手県山田町） 津波で流された飛行機（宮城県名
な

取
とり

市）

消防庁発表：平成29年（2017）3月 8日現在

平成23（2011）年3月11日　押
お

し寄せる津
つ

波
なみ

（岩手県陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市）

14

　地
じ

震
しん

を原因とする災害のことを震災と言います。日本の自然災害史上最大の人的被
ひ

害
がい

を

もたらしたのは、大正12（1923）年に発生した関東大震災でした。その72年後の阪 

神・淡路大震災、88年後の東日本大震災等、過去の大震災について学び、いずれ来るで

あろう首都直下地
じ

震
しん

等に備えましょう。

じ

じ

じ

しん しん

しん

東日本大震災〈東北地方太平洋沖地
じ

震
しん

〉
（提供：海上保安庁）

56

被災状況

死者・行方不明 : 22,303人

建 物 全
ぜん

 壊
かい

 : 122,005戸

建 物 半
はん

 壊
かい

 : 283,156戸

火 災 件 数 : 330件

消防庁発表：令和 3（2021）年 3月9日現在



～東日本大震災～　＜東北地方太平洋沖地震＞
復興に向けて～中学生にできることから～

　平成24（2012）年8月宮城県石巻市において「石巻市子どもサミット2012」が開かれました。このサミッ
いしのまき

トには市内の20の中学校から生徒会役員40名が参加し、復興に向けて自分たちにできることについて話
し合いました。参加した中学生からは「獅

し

子
し

舞
まい

といった伝統文化を通して地域を元気にする」「仮設住宅周辺
でのごみ拾いをする」などの様々なアイディアが出され「将来を担う世代として今からできることを考えてい
きたい」との意見が表明されました。東京に住む私たちも自分たちにできることから考えてみましょう。

防災トピック

平成24（2012）年8月20日　
「石巻市子どもサミット2012」での様子（宮城県石巻市）

平成23（2011）年4月10日（岩手県大
おお

槌
つち

町）
民宿の上に乗り上げた隣

となり

町
まち

の釜
かま

石
いし

市の観光船「はまゆり」

平成24（2012）年9月3日（岩手県大槌町）
観光船「はまゆり」やがれきは撤

てっ

去
きょ

され、雑草だけが茂っている。

災
震
大
本
日
東
た
れ
ま
よ
に
歌
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡か
お

野の

弘ろ
ひ

彦こ
ひ

　
　

て
り
た
た
し

青を
あ

海な
う

原ら
ば

る
れ
な
ら
つ
に

　
の
こ
列
島う

と

を
守も

ま

な
へ
ま
た
り

子こ

も
妻ま
つ

も
帰へ
か

ま
ま
る
ざ
ら

三み

月き
つ

経へ

し
　
海み
う

て
ひ
か
む
に

　
何に
な

を
祈の
い

む
ら

子こ

も
親や

お

。
る
た
き
ゆ
く
づ
い
も

海な
う

原ら
ば

の
水づ

み

逆か
さ

て
き
ま

　
家へ

い

並み
な

を
呑の

む

き
じ
ま
さ
す

地な

震ゐ

ち
の
し
り
ゆ

　

の
く
の
ち
み

大ほ
お

海な
う

原ら
ば

に
　
凶が
ま

つ
浪み
な

つ
た

彦
弘
野
岡
（

　

く
し
美
「
集
歌

愛な
か

ら
か
）」
本
日
き
し

　

人
歌

釈
迢
空う
く

（
折り
お

口ち
く

信の
し

夫ぶ

の
）

愛な
ま

弟で

子し

々
方
た
れ
ら
な
く
亡
で
災
震
大
本
日
東
、
が
者
作
る
あ
で

て
め
こ
を
い
思
い
な
り
限
の
へ
本
日
島
列
山
火
た
れ
ま
囲
に
海
、
と
り
祈
の
へ

詠よ

。
る
あ
で
歌
だ
ん

15

防災トピック

短
歌
に
よ
ま
れ
た
東
日
本
大
震
災

岡お
か

野の

弘ひ
ろ

彦ひ
こ  

　
　

し
た
た
り
て
青あ

を

海う
な

原ば
ら

に
つ
ら
な
れ
る
　
こ
の
列れ

っ

島と
う

を
守ま

も

り
た
ま
へ
な
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も
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ま

も
帰か

へ

ら
ざ
る
ま
ま
三み

月つ
き

経へ

し
　
海う

み
に
む
か
ひ
て
　
何な

に

を
祈い

の

ら
む

子こ

も
親お

や

も
い
づ
く
ゆ
き
た
る
　
海う

な

原ば
ら

の
水み

づ

逆さ
か

ま
き
て
　
家い

へ

並な
み

を
呑の

む

す
さ
ま
じ
き
地な

震ゐ

ゆ
り
し
の
ち
　
み
ち
の
く
の
大お

ほ

海う
な

原ば
ら

に
　
凶ま

が
つ
浪な

み

た
つ

（
岡
野
弘
彦

　
歌
集
「
美
し
く
愛か
な

し
き
日
本
」）
か
ら

　
歌
人
釈し

ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

（
折お
り

口く
ち

信し
の

夫ぶ

）
の
愛ま
な

弟で

子し

で
あ
る
作
者
が
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
の
祈
り
と
、
海
に
囲
ま
れ
た
火
山
列
島
日
本
へ
の
限
り
な
い
思
い
を
こ
め
て
詠よ

ん
だ
歌
で
あ
る
。

　平成24（2012）年8月宮城県石巻市において「石巻市子どもサミット2012」が開かれました。このサミッ
いしのまき

トには市内の20の中学校から生徒会役員40名が参加し、復興に向けて自分たちにできることについて話
し合いました。参加した中学生からは「獅

し

子
し

舞
まい

といった伝統文化を通して地域を元気にする」、「仮設住宅周
辺でのごみ拾いをする」などの様々なアイディアが出され「将来を担う世代として今からできることを考えて
いきたい」との意見が表明されました。東京に住む私たちも自分たちにできることから考えてみましょう。

しんじ
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大震災から学ぶ （2）

平成7（1995）年1月17日　午前5時46分発生
震源 - 淡路島北部　震源の深さ16km　　マグニチュード7.3
　阪神・淡路大震災をもたらした、兵庫県南部地震は、活断層が
引き起こした直下地震です。揺

ゆ

れは、兵庫県南部の神
こう

戸
べ

市、芦
あし

屋
や

市、西
にしのみや

宮市、宝
たから

塚
づか

市、淡路島などで強く、多くの人々が睡眠中で
あった真冬の早朝に発生したため、死因のほとんどが家屋の倒

とう

壊
かい

などによる圧死でした。特に神戸市の市街地の被
ひ

害
がい

は大きく、多
くの火災が同時に発生するとともに鉄道の高

こう

架
か

橋
きょう

や駅、高速道路
やビルなどが崩

くず

れ落ちました。
　また、神戸市の長

なが

田
た

区では、古い木造住宅が密集していたため
次々と火の手が広がり、これに道路の寸断や消火用水が確保でき
ないことも加わって消火活動は困難を要しました。このことから
住民同士による「共助」の重要性がうたわれるようになりました。

阪神・淡路大震災〈兵庫県南部地震〉

平成7（1995）年1月17日　黒煙をあげ燃え上がる神戸 （毎日新聞提供）

被災状況

死者・行方不明 : 6,437人
  ）人3者明不方行、内（ 
住 家 全

ぜん

 壊
かい

 : 104,906戸 

住 家 半 壊
かい

 : 144,274戸 

建 物 焼 失 : 7,574戸
  ）む含等焼分部・焼半（ 

総務省消防庁　確定報：
平成18（2006）年5月19日

（平成13（2011）年4月23日
気象庁7.2から7.3と訂正）

ていせい

16

じ しん

じ しん

阪神・淡路大震災〈兵庫県南部地
じ

震
しん

〉
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平成24（2012）年6月10日　神戸市長田区にある阪神・淡路大震災の復興
シンボル「鉄人２８号」の前で岩手県大

おお

船
ふな

渡
と

市の伝統芸能「鹿
しし

踊
おどり

」を披
ひ

露
ろう

す
る人々

平成7（1995）年1月17日　
燃え広がる神戸市長田区の火災 （毎日新聞提供）

平成7（1995）年５月20日　
神戸市長田区の長田復活祭に参加する人々 （提供：神戸市）

～阪神・淡路大震災～　＜兵庫県南部地震＞
しんじ

共助の大切さ～地域で助け合う～
　阪神・淡路大震災以降、各地において、災害に強いまちづくりが進められました。例えば建物の耐震化や
不燃性の強化、高速道路や鉄道の高架橋の補強などです。また、災害用伝言ダイヤル「171」や緊急地震速

しんじ

報も一般に普及し、水道水や電気、ガスなどのライフラインの復旧も当時に比べ一段と早くなっています。
しかし、何より大切なのは「地域の安全は地域で守る」という視点です。
　震災後、神戸市を中心に、協働によるまちづくりの気運が高まり、災害時のボランティア活動や自主的な
防災活動の重要性が全国に広がっていきました。

3.11を忘れない

防災トピック

　野島断層は、兵庫県淡路島の旧・北
ほく

淡
だん

町
ちょう

（現・淡路市）の北

端にある江崎灯台付近から南方の富島地区（現・淡路市宮島）

までの約10kmにわたる活断層※です。

　これは、兵庫県南部地
じ

震
しん

の際に活動した断層の一つで、震源

に最も近いものです。北淡震災記念公園内にある野島断層保存

館には、この断層のうち約140mが展示されています。
※ 活断層とは、およそ 180 万年前に繰

く

り返し活動し、今後も活動する可
能性がある断層のことである。地

じ
震
しん
の規模は断層の長さに関係があり、

長い断層ほど大きな地
じ
震
しん
を起こすとされている。

保存されている
野島断層

野島断層

（朝日新聞提供）
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大正12（1923）年９月1日午前11時58分32秒発生
震源 - 神奈川県相

さ

模
がみ

湾
わん

北西沖80km    　　マグニチュード7.9
　関東大震災の被

ひ

害
がい

は東京や神奈川を中心に南関東一帯に及びま
した。東京で一番揺

ゆ

れが激しかったのは現在の墨田区や江東区一
帯で、家屋の２～３割が壊

こわ

れたと言われています。また、発生時が
ちょうど昼頃

ごろ

で、火を使っていた家庭が多かったため、多くの家々
から出火しました。当日、関東地方には能

の

登
と

半島付近にあった台風
の影響で強風が吹

ふ

いていたため、火はまたたく間に広がり、下町の
大半が消失する大火となってしまいました。当時の東京市街地の4
割が火災によって被害を受けたと言われています。死者・行方不明
者約11万人のうち87.1％が火災で亡くなっています。

関東大震災〈関東地震〉

日本橋より魚
うお

河
が

岸
し

及
および

三
みつ

越
こし

呉
ご

服
ふく

店
てん

附
ふ

近
きん

延
えん

焼
しょう

［台東区立下
した

町
まち

風
ふう

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

所蔵］

帝
てい

都
と

大震災火災系統地図［台東区立下町風俗資料館所蔵］
田
た

端
ばた

駅
えき

（北区）の被
ひ

災
さい

者
しゃ

［東京都復興記念館所蔵資料］
当日大阪で発行された号外
（大阪朝日新聞）

大震災から学ぶ （3）

被災状況

死者・行方不明 : 105,000人余り 

住 家 全 壊: 109,000戸余り 

住 家 半 壊: 102,000戸余り 

住 家 焼 失: 212,000戸余り

理科年表　平成24年
　　　　 （平成23（2011）年11月）

18

当日大阪で発行された号外（大阪朝日新聞）

関東大震災〈関東地
じ

震
しん

〉
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～関東大震災 ～　〈関東地震〉
しんじ

震災の被害

往
おう

時
じ

の姿をしのばせる錦
にしき

絵に描かれた凌
りょう

雲
うん

閣
かく

［東京都江戸東京博物館所蔵］崩壊した浅草凌
りょう

雲
うん

閣
かく

［台東区立下町風俗資料館］

■凌
りょう

雲
うん

閣
かく

（浅草十二階）の半壊
　今の台東区浅草にあった凌雲閣は、明治23（1890）年に建てられた12階建ての赤煉

れん

瓦
が

造りの八角形
とう さき が

　凌雲閣は、当時の観光名所として知られ、江戸川乱歩（推理小説家。名探偵明智小五郎と小林少年を団長
りょううんかく え ど がわらん ぽ たんていあけち こ ご ろう

とする少年探偵団が怪
かい

人
じん

二十面相と対
たい

峙
じ

する「少年探偵団シリーズ」が有名）の小説『押
おし

絵
え

と旅する男』の
舞
ぶ

台
たい

にもなっています。
　しかし、大正12（1923）年9月1日に発生した関東大震災で、建物の8階以上の部分が崩

ほう

壊
かい

し、 その

3.11を忘れない

りょううんかく

の塔で、「浅草十二階」とも呼ばれました。高層ビルの先駆けであり、日本で初めてエレベーターが設置さ

れたことでも知られています。

爆破により解体されました。
ばく は

後、

防災トピック

　私の家は、母
おもや

屋も二階の方も共に東へ倒れてゐ
（い）

た。私方の上
かみ

隣
どな

りの、長
は

谷
せ

川
がわ

揆
き

一
いち

家もつぶれて、数多い植木だけが見えた。道

路のつき当たりの宗
そ

我
が

神社の拝
はい

殿
でん

だけがつんのめるように崩
くず

れ、

うしろの小さい本殿だけ立ってゐ
（い）

た。神
かぐ ら

楽殿
でん

もつぶれた。空
から

薬
や

罐
かん

をぶらさげた細
さい

君
くん

の家をふくめて、向う三
さん

軒
げん

に当る農家もす

べてつぶれた。見える家で無事なのは一
いっ

軒
けん

もなかった。
（ 尾

お

崎
ざき

一
かず

雄
お

『あの日この日』（一）「23関東大震災、その被害状況（大正12年）」

講談社文庫から）

　当時、早稲田大学の学生であっ

た尾崎一雄［明治32（1899）年̶昭

和58（1983） 年芥
あくた

川
がわ

賞作家］は、夏

休みで帰省していた神奈川県小田原

市で被災している。後年、その時

の被害状況や人々

の様子を、随
ずい

筆
ひつ

『あ

の日この日』に詳
しょう

細
さい

に記している。

『あの日この日』
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東京市黒
くろ

門
もん

尋
じん

常
じょう

小学校（台東区）［台東区立下町風俗資料館所蔵］

復興に向けて～行政機関による「公助」～
　関東大震災発生の翌日〔大正12（1923）年9月2日〕に内務大臣になった後藤新平は、9月6日に

ご とう しん ぺい

「帝
てい

都
と

復興ノ議」を閣議に提出しました。さらに、9月 27日には帝都復興院が設置され、その総
そうさい

裁を兼
けん

務
む

することとなった彼は、江戸時代以来と言われる東京の復興計画を提案しました。具体的には、道路や公園、
橋などの整備と大規模な区画整理の実施です。
　財

ざい

源
げん

不足で計画はかなり縮小されましたが、その際に整備されたものには、昭和通りや大正通り（現靖
やす

国
くに

通り）などの復興道路、復興区画、復興公園、聖
ひじり

橋
ばし

や永
えい

代
たい

橋
ばし

などの復興橋、耐震耐火構造となった復興小学
校などがあります。
　なお、関東大震災が起こった９月１日は、昭和35（1960）年に「防災の日」と定められ、この日を含
む防災週間には、全国各地で防災訓練が行われるようになりました。

隅
すみ

田
だ

公園付近（墨田区）［台東区立下
した

町
まち

風
ふう

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

所蔵］

昭和 5（1930）年に開催された『帝都復興展覧会』に出品され
た八

や

重
え

洲
す

橋
ばし

付近（東京駅前）の模型［東京都復興記念館所蔵］
復興した九

く

段
だん

坂
ざか

（千代田区）

復興区画

復興小学校復興公園

復興道路

　関東大震災で東京は焼け野原となりました。壊
かい

滅
めつ

的
てき

な被
ひ

害
がい

を受けた東京は、どのように

復興したのでしょうか。

大震災から学ぶ （4）

20

提供：土木学会附属土木図書館
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復興した東京の街並み
　約6年半をかけて進められた復興事業によって東京は近代都市へと生まれ変わり、昭和5（1930）年には
帝都復興祭が行われました。

関東大震災とその後の復興

大正12（1923）年9月　焼け落ちた 吾
あ

妻
づま

橋
ばし

震災直後 7年後

昭和5（1930）年12月21日　吾妻橋開通式の様子

浅　草

震災直後 10年後

大正12（1923）年 9月　
焼け落ちた電線がぶら下がる銀座 4丁目（中央区）

昭和8（1933）年 9月　
すっかり復興した銀座 4丁目

銀　座

震災直後 8年後

大正12（1923）年 9月　焼失した上野駅（台東区）

（台東区）

昭和6（1931）年11月29日　完成間近の上野駅

昭和5（1930）年12月21日　吾
あ

妻
づま

橋
ばし

開通式の様子

上　野
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防災トピック

　長い歴史を振り返ると、日本人は、多くの自然災害に立ち向かってきたことが分かりま

す。そして、その中で得た知識や教訓を後世の私たちに、数多く残してくれています。

　私たちもこうした先人の教えを調べ、それにまつわる史
し

跡
せき

等を訪れてみましょう。

 　「今回の震災では、あまりの揺れの大きさから、平安時代の貞
じょう がん

観地
震※とその後に発生した津波を連想し、すぐに家族全員を日

ひより

和山
やま
※に

避難させた人がいます。歴史的事実を見事に生かした事例です。今
回の大震災をどのように把

は

握
あく

して、次に生かし、いかに未来につな
げるか。これが生き残った者の責務であると考えています。」

（ 　　　　　　　　　　　　　 石
いしの

巻
まき

市教育委員会　元教育長　阿部和夫氏の講演より）

※ 貞観地震　貞観11（869）年に発生したマグニチュード8.3の大地震

※ 日和山　宮城県石巻市の中心部。旧北上川河口に位置する高さ56メートルの丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

。石巻市を一望できる。

「歴史」に学び、「震災」を後の世に生かす

昭和三陸津波の碑:昭和8（1933）
年「地震があったら津波の用心」
石巻市北上地区白浜海水浴場付
近に建つ

大
おお

地
じ

震
し ん

にまつわるもの

東京都慰霊堂

先人が伝える防災の教え 

■ 関東大震災記念塔
とう

　　 所在地：中央区銀座４－１－2
　　（数寄屋橋交番裏）

■ 震
しん

災
さい

避難記
き

念
ねん

碑
ひ

　
　　所在地：中央区日本橋浜町
　　　　　　２－５７先
　　（隅

すみ

田
だ

川
がわ

新大橋北西隅）

■ 東京都立横
よこ

網
あみ

町
ちょう

公園
都京東（ 　 慰

い

霊
れい

堂・復興記念館）
　　所在地：墨田区横網２－３－25

　関東大震火災から10年後の昭和８
（1933）年９月１日に「平和の神」を象徴し
た銅像が建てられました。台座正面には、長
くこの日をしのび二度と惨

さん

害
がい

をくりかえさぬ
ようにと、「不意の地震に不断の用意」と表
示されています。

　関東大震災では火災により各所
の橋が焼け落ち、多くの犠

ぎ

牲
せい

者
しゃ

を
出しました。しかし、新大橋だ
けは火災からまぬがれ、逃げ惑

まど

う
人々の生命を救い、避難橋として
の大きな役割を果たしました。
　そのため、
新大橋は多
くの人々から
「人助け橋」
と呼ばれるよ
うになりまし
た。

　関東大震災では、台風の影響もあり大火が発生しました。当
時整備中であった現在の横網町公園には火の手を逃れ多くの
人々が避難していました。し
かし、持ち込まれた家財道具
への飛び火や、風速17メー
トルの強風により、この一帯
はたちまち燃え広がり、多く
の焼死者が出ました。

22

昭和三陸津波の碑:昭和8（1933）
年「地震があったら津波の用心」

じ しん

石巻市北上地区白浜海水浴場付
近に建つ

　関東大震火災から10年後の昭和８
（1933）年９月１日に「平和の神」を象徴し
た銅像が建てられました。台座正面には、長
くこの日をしのび二度と惨

さん

しんじ
害
がい

をくりかえさぬ
ようにと、「不意の地震に不断の用意」と表
示されています。

 　「今回の震災では、あまりの揺れの大きさから、平安時代の貞
じょう がん じ

観地
震※とその後に発生した津波を連想し、すぐに家族全員を日

ひより

和山
やましん
※に

避難させた人がいます。歴史的事実を見事に生かした事例です。今
回の大震災をどのように把

は

握
あく

して、次に生かし、いかに未来につな
げるか。これが生き残った者の責務であると考えています。」

（ 　　　　　　　　　　　　　 石
いしの

巻
まき

市教育委員会　元教育長　阿部和夫氏の講演より）

※ 貞観地震　貞観11（869）年に発生したマグニチュード8.3の大地震

※ 日和山　宮城県石巻市の中心部。旧北上川河口に位置する高さ56メートルの丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

しんじ しんじ

。石巻市を一望できる。
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　　　　　　風水害にまつわるもの

平久橋のたもとの波除碑

■ 波
なみ

除
よけ

碑
のひ

　
　　所在地：江東区木場6－13－ 13（平

へい

久
きゅう

橋
ばし

のたもと）
■ 大田区立東

ひがし

糀
こうじ

谷
や

　 防災公園
「 　 潮

ちょう

位
い

計」
　　所在地：大田区東糀谷
　　　　　　４－５－1

　寛政 3（1791）年 9 月 4 日、深川洲崎一帯に襲来し
ふかがわ す ざき しゅうらい

た高
たか

潮
しお

により、家屋がことごとく流され多数の死者、行
方不明者が出ました。
　当時の幕府はこの災害
を重く見て、洲崎弁天社
から西のあたり一帯の東
西 285 間、南北 30 余
間、総坪数5,467坪（約
1万8000㎡）を買い上
げて空き地とし、これよ
り海側に人が住むことを
禁じ、東北地点（洲崎神
社）と西南地点（平久橋
のたもと）に波除碑を建
てました。

　東糀谷防災公園は避難
者を受け入れる防災機能
をもった公園です。園内
には、東糀谷地区に流れ
る呑

のみかわ

川の防潮堤の高さと、
過去に大型台風が来襲し
た際の潮

しお

の高さを表した
「潮位計」が設置されてい
ます。
※潮位
潮の干満により変化する海
面の高さのこと

3.11を忘れない

防災トピック

 　安
あんせい

政元（1854）年12月24日午後4時、安政南海地
じ

震
しん

が広
ひろ

村
むら

（現在の和歌山県広
ひろかわ

川町）を襲
おそ

い、その後、大津
つ

波
なみ

が押し寄せてきました。濱
はまぐち

口梧
ごりょう

陵は、「逃げろ。丘
おか

に上がれ。」
と必死で村人を避難させるとともに、暗

くらやみ

闇の中で逃げ場を失っ
ている村人を助けるため、収

しゅうかく

穫して積み上げていた「稲むら
（稲
いなたば

束を積み重ねたもの）」に火をつけてまわりました。この
火を目印に、逃げ遅れた人 は々丘に上り、安全に避難するこ
とができました。
　さらに梧陵は百年後に再来するであろう津波に備え、巨
額の私財を投じ、高さ5m、長さ約600mの広村堤

ていぼう

防（防
波堤）を築きました。安政南海地

じ

震
しん

から92年後、昭和
21（1946）年、南海地

じ

震
しん

が発生し、高さ4～5mの津
波が広村を襲いましたが、広村堤防が村の大部分を守っ
たのでした。

（「稲むらの火の館」ホームページから作成）

濱口梧陵
（1820～ 1885）

避難の目印になった
稲むらの火

和歌山県有
あり

田
だ

郡広川町広村堤防
（写真提供：広川町）

『稲
いな

むらの火』

（わかやま絵本の会より提供　
作者：藤井博之）
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災
大
に
都
京
ら
か
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南
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記
丈

の
震
地
大
の
こ
、
は
に
』
語
物
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平
『
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状
況
が
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ぞ
れ
そ
。
す
ま
い
て
れ
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記
く
し

　

、
代
時
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ふ

原の
ら
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定
え
い
だ
さ

家

の
都
京
、
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奥く
お

嵯
が

さ

峨
の
小
ら
ぐ
お

倉

と
だ
ん
選
で
荘
山
の
山

言

』
首
一
人
百
倉
小
『
る
れ
わ

歌
た
い
用
て
し
と
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例
を
震
地
大
の
去
過
、
も
に
中
の
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す
ま
り
あ
が

じ
し
ん

じ
し
ん

お
お

じ
し
ん

じ
し
ん じ

し
ん

じ
し
ん
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定
想

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

東京湾北部
マグニチュード（以下「M」と表記する。）7.3
約20～ 35km
冬の夕方6時、風速 8m/秒

東京湾北部地震（最も被害想定が大きい場合）

東京湾北部地震M7.3 震度分布

●東京湾北部地震では震度７の地 
　域が発生するとともに、区部の 
　約７割が震度６強の地域となる。
●死者が最大で、約 9,700 人発 
　生すると想定されている。
●木造住宅密集地域における火災
　延焼被害では、焼失棟

むね

数
かず

約 20 
　万棟

とう

、4,000 人の死者が想定 
　される。
●震度6強で建物倒

とう

壊
かい

が生じる地 
　域では、区部西部から東部の木 
　造住宅密集地域にかけて、細街 
　路の閉

へい

塞
そく

が想定される。
●停電率は全体で17.6％である 
　が、区部では24.9％となる。
●断水が 34.5％のほか通信やガ 
　スなどのライフラインに被害が 
　発生する。

害
被
的
人

別
因
原
　死者 9,641 人

　揺
ゆ

れ 5,378 人

　火災 4,081 人

別
因
原

　負傷者

　（うち重傷者）

147,611

（21,893）
人

　揺れ 125,964 人

　火災 17,709 人

害
被
的
物

別
因
原
　建物被害 304,300 棟

　揺れ 116,224 棟

　火災 201,249 棟

避
ひ

難
なん

者の発生
（ピーク：1日後）

3,385,489 人

エレベーターの閉じ込め 7,473 台

断水率 34.5 ％

固定電話不通率 7.6 ％

停電率 17.6 ％

帰宅困難者 5,166,126 人

東京都の新たな被害想定（1）
　平成24(2012)年4月、東京都は
東日本大震災を踏まえ、首都直下
地震など東京を襲う大規模地震に

おそ

対して、より確かな備えを講じて
いくため、これまでの被害想定を
見直しました。

首都直下地震等の脅
きょう

威
い

（1）
平成24（2012）年、東日本大地震を踏まえて東京都が見直した「首都直下地震等に

ふ

・
３

11

い
な
れ
忘
を

　

章
二
第

　

策
対
と
備
準
の
へ
害
災
大

26

●死者が約 9,700 人発生すると 
　想定されている。

首都直下地震等の脅
きょう

威
い

（1）
じ しん

東京湾北部地震M7.3 震度分布
しんじ

東京都の新たな被害想定（1）
　平成24(2012)年4月、東京都は
東日本大震災を踏まえ、首都直下
地震など東京を襲う大規模地震に

おそしんじ しんじ

対して、より確かな備えを講じて
いくため、これまでの被害想定を
見直しました。

東京都の被害想定（1）

東京湾北部地震（最も被害想定が大きい場合）

平成24（2012）年、東日本大地震を踏まえて東京都が見直した「首都直下地震等に
ふ しんじ

じ しん

●東京湾北部地震では震度７の地 
　域が発生するとともに、区部の 
　約７割が震度６強の地域となる。

しんじ
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定
想

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

東京都多摩地域
M 7.3
約20～ 35km
冬の夕方6時、風速8m/秒

多摩直下地震（最も被害想定が大きい場合） 

害
被
的
人

別
因
原
　死者 4,732 人

　揺れ 3,220 人

　火災 1,302 人

別
因
原

　負傷者

　（うち重傷者）

101,102

（10,902）
人

　揺れ 92,831 人

　火災 4,614 人

害
被
的
物

別
因
原
　建物被害 139,436 棟

　揺れ 75,668 棟

　火災 65,770 棟
避難者の発生
（ピーク：1日後） 2,756,681 人

エレベーターの閉じ込め 5,130 台

断水率 36.9 ％

固定電話不通率 2.0 ％

停電率 8.8 ％

●多摩直下地震では、震度７の地域が一部
　で発生するとともに、多摩の約4割が震
　度6強の地域となる。
●震度6強の地域が市部を中心に分布して
　おり、約 4,700人が死亡と想定されて
　いる。
●震度 6強で建物全

ぜん

壊
かい

が生じる地域では、 
　区部西部から市部全域の市街地にかけて
　細街路の閉塞が想定される。
●停電率は全体で8.8％だが、小平市など
　3区7市では15％以上が停電する。
●断水が36.9％で発生するほか通信やガス
　などのライフラインに被害が発生する。
●エレベーターの停止台数は、区部を中心 
　に約5,100台発生する。

東京湾北部地震と多摩直下地震の被
ひ

害
がい

想定

よる東京の被害想定」を見てみましょう

東京都の新たな被害想定（2）
◆客観的なデータや科学的な裏付けに基づ 
　き、より実態に即した被害想定へと全面的 
に見直し（地震モデル 火災の想定方法の

3.11を忘れない

多摩直下地
じ

震
しん

M7.3 震度分布

東京都の被害想定（2）
◆客観的なデータや科学的な裏付けに基づ 
　き、より実態に即した被害想定へと全面的 
　に見直し（地

じ

震
しん

モデル、火災の想定方法の改良）
◆フィリピン海プレート上面の深さが従来の 
　想定より浅いという最新の知見を反映
◆津波による被害想定を実施

再検証

追加

追加

〔首都直下地
じ

震
しん

〕 東京湾北部地
じ

震
しん

（M7.3）
多摩直下地

じ

震
しん

　（M7.3）
〔海溝型地

じ

震
しん

〕 元禄型関東地
じ

震
しん

（M8.2）

〔活断層で発生
  する地

じ

震
しん

〕
立川断層帯地

じ

震
しん

（M7.4）

●多摩直下地
じ

震
しん

では、震度７の地域が一部
　で発生するとともに、多摩の約4割が震
　度6強の地域となる。
● 震度6強の地域が市部を中心に分布してお
り、約4,700人が死亡と想定されている。
●震度 6強で建物全

ぜん

壊
かい

が生じる地域では、 
　区部西部から市部全域の市街地にかけて
　細街路の閉塞が想定される。
●停電率は全体で8.8％だが、小平市など
　3区7市では15％以上が停電する。
●断水が36.9％で発生するほか通信やガス
　などのライフラインに被害が発生する。
●エレベーターの停止台数は、区部を中心 
　に約5,100台発生する。

多摩直下地震（最も被害想定が大きい場合） 

東京湾北部地震と多摩直下地震の被
ひ

害
がいしんじ しんじ

想定

よる東京の被害想定」を見てみましょう
じ しん
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首都直下地震等の脅
きょう

威
い

（2）　
〔海
かい

溝
こう

型地震〕元禄型関東地震（最も被害想定が大きい場合） 

元禄型関東地震M8.2 震度分布

害
被
的
人

別
因
原
　死者 5,875 人

　揺
ゆ

れ 3,330 人

　火災 2,355 人

別
因
原

　負傷者

　（うち重傷者）

108,341

（12,946）
人

　揺れ 95,256 人

　火災 9,811 人

害
被
的
物

別
因
原
　建物被害 184,794 棟

とう

　揺れ 76,465 棟

　火災 114,534 棟

避
ひ

難
なん

者の発生
（ピーク：1日後）

3,200,981 人

エレベーターの閉じ込め 5,991 台

断水率 45.2 ％

固定電話不通率 6.1 ％

停電率 11.8 ％

●過去の記録等で都内に最も大きな津
つ

波
なみ

を
　もたらしたとされる元禄16（1703）年
　元禄地震をモデルとして検証している。
●都の南東部の人口密度が高い地域で、震
　度6強以上、場所により震度7の強い地
　震動の発生が想定されている。
●死者が最大で約5,900人と東京湾北部地
　震に次ぐ被害が想定される。
●東京都の南側の地震動が大きいため、品
　川区、大田区を中心に液状化危険度が高
　くなっている。
●東京湾沿岸部の津波高は満潮時で最大 
　T.P.2.61m（品川区）であると予測される。
　（地

じ

盤
ばん

沈
ちん

下
か

を含む。）　＊T.P.＝東京湾平均海面 
●河川及び海岸の堤

てい

防
ぼう

を越えるような津波
　高は想定されない。

定
想

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

神奈川県西部
マグニチュード（以下、「M」と表記する。）8.2
約0～ 30km
冬の夕方6時、風速8m/秒

最大津波高及び最大津波浸
しん

水
すい

の分布（水門閉
へい

鎖
さ

の場合）

元禄型関東地震（M8.2）〔行谷ほか（2011）〕モデル

中央区最大津波高
2.51m 江東区最大津波高

2.55m
江戸川区最大津波高

2.11m

東京湾埋立地最大津波高
2.06m品川区最大津波高

2.61m

大田区最大津波高
2.27m

港区最大津波高
2.47m

28

●過去の記録等で都内に最も大きな津
つ

波
なみ

しんじ

じ しん

じ しんどう

を
　もたらしたとされる元禄16（1703）年
　元禄地震をモデルとして検証している。
●都の南東部の人口密度が高い地域で、震
　度6強以上、場所により震度7の強い地
　震動の発生が想定されている。
●死者が約5,900人と東京湾北部地震に次
　ぐ被害が想定される。
●東京都の南側の地震動が大きいため、品
　川区、大田区を中心に液状化危険度が高
　くなっている。
●東京湾沿岸部の津波高は満潮時で最大 
　T.P.2.61m（品川区）であると予測される。
　（地

じ

盤
ばん

沈
ちん

下
か

を含む。）　＊T.P.＝東京湾平均海面 
●※水門を閉鎖した場合、河川及び海岸の堤

てい

ぼう

　防を越えるような津波高は想定されない。

定
想

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

神奈川県西部
M8.2
約0～ 30km
冬の夕方6時、風速8m/秒

首都直下地震等の脅
きょう

威
いじ し ん

（2）　
〔海
かい

溝
こう じ しんじ しん

型地震〕元禄型関東地震（最も被害想定が大きい場合） 

元禄型関東地震M8.2 震度分布

最大津波高及び最大津波浸
しん

水
すい

の分布（水門閉
へい

鎖
さ

の場合）

元禄型関東地震（M8.2）〔行谷ほか（2011）〕モデル

中央区最大津波高
2.51m 江東区最大津波高

2.55m
江戸川区最大津波高

2.11m

東京湾埋立地最大津波高
2.06m品川区最大津波高

2.61m

大田区最大津波高
2.27m

港区最大津波高
2.47m

じ しん

じ しん
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元
げん

禄
ろく じ しん じ しん

型関東地震と立川断層帯地震の被
ひ

害
がい

想定
じ しんじ しん

〔活断層で発生する地震〕立川断層帯地震（最も被害想定が大きい場合） 

害
被
的
人

別
因
原
　死者 2,582 人

　揺れ 1,417 人

　火災 1,056 人

別
因
原

　負傷者

　（うち重傷者）

31,690

（4,668）
人

　揺れ 26,183 人

　火災 3,922 人

害
被
的
物

別
因
原
　建物被害 85,735 棟

　揺れ 35,407 棟

　火災 53,302 棟
避難者の発生
（ピーク：1日後） 1,007,138 人

エレベーターの閉じ込め 2,308 台

断水率 13.3 ％

固定電話不通率 1.4 ％

停電率 4.0 ％

●立川断層帯地震は、地下の浅い部分で発 
　生する地震の検証である。
●立川断層帯地震では、被害が発生する震
　度6弱以上の地域が、概

おおむ

ね市部のみに限 
　定されている。
●震度7の領

りょう

域
いき

は、四つの地震の中で最大
　面積であるが、人口密集地域における震
　度6以上の面積は比較的少ない。
●死者数は、四つの地震の中で最小の約 
　2,600人と想定される。
●直下地震のため区部の低地部の地震動が 
　小さく、ほとんど液状化は発生しない。
　しかし、多摩市、八王子市の多摩川また 
　はその支流の河川沿いに液状化危険度が 
　高い地域が若干分布している。
●震度6強で建物全

ぜん

壊
かい

が生じる地域では、 
　市部北部を中心に細街路の閉

へい

塞
そく

が想定さ 
　れる。

定
想

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

東京都多摩地域
M 7.4
約2～ 20km
冬の夕方6時、風速8m/秒

じ しん

じ しん

じ しん

じ しん

じ しん

じ しん じ しん

立川断層帯地
じ

震
しん

M7.4 震度分布

首都直下地
じ

震
しん

が発生する可能性
　関東地方では、これまで200年から300
年の間

かん

隔
かく

でM8前後の大地
じ

震
しん

が起こっていま
す。また、その前後にはM7クラスの直下地

じ

震
しん

が発生しています。そのため、文部科学省地
震調査研究推進本部では、今後30年の間に
M7クラスの首都直下地

じ

震
しん

がおよそ70% の
確率で発生すると予測しています。
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大地震発生時の行動を考えておこう
じ しんお お

　大地震が発生した場合には、慌
あわじ しん ひ なんおお

じ しん

じ しん

おお
てず、避難訓練を思い出して速やかに行動することが大

切です。また日頃から、大地震に遭
あ

った場合を想定しておくと、いざというとき落ち着い

て行動することができます。いろいろな地震発生場面を想定し、友達や家族と相談しなが

らどのように行動すればよいか考えておきましょう。

学校内で地震が発生した場合、どのように行動しますか？

 外出中に地震が発生した場合、どう行動しますか？

●  きとるいてしを験実たっ使をーナーバスガで室科理   
 

●  きとるいに館育体で動活部   
 

●  きとたっ行に室教にり取を物れ忘で人一後課放   
 

●  トイレに入っているとき  
 

● と人友  商店街を歩いているとき  
 

●  きとるいてい歩を街宅住で人一   
 

地震そのとき10のポイント

① 地震だ！まず身の安全

地震時の行動 地震直後の行動

　揺れを感じたり、緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を受けたときは、身の
安全を最

さい

優
ゆう

先
せん

に行動する。丈
じょうぶ

夫なテーブルの下や、物が
「落ちてこない」「倒れてこない」「移

い

動
どう

してこない」空
間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。

　高
こう

層
そう

階
かい

（概
おおむ

ね 10階以上）での注意点

　高層階では、揺れが数分
続くことがある。大きく
ゆっくりとした揺れによ
り、家具類

るい

が転
てん

倒
とう

・落下す
る危

き

険
けん

に加え、大きく移動
する危険がある。

　火を使っている
ときは、揺れがお
さまってから、あ
わてずに火の始末
をする。出火した
ときは、落ちつい
て消火する。

② 落ちついて
火の元確

かく

認
にん

初期消火
　屋外で揺れ
を感じたら、
ブロック塀な
どには近

ちか

寄
よ

ら
ない。

⑤門や塀
へい

には
近寄らない

　屋内で転倒・落
下した家具類やガ
ラスの破

は

片
へん

などに
注意する。瓦

かわら

、窓
ガラス、看板など
が落ちてくるので
外に飛び出さない。

③あわてた行動
けがのもと

　揺れがおさ
まったときに、
避難できるよ
う出口を確

かく

保
ほ

する。

④窓や戸を
開け

出口を確保

30

じ し ん

じ し ん

72



自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」 家

自宅で地震が発生した場合、どう行動しますか？
●  テレビやラジオから緊

きんきゅう じ しん

急地震速報が流れたとき   
 

●  一人で留守番しているとき   
 

●  火を使っているとき   
 

●  揺れがおさまったとき   
 

修学旅行等の校外学習で班行動をしている時に地震が発生し
た場合、どのように行動しますか？

●  電車やバス等に乗っているとき   
 

●  駅のホームで電車を待っているとき  
 

●  見学場所にいるとき   
 

●  海や川の近くにいるとき   
 

じ し ん

じ し ん

地震後の行動

⑥ 火災や津
つ

波
なみ

確
たし

かな避難

（東京消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

から）

　ラジオやテレ
ビ、消

しょう

防
ぼう

署
しょ

、行
ぎょう

政
せい

などから正しい
情報を得る。

⑦ 正しい情報
確
たし

かな行動

　わが家の安全を
確
かく

認
にん

後、近
きん

隣
りん

の安
否を確認する。

⑧ 確かめ合おう
わが家の安全
隣
となり

の安
あん

否
ぴ

　倒
とう

壊
かい

家
か

屋
おく

や転
てん

倒
とう

家具などの下
した

敷
じ

き
になった人を近隣
で協力し、救出・
救護する。

⑨ 協力し合って
救
きゅう

出
しゅつ

・救
きゅう

護
ご

　避難が必要なと
きには、ブレー
カーを切り、ガス
の元栓を締

し

めて避
難する。

⑩ 避難の前に
安全確認
電気・ガス

　地
ち

域
いき

に大
だい

規
き

模
ぼ

な火災の危
き

険
けん

が
せまり、身の危険を感じたら、
一
いっとき

時集合場所や避難場所に避難
する。沿

えん

岸
がん

部
ぶ

では、大きな揺れ
を感じたり、津波警

けい

報
ほう

が出され
たら、高台などの安全な場所に
素
す

早
ばや

く避難する。
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日頃の備え、家庭での備え

地震に対する10の備え
①　家具類の転倒・落下・移動防止対策をしておこう
②　けがの防止対策をしておこう
③　家屋や塀

へい

の強度を確認しておこう
④　消火の備えをしておこう
⑤　火災発生の早期発見と防止対策をしておこう

⑥　非常用品を備えておこう
⑦　家族で話し合っておこう
⑧　地域の危険性を把

は

握
あく

しておこう
⑨　防災知識を身に付けておこう
⑩　防災行動力を高めておこう

　大きな地震が発生し、役所や警察、消防から避難指示が出た場合や、自宅や近所から火

災が発生し危険になった場合は、近所の小・中学校や公園などの一
いっとき

時集合場所に避難しま

す。さらに、一
いっとき

時集合場所も危険になった場合には、区市町村の指示に従って、大きな公

園や広場などの避難場所に移動して、災害が収まるのを待ちます。

　その後、災害の危険がなくなったら帰宅しますが、自宅が倒
とうかい

壊したり焼失したりした場

合には、開設された避難所に避難することになります。

　いざというときに備えて事前にそれぞれの場所の確認をしておきましょう。

　家庭では大きな地震や災害に備え
て、避難経路や集合場所、連絡方法な
どをあらかじめ家族で話し合っておき
ましょう。また、家具転倒防止器具を
取り付けたり、非常食や防災用品など
が入った非常持ち出し袋を常時用意し
ておきましょう。

家庭での防災対策

簡易トイレ

ヘルメット、
防
ぼうじん

塵マスク、
防塵めがね公園内の防災倉庫（東京・ 飾区）

缶パン　避難所に指定されている学校などに
は、地域住民のために飲料水や食料、
医
いりょう

じ  しん

ひ  なん

ひ  なんじょ

療品、毛布、自家発電機などいろい
ろな防災用品が備蓄されています。

備
び

蓄
ち く

倉庫

□ 防具□ スニーカー
□ 貴重品

□ 飲料水 □ 懐中電灯 □ 携帯ラジオ □ 軍手・マスク

三日分が目安

□ 食料

□ 救急箱 □ 三角巾 □ タオル□ 笛

非常持ち出し袋の中身をチェックしましょう。
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じ  しん ひ  なん

ひ  なん

ひ  なんひ  なんじょ

ひ  なん

じ しん

　家庭では大きな地
じ

震
しん

や災害に備え
て、避

ひ

難
なん

経路や集合場所、連絡方法な
どをあらかじめ家族で話し合っておき
ましょう。また、家具転倒防止器具を
取り付けたり、非常用食や防災用品な
どが入った非常用持ち出し袋を常時用
意しておきましょう。

非常用持ち出し袋の中身をチェックしましょう。
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  　避難場所に避難する前に、近所の方たちと一時的に
集合して被害の状況を把握するための場所です。小・
中学校のグランドや公園などが指定されています。

 が所場合集時一や域地、し生発が災火、りよに震地　 
危険になった場合に避難する場所です。

 一、に合場たっなくなめ住に宅自で害災のどな震地　 
定の期間、避難生活を送る場所です。小・中学校や公
民館など公共施設に開設される場合が多いです。

一
いっとき

時
集合場所

避難場所

避難所

一
い っ と き

時集合場所、避難場所、避難所の違い

一
いっとき

時集合場所・避難場所

自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」

ひ  なん

ひ  なんじょ

ひ  なん

ひ  なん

ひ  なん

ひ  なん

じ  しん

じ  しん

いっとき

● 避
ひ

難
なん

の順序

大 き な 地
じ

震
し ん

が 起 き た

●役所・警察・消防から避
ひ

難
なん

の指示があった
●火事が広がってきて危険になった

○ 火事等の危険がない

○ 一
いっとき

時集合場所が安全

○ 火事の危険がなくなった

○ 家に被害がない

家に戻る

避
ひ

難
なん

場所に避難（大きな公園・広場）

避
ひ

難
なん

所
じょ

に避
ひ

難
なん

（小・中学校）

× 一
いっとき

時集合場所が危ない

危険で一
いっとき

時集合場所に

行くことができない

× 家に被害があり生活できない

一
いっとき

時集合場所へ避難（小・中学校・近所の公園）
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地域防災マップを作ろう
　大地

じ

震
しん

によって建物の倒
とう

壊
かい

や火災などが起こった場合を想定して、通学路や近所の危険

箇
か

所
しょ

を記入した、地域防災マップを作成し安全な避難経路を確認しておきましょう。

あに既（。すまき描を図地な単簡のでま停スバや駅るす用利くよや校学に心中を宅自　 ⑴

る地図を用いてもかまいません。）

　①主要道路や鉄道などの交通路線を描きます。（色を塗ります。）

　② 一
いっ

時
とき

集合場所、避難場所、避難所、帰宅支援ステーション（都立学校、コンビニエン

スストアなど）、役所、警察署、消防署、病院、公園、公民館など災害時の防災拠点

となる施設を記入します。（マークを付けます。）

ッェチを所箇険危の上路、き歩でま等停スバや駅るす用利くよ、校学らか宅自に際実　 ⑵

クし、マップに記入します。

入記をトールのかり通何、てし定想も合場るなくなきで行通が路道るいてし用利頃日　 ⑶

しておきます。

地域防災マップの作り方

帰宅支
し

援
えん

ステーション

応急給水槽防災井戸 駅に設置されたAED
自分の住んでいる地域の中でAED（自
動体外式除細動器）が設置されている場
所を把握しておきましょう。

防災トピック

　震災時に保護を必要とする帰宅困難者に対して、水やトイレ、休
きゅう

息
そく

の場所を提供し、沿道や

公共交通の情報などを提供するところです。平成23（2011）年3月11日、東日本大震災

発生当日は、東京都内でも、交通機関の運行中止や遅
ち

延
えん

などにより、多くの帰宅困難者が発生

しました。足立区立千
せん

寿
じゅ

第五小学校では、３月11日夜から13日にかけて、延べ1,300人に

帰宅支援を行いました。また東京都立新宿高校では、約2,500人の方々を受け入れました。

　東京都では、都立学校や東京武道館などの公共施設と、コンビニエンスストアやファミリー

レストラン、ガソリンスタンドなどに依
い

頼
らい

し、災害時の安全確保に取り組んでいます。
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⑴ 　自宅を中心に学校やよく利用する駅やバス停までの簡単な地図を描きます。（既にあ

る地図を用いてもかまいません。）

　①主要道路や鉄道などの交通路線を描きます。（色を塗ります。）

　② 一
いっ

時
とき

集合場所、避
ひ

難
なん

場所、避
ひ

難
なん

所
じょ

、災害時帰宅支援ステーション（都立学校、コンビ

ニエンスストアなど）、役所、警察署、消防署、病院、公園、公民館など災害時の防

災拠点となる施設を記入します。（マークを付けます。）

⑵ 　実際に自宅から学校、よく利用する駅やバス停等まで歩き、路上の危険箇所をチェッ

クし、マップに記入します。

⑶ 　日頃利用している道路が通行できなくなる場合も想定して、何通りかのルートを記入

しておきます。

⑷ 　危険が予想される場所には、吹き出しで具体的に書き込みます。

⑸ 　AED、消火器があるところなど、町の安心につながるところも記入します。

　 マップができたら、それを見ながら家の人と避
ひ

難
なん

の方法について話し合ったり、一
いっとき

時集

合場所や避
ひ

難
なん

場所まで行く道筋を考え、家族と一緒に歩いてみましょう。

応急給水槽
そう

防災井戸

帰宅支
し

援
えん

ステーション
防災トピック

　震災時に保護を必要とする帰宅困難者に対して、水やトイレ、休
きゅう

息
そく

の場所を提供し、沿道や

公共交通の情報などを提供するところです。平成23（2011）年3月11日、東日本大震災

発生当日は、東京都内でも、交通機関の運行中止や遅
ち

延
えん

などにより、多くの帰宅困難者が発生

しました。足立区立千
せん

寿
じゅ

第五小学校では、3月11日夜から13日にかけて、延べ1,300人に

帰宅支援を行いました。また東京都立新宿高校では、約2,500人の方々を受け入れました。

　東京都では、都立学校や東京武道館などの公共施設と、コンビニエンスストアやファミリー

レストラン、ガソリンスタンドなどに依
い

頼
らい

し、災害時の安全確保に取り組んでいます。

駅に設置されたAED

災害時帰宅支
し

援
えん

ステーション

地域防災マップを作ろう
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自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」

自分の防災マップを貼っておきましょう（のりしろ）
地域防災マップ見本

○○
高校

自宅

避難場所
○○公園

給水所

避難所

トイレ

地下鉄
◯◯駅

地下鉄
◯◯駅

街
店
商

○○
小学校

消防署 区役所

ブロック塀
あり

△▲
○○駅

は

○○
中学校

▲

一時集合場所
いっとき

一時集合場所

●給水所
★トイレ
●支援体制のある
　ガソリンスタンド
☆警察署・交番

△AED
▲消火器
●消防署

★災害時帰宅支援
　ステーション
★避難場所
●避難所
●コンビニエンスストア

バス停

※備蓄倉庫や消防水利（消火栓）についても調べておきましょう。

●△▲

△

△

△▲
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応急手当の基本
　災害時には、捻

ねん

挫
ざ

や骨折、やけどなど様々なけがをする可能性があります。応急手当の

基本を学び、まず自分自身のけがの手当をし、さらに他の人の応急手当ができるよう、い

ざという時に備えましょう。

　はれや変形、痛みがある場合は、原因として打
だ

撲
ぼく

、捻挫、骨折が考えられます。それらの応急手当の基本
は英語の頭文字をとってRICEと言われています。

Rest（安静）…患
かん

部
ぶ

を動かしたり、引っ張ったりしないで、安静にする。

Ice（冷やす）…患部を冷やして、炎
えん

症
しょう

を抑える。

Compression（圧迫・固定する）…包帯などで圧迫・固定して痛みを和らげ、出血を防ぎ、はれを抑える。
Elevation（高くする）…患部を心臓より高く上げて血流を減らし、はれをひかせる。

はれ、変形、痛みがある場合

●打撲
①冷やして安静にします。
② 初期に動かしたり温めたりすると、内出血がひど
くなるので注意します。
※ 外に傷がなくても、内部に損傷を伴うこともあり
ます。痛みや貧血などの症状が悪化した場合は早
期に医療機関を受診しましょう。

●捻挫
①水や氷で冷やします。
②包帯などを巻き、固定します。
③患部を高く上げ、安静にします。

足首捻挫の固定法
　どうしても歩行しなくてはならないときに
は、足首を固定します。

① 三角巾などを細めの
帯にして土踏

ふ

まずに
当て、後ろで交差し、
前に回します。

② 前で交差させ、初め
に後ろに回した帯の
下に通します。

③ 帯を引っ張って、足
首の前面で強く結び
ます。

●脱
だっ

臼
きゅう

・骨折
①患部をできるだけ楽にして、安静に
します。
②患部が腕や肩ならば、包帯や三角巾
などで固定します。

※患部の固定の仕方
①患部をはさむ上下の関節
をカバーするように添え
木（雑誌、ダンボールなど
で代用可能）を当てます。

②患部と添え木を包帯などでいっしょに巻いて動か
ないようにします。

［包帯や三角巾がないとき］
　ふろしきや大きなハンカチ、手ぬぐいやタオル、
ストッキング、シャツなどが使えます。
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出血している場合

切り傷・擦
す

り傷
①傷口が汚

よご

れていたら、水などできれいにします。
②傷口に清潔なガーゼ（ハンカチやタオルでも代用可能）を当てて強く押さ
えて止血します。
③出血が止まったら、ガーゼ（又はハンカチやタオル）の上から包帯などで
巻きます。
④出血が止まらない場合、急いで救急隊や医師などの治

ち

療
りょう

を受けます。
※感染を防ぐために、他の人の血に直接触らないようにしましょう。

鼻血
①座って軽く下を向き、鼻を強くつまみます。（これで大部分は止まります。）
②額から鼻の部分を冷やし、静かに座っています。
③口に血が回り込んできたらはき出します。（飲み込まないようにします。）
④出血が止まってもすぐには鼻をかまず、様子をみます。

やけど
①すぐに、痛みがなくなるまで水で冷やします。衣類でおおわれていたら、
衣類の上から水をかけます。（受傷部に直接水をかけるのは避

さ

けます。）
②水でぬらしたタオルや氷を入れたビニール袋で冷やします。
③水ぶくれができてもつぶしません。
④重

じゅう

症
しょう

の場合は、ただちに救急隊や医師などの治療を受けます。
※身体の表面積の20～ 30％以上の広い範

はん

囲
い

でやけどが起こると重症
で、治療を急がなければいけません。

やけどをした場合

  応急手当の目的
　応急手当の目的は、痛みや不安を和らげること、けがなどの悪化防止、生命を救うことです。
手当てを迅

じん

速
そく

に行うことが回復を早め、生命を救うことにつながります。痛みや出血がある場合、
また、やけどが重症な場合は、応急手当が済み次第、医療機関の治療を受ける必要があります。

自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」

災害にあっても落ち着いて、まずは

自分のけがの状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

しよう！
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　災害時には根
こん

拠
きょ

のないうわさに惑
まど

わされ、誤った行動をとってしまうことがあります。

公的機関やテレビやラジオ、新聞等の災害情報等信頼できる情報を入手し、混乱すること

のないようにしましょう。

情報の収集と活用に当たって

　　信頼できる情報源
げん

から、入手した情報か。１
　テレビやラジオのニュース、新聞記事、国や地方公共団体などの公的機関のホームページ等を情報源と
した信

しん

憑
ぴょう

性のある情報であるかどうか。

※　東日本大震災発生当時、ツイッターで発信された内容には、根拠のない誤った情報が多くありました
　が、ツイッターからの情報で、宮城県気

け

仙
せん

沼
ぬま

市の公民館に取り残された人々を東京消防庁が空から救助
　した事例もありました。公共機関のホームページにアクセスできない場合は、公共機関のツイッター等
　を利用するようにしましょう。

　　なお、東京都庁広報課のツイッターアカウントは、＠tocho_koho です。

　　インターネット掲
けい

示
じ

板等の情報に、あいまいさはないか。2
　非公式サイトや携

けい

帯
たい

電話のチェーンメール、また、誰
だれ

が言ったか分からないなど、情報源があいまいで
はないか。また、「( 知り得た情報を ) 何日以内に何人に伝えなければならない。」など、不確かな情報を
助長するような内容の情報ではないか。

はたま、に源信発のさわういなの拠根、が身自分自　 　 仲
ちゅう

介
かい

地点になっていないか。3
　あいまいな情報や、聞きかじった情報を、まことしやかに他人に伝えていないか。

　 に態状クッニパを々人、は報情ないまいあのけだるおあを心怖恐に単、報情たっ誤　 ※ 陥
おちい

らせることにも
つながりかねません。特に、長期間、多数の人々と同じ空間で過ごす避

ひ

難
なん

所生活においては、正しい情
報を入手し、適切に活用して秩

ちつ

序
じょ

ある生活を送ることが重要です。

防災トピック　　　　　   根拠のないうわさに惑わされるな（東日本大震災）

地震発生時の情報の収集と活用

38

じ し ん

　平成23（2011）年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災は、マグニチュード9.0

と推定され、岩手県、宮城県、福島県を中心とした東北地方から全国へと被害が拡大しました。

このとき東京では、千葉県市原市の石油施設の火災によって「火災による、有害物質が空から降っ

てきている」などのチェーンメールや不確定情報などがインターネット上を駆け巡りました。

その後は、金融機関をかたり、「災害救援金を受け付けております。よろしければ振り込んでい

ただけますか。」という電話や、インターネットによる 「東日本大震災の義援金が送れる。ワン

クリック1,000円」を見てクリックしたところ、不良サイトに登録されるなどの詐欺被害が起

きています。

　警視庁では、このようなメールが届いたり電話がかかってきたりしたら、すぐに身近な人に

相談したり、110番または最寄の警察署へ通報することを勧めています。
も より

ひ がい

か めぐ

きんゆう

さ ぎ
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災害情報の告知
緊
きん

急
きゅう

地震速報（気象庁）
　テレビ、ラジオ、携帯電話などで通知されます。
警
けい

戒
かい

宣言
　東海地震発生のおそれを警告す
る宣言が発せられた場合、区市町
村や警察などは、防災行政無線、
広報車、パトカー、看板などで警
戒宣言が発せられたことを知らせ
ます。防災行政無線やパトカーなどは、サイレンを上記のように鳴ら
します。

災害用伝言ダイヤル「171」（いない）
NTTの災害用伝言ダイヤル（１７１）で、家族間の安否確認ができます。

携帯電話各社の「災害用
伝言板」で安否を登録確
認することができます
（震度６弱以上の場合）。

  ３回

サイレン̶サイレン̶サイレン
 45 秒 45秒 45秒
 15秒休み 15秒休み

～不確かな情報に振
ふ

り回されないために～

「災害用伝言ダイヤル」の使い方　災害時には電話がかかりにくい
家族の安

あん

否
ぴ

確認は、NTT災害用伝言ダイヤル「171」を利用しよう。

後は、ガイダンスが流れますので、落ち着いて録音・再生をしてください。

伝言の録音

ルヤイダに」１７１「 ① 

 ② 録音の場合「１」を押す。

番局外市を号番話電の宅自  ③ 
からダイヤルする。
（XXX）XXX-XXXX

伝言の再生

ルヤイダに」１７１「 ① 

 ② 再生の場合「２」を押す。

番局外市を号番話電の宅自  ③ 
からダイヤルする。
（XXX）XXX-XXXX

、日3～日1月1、日51、日1月毎 ※
防災週間（8/30 ～ 9/5）、防災と
ボランティア週間（1/15～ 1/21）
は体験利用ができます。家族で練習
しておきましょう。

　災害対応型自動販売機（地震や洪
こう

水
ずい

など
の大規模災害時には、中の飲料を無

む

償
しょう

で提
供する。電光掲

けい

示
じ

板がついており、災害情
報が流れるタイプのものもある。）

災害に関わる情報の告知
緊
きん

急
きゅう

地震速報（気象庁）
　地

じ

震
しん

の発生直後に、各地での強い揺れの到達時刻や震度を予想し、
可能な限り素早く知らせる情報のことです。テレビ、ラジオ、携帯電
話などで通知されます。
津波警報・注意報・津波情報（気象庁）
　地

じ

震
しん

が発生した時には地
じ

震
しん

の規模や位置をすぐに推定し、これらを
基に沿岸で予想される津波の高さを求め、地震が発生してから約３分
を目標に、大津波警報、津波警報または津波注意報を、発表しています。
津波警報・注意報を発表した場合には、津波の到達予想時刻や予想さ
れる津波の高さなどを津波情報で発表しています。

　災害対応型自動販売機（地
じ

震
しん

や洪
こう

水
ずい

など
の大規模災害時には、中の飲料を無

む

償
しょう

で提
供する。電光掲

けい

示
じ

板がついており、災害情
報が流れるタイプのものもある。）

防災トピック
正しい情報を入手しよう（関東大震災）

　日本で本格的にラジオ放送が始まったのは、関東大震災発生から2年後

の大正14（1925）年でした。よって、関東大震災当時は、市民にとっ

て確かな情報を入手する手段は、新聞のみでした。

　しかし、南関東地方に甚
じん

大
だい

な被
ひ

害
がい

をもたらした関東大震災では、多くの新聞社の家屋が焼

失し、交通手段や通信手段が絶たれたため、「富士山が大爆発した」「震源地は、伊豆大島三

原山の噴
ふん

火
か

と観測されている」等、誤った記事も掲
けい

載
さい

されました。

　マスメディアが発達した現代社会では、私たちは、様々な情報を簡単に入手す

ることができます。だからこそ、いざというときに、流
りゅう

言
げん

蜚
ひ

語
ご

に惑
まど

わされないよう、

日頃から、必要な情報を適切に収集する力、入手した情報を正しく取捨選択する

力を身に付けておくことが必要です。

　携帯電話各社の「災害
用伝言板」で安否を登録
確認することができます
（震度６弱以上の場合）。
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海外メディアが伝えた東日本
　世界中のメディアは東日本大震災という未

み

曾
ぞ

有
う

の災害の下、冷静に規律正しく、我
が

慢
まん

強

く協力し合う日本人の姿を賞
しょう

賛
さん

し、応援メッセージを大きく報道しました。

ニューヨークタイムズ（アメリカ）電子版

　「日本への同情、そして賞賛」ニコラス　クリストフ

  Our hearts are all with the Japanese today, after the terrible earthquake there – the worst ever 
recorded in Japan. But the Japanese people themselves were truly noble in their perseverance and 
stoicism and orderliness. There’s a common Japanese word, “gaman,” that doesn’t really have an 
English equivalent, but is something like “toughing it out”. I  nd something noble and courageous in 
Japan’s resilience and perseverance, and it will be on display in the coming days.（一部抜粋・要約）

にんたい ちつじょ

ふ くつ

Powerful Quake and Tsunami Devastate Northern Japan
「強力な地震と津

つ

波
なみ

が、北日本を荒
こう

廃
はい

させた」

　１面トップで日の丸の赤い円の中に「がんばれ、日本。
がんばれ、東北。」と日本語で大見出しを掲

かか

げ、東日本大震
災の被災地に応援メッセージを送りました。

インディペンデント・オン・サンデー（イギリス）
Don't give up, Japan
Don't give up, Tohoku

「がんばれ、日本。がんばれ、東北。」

かがや

40

　痛ましい地震のその後、我々は日本の人々と思いを共にしている。これは日本で記録された最悪の地

震である。しかし日本の人々自身の忍耐力、冷静さ、そして秩序は、実にみごとであった。日本でよく使わ

れる言葉に「我慢」というものがある。英語にはぴたりと当てはまるような訳はないのだが、言うならば

“toughing it out ”（耐え抜く）と同じような意味である。日本の回復力と不屈の精神に、私は気高さや

勇気を見出している。そしてまもなく私たちは、それを実感するだろう。（一部抜粋・要約）　　　　　 

　〈以下、続きの記事の和訳（要約）〉 これはまた、綿密に編まれた日本の社会組織、その強さと回復力

が、輝きを放つときでもある。私は日本の人々は必ず力を合わせてくれると予感している。私たちには、

日本から学ぶことがある。私たちは日本のことを思い、心を痛めている。痛ましいこの地震に深い同情

と、そしてまた、心からの称賛を表したい。

（写真提供：共同通信社）

　〈以下、続きの記事の和訳（要約）〉 これはまた、綿密に編まれた日本の社会組織、その強さと回復力

が、輝きを放つときでもある。私は日本の人々は必ず力を合わせてくれると予感している。私たちには、

日本から学ぶことがある。私たちは日本のことを思い、心を痛めている。痛ましいこの地震に深い同情

と、そしてまた、心からの称賛を表したい。

海外メディアが伝えた東日本
　世界中のメディアは東日本大震災という未

み

曾
ぞ

有
う

の災害の下、冷静に規律正しく、我
が

慢
まん

強

く協力し合う日本人の姿を賞
しょう

賛
さん

し、応援メッセージを大きく報道しました。

ニューヨークタイムズ（アメリカ）電子版

　「日本への同情、そして賞賛」ニコラス　クリストフ

  Our hearts are all with the Japanese today, after the terrible earthquake there – the worst ever 
recorded in Japan. But the Japanese people themselves were truly noble in their perseverance and 
stoicism and orderliness. There’s a common Japanese word, “gaman,” that doesn’t really have an 
English equivalent, but is something like “toughing it out”. I  nd something noble and courageous in 
Japan’s resilience and perseverance, and it will be on display in the coming days.（一部抜粋・要約）

にんたいしん ちつじょ

ふ くつ

Powerful Quake and Tsunami Devastate Northern Japan
「強力な地震と津

つ

波
なみじ しん

が、北日本を荒
こう

廃
はい

させた」

かがや

　痛ましい地震のその後、我々は日本の人々と思いを共にしている。これは日本で記録された最悪の地

震である。しかし日本の人々自身の忍耐力、冷静さ、そして秩序は、実にみごとであった。日本でよく使わ

れる言葉に「我慢」というものがある。英語にはぴたりと当てはまるような訳はないのだが、言うならば

“toughing it out ”（耐え抜く）と同じような意味である。日本の回復力と不屈の精神に、私は気高さや

勇気を見出している。そしてまもなく私たちは、それを実感するだろう。（一部抜粋・要約）　　　　　 

しん じじ

しんじ
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　東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発
電所の事故で放水作業や周辺住民の避難誘導を
行った自衛隊、消防、警察の活躍が認められ、スペ
インのアストゥリアス皇太子賞を受賞しました。ア
ストゥリアス皇太子賞とは、スペインの皇太子が主
宰する賞で、様々な分野で成果を挙げた人物に贈ら
れるものです。フェリペ皇太子は、当時現場にいた
関係者の「勇気」や「自己犠

ぎ

牲
せい

の精神」に感動した
と語り、「日本社会に深く根付いた価値観を体現し
た」と称賛し、日本に対する敬意を表しました。

世界が認めた
日本の勇気

自衛隊、消防、警察の活
かつ

躍
やく

が

スペイン「アストゥリアス皇

太子賞」（平和部門）を受賞
［平成23（2011）年10月 21日］

大震災と日本の評価
各国メディアから

中央日報（韓国）
に外屋を員全客おてい着ち落、は員業従。たしまし生発が震地に中事食でンラトスレの京東「 誘

ゆう

導
どう

しました。
その後、お客は誰

だれ

しんじ

一人として無銭飲食をしないばかりか、全員が店に戻って並んで支払いを済ませていまし
た。」

ノーバヤ・ガゼータ（ロシア）電子版
」。るいてし在存も今が』帯連の間人『るすに能可をとこうか向ち立に練試な難困も最はに本日「 

ＶＮエクスプレス　（ベトナム）
と情同な的際国、ばれあが害災に国なろいろい「 援

えん

助
じょ

は受けるが、日本のように尊敬され、威
い

信
しん

を高める国
は少ない。」

ストレーツ・タイムズ　（シンガポール）
」。すまいてし処対らがなり守を序秩、に乱混るよに害災然自、は人本日「 

」ちた人ぶ並と然整に列の給配料食もで腹空、とーナーオの機売販動自るす布配を料飲になんみ、で料無「 

ルシオン（アルゼンチン）
なんどのどな害災「 状

じょう

況
きょう

下
か

でも、隣
りん

人
じん

に対し礼
れい

儀
ぎ

正しく接するのが日本人です。」

英
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［文藝春秋　平成23（2011）年８月 臨時増刊号「つなみ」被災地のこども80人の作文集より］

上
じ
み
か

地
雄

け
す
う
ゆ

輔

た
い
つ
い
思
、
金
お
た
い
て
め
貯
に
め
た
く
行
に
演
公
台
仙
の
ん
さ

　

、
人
、
車
、
木
、
は
ら
か
窓
。
た
し
ま
い
に
校
学
中
は
私
、
時
た
き
が
波
津

。
た
し
ま
え
見
が
子
様
る
い
て
れ
ま
こ
み
の
に
波
津
が
所
場
う
い
と
上
閖

　

。
た
し
ま
い
失
を
達
友
な
切
大
、
で
波
津
と
震
地
の
こ
、
は
私

　

て
し
を
束
約
く
行
に
見
を
画
映
に
緒
一
、
達
友
い
な
の
と
こ
た
し
話
り
ま
あ

。
た
し
で
ん
せ
ま
で
も
涙
、
て
く
な
き
で
が
と
こ
る
じ

　

が
達
人
の
ん
さ
く
た
の
界
世
る
い
て
れ
く
て
え
支
で
力
全
を
達
私
、
今
も
で

が
達
人
の
中
界
世
、
ど
け
る
あ
も
と
こ
る
す
ラ
イ
ラ
イ
、
で
所
難
避
。
す
ま
い

、
と
る
え
考
と
る
い
て
れ
く
て
し
援
応

頑
ば
ん
が

張

私
し
少
う
も
、
ら
か
だ
。
す
ま
れ

て
き
生
は
達
私
、
で
げ
か
お
の
達
人
の
中
界
世
。
い
さ
下
て
い
て
し
援
応
を
達

る
き
で
が
し
返
恩
か
つ
い
、
て
し
謝
感
に
人
の
中
界
世
、
も
ら
か
れ
こ
。
た
し

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い
て
き
生
に
気
元
、
ら
が
な
じ
信
を
と
こ

42

じ
し
ん
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「つなみ」には、小齋さんの作品の他にも、被災地の子供たちの作文と絵が掲載されています。

　
３
月
11
日
、
私
達
の
町
を
大
き
な
地じ
し
ん震

と
津つ
な
み波

が
お
そ
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
こ
と
は
、
わ
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
気
に
も
し
な
か
っ
た
小
さ
な
揺ゆ

れ
は
、
大
き
な
音
と
共
に
激
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。
寝
て
い
た
私
は

と
び
起
き
、
急
い
で
階
段
を
降
り
ま
し
た
。
一
階
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
三
人
で
静
か
に
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

揺
れ
て
い
る
間
、
電
気
は
左
右
に
激
し
く
動
き
、
食
器
は
棚
か
ら
落
ち
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
割
れ
て
、
ま
る
で
映
画
の
よ
う
で
し
た
。
私
の
家
は
海
に
近
い

の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
窓
か
ら
海
の
様
子
を
ず
っ
と
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

海
水
が
ひ
い
て
い
く
の
を
見
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
達
に
避ひ
な
ん難

す
る
よ
う
に

指
示
し
ま
し
た
。
私
は
、
余
震
が
続
く
中
、
二
階
へ
戻
り
、
携け
い
た
い帯
の
充じ
ゅ
う
で
ん
き

電
機
、

世
界
中
の
人
に
恩
返
し
し
た
い

　
　
　
　
　
宮
城
県
名な

取と
り

市
閖ゆ

り
あ
げ上

中
学
校
二
年
　
小こ

齋さ
い

可
菜
子
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防災トピック

　平成23（2011）年3月11日の東日本大震災において、大津波の被害に遭遇しながらも
そうぐう

小・中学生約３千人のほとんどが助かった地域がありました。それが岩手県釜石市です。

　海岸からわずか100メートルのところにある釜石市立鵜
うの

住
す ま い

居小学校では、最初、校舎

の3階に避難しましたが、隣
となり

の釜石市立釜石東中学校の生徒が校庭に走り出ているのを見

て、小学生たちは自主的に中学生のあとを追い、避難場所であるグループホームに逃げま

した。すると間もなく、グループホームの裏山が崩
くず

れたので小・中学生たちはすぐにまた

高台の介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

、さらにその上の石材店まで逃げたのでした。その後津波は堤
てい

防
ぼう

を越え、

鵜住居小や東中、グループホームにまで押し寄せましたが、小・中学生たちは全員無事で

した。

　この「釜石の奇跡」を起こしたのは、「想定にとらわれるな」「最善を尽くせ」「率先して

避難せよ」という「避難三原則」でした。釜石市では昔から津波対処の言い伝えとして「津

波てんでんこ」の教えがありました。これは「津波が襲
おそ

ってきた時には、一人一人が一
いち

目
もく

散
さん

に

走って高台に逃げよ」という意味で、こうした先人の教えが今の時代にも生きているのです。

釜
かま

石
いし

の奇
き

跡
せき

と「津波てんでんこ」

いま、私たちにできること
　大災害が発生したら、まず、自分の命を守り、次に、身近な人を助け、さらに

避難所の運営など地域に貢
こう

献
けん

することが大切です。

　自分の命を守ることはもちろん、身近な人を守るために、そして、周りのだれ

かを支えるために、中学生の私たちには、どのようなことができるでしょうか。

　今の自分にできることを学び、将来の自分にできることを考えていきましょう。

下級生の手を引いて　～津
つ

波
なみ

から身を守るために～
　東日本大震

しん

災
さい

を踏
ふ

まえ、江戸川区

立船
ふな

堀
ほり

小学校では、大地震発生時の

津波の被
ひ

害
がい

を予想し、6年生が1年

生の手を引き、校舎の屋上まで逃げ

るという避難訓練を実
じっ

施
し

しています。

　自分の身はもちろん、下級生の子

供たちの命を守るために、6年生は、

1年生を気
き

遣
づか

いながら、一生懸
けん

命
めい

走っ

て避難します。

平成23（2011）年７月、津波を想定し、6年生が1年生の
手を引いて屋上へ逃げる避難訓練（江戸川区立船堀小学校）

避難訓練

44

・
３

11

い
な
れ
忘
を

　

章
三
第

　

て
え
備
に
日
の
そ

　

いま、私たちにできること
　大災害が発生したら、まず、自分の命を守り、次に、身近な人を助け、さらに

避難所の運営など地域に貢
こうひ なんじょ

献
けん

することが大切です。

　自分の命を守ることはもちろん、身近な人を守るために、そして、周りのだれ

かを支えるために、中学生の私たちには、どのようなことができるでしょうか。

　今の自分にできることを学び、将来の自分にできることを考えていきましょう。

下級生の手を引いて　～津
つ

波
なみ

から身を守るために～
　東日本大震

しん

災
さい

を踏
ふ

まえ、江戸川区

立船
ふな

堀
ぼり しんおお じ

小学校では、大地震発生時の

津波の被
ひ

害
がい

ひ なん

を予想し、6年生が1年

生の手を引き、校舎の屋上まで逃げ

るという避難訓練を実
じっ

施
し

しています。

　自分の身はもちろん、下級生の子

供たちの命を守るために、6年生は、

1年生を気
き

遣
づか

いながら、一生懸
けん

命
めい

走っ

て避難します。

平成23（2011）年７月、津波を想定し、6年生が1年生の
手を引いて屋上へ逃げる避難訓練（江戸川区立船堀小学校）

避難訓練

ひ なん

防災トピック
釜
かま

石
いし

の奇
き

跡
せき

と「津波てんでんこ」
　平成23（2011）年3月11日の東日本大震災において、大津波の被害に遭

そう

遇
ぐう

しながらも 

小・中学生約3千人のほとんどが助かった地域がありました。それが岩手県釜石市です。

　海岸からわずか100メートルのところにある釜石市立鵜
うの

住
す ま い

居小学校では、最初、校舎

の3階に避難しましたが、隣
となり

の釜石市立釜石東中学校の生徒が校庭に走り出ているのを見

て、小学生たちは自主的に中学生のあとを追い、避難場所であるグループホームに逃げま

した。すると間もなく、グループホームの裏山が崩
くず

れたので小・中学生たちはすぐにまた

高台の介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

、さらにその上の石材店まで逃げたのでした。その後津波は堤
てい

防
ぼう

を越え、

鵜住居小や東中、グループホームにまで押し寄せましたが、小・中学生たちは全員無事で

した。

　この「釜石の奇跡」を起こしたのは、「想定にとらわれるな」「最善を尽くせ」「率先して

避難せよ」という「避難三原則」でした。釜石市では昔から津波対処の言い伝えとして「津

波てんでんこ」の教えがありました。これは「津波が襲
おそ

ってきた時には、一人一人が一
いち

目
もく

散
さん

に

走って高台に逃げよ」という意味で、こうした先人の教えが今の時代にも生きているのです。

86



東日本大震災後、体育館に全国からの支援
物資が搬入され、全校生徒で支援物資の仕
分けの手伝いをした。（岩手県陸前高田市
立横田中学校）

平成25（2013）年、台風第26号通過後
の中学生による土砂等の片付け（大島町）

〈表紙裏－１　参照〉

インターネットテレビ会議システムを活用
した話し合い（多摩市立東愛宕中学校）

　東日本大震災の被災地では、地元の中学生たちが自ら進んでボランティア活動をしてい
ます。例えば、岩手県陸

りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市立横
よこ

田
た

中学校の生徒たちは全校生徒が全国から届いた支
し

援
えん

物資の仕分けの手伝いをしました。平成25（2013）年の台風第26号による土砂災害
では、大島町の中学生や高校生が自主的に土砂等の片付けや運搬などを行いました。
　また、多摩市立東愛宕中学校の生徒たちは、インターネットのテレビ会議システムを活
用し、宮城県気仙沼市の中学校の生徒との話し合いを通して、災害時に中学生にできるこ
とについて考えました。
　あなたなら、どんなボランティアをしますか。日頃から考えておきましょう。
炊
た

き出しの手伝い／救
きゅう

援
えん

物資の仕分け・配送／高齢者の話し相手／子供たちの話し相手／ゴミの収集、運
うん

搬
ぱん

／清掃活動など

災害時における中学生のボランティア活動

防災トピック

　東日本大震災当日、都立高校8校（工芸高等学校、
竹
たけの

台
だい

高等学校、浅草高等学校、三田高等学校、芝商
業高等学校、本所高等学校、第一商業高等学校、戸
山高等学校）の高校生356人は、自らも帰宅困難
な状況となりながら、自校に集まった都民等のため
に、ボランティア活動に取り組みました。
　高校生たちは、毛布やマット、飲料水を配布した
り、食事の用意や配

はい

膳
ぜん

をしたりするなど、自分たち
ができることを行いました。
　また、区立中学校４校（港区立港

こう

陽
よう

中学校、新宿区立新宿中学校、杉並区立高
円寺中学校、北区立明

めい

桜
おう

中学校）でも、中学生が備
び

蓄
ちく

倉庫から毛布等を運び出し
たり、炊

た

き出しの補助をしたりしました。

みんなのために　～3.11　中・高生の活
かつ

躍
やく

～

国道15号、品川駅付近（午後7時15分）
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建物の倒
とうかい

壊時、がれきなどの障害物のないところを選んで歩きましょう。
［平成23（2011）年10月29日, 東京都・小平市・西東京市・武蔵野市・小金井市合同総合防災訓練から］

電柱などの倒
とうかい

壊時、垂れ下がった電線で感電しないよう気を付けましょう。

地域の防災訓練に参加しよう（１）
　東日本大震

しんさい ひ なん

災を踏まえ、避難訓練や防災訓練はますます重要になっています。学校や自

治会などの地域に密着したものから、東京都が行っている東京都総合防災訓練のように

広域にわたるものまで、様々な防災訓練が実施されています。これは、都民一人一人の防
ひがい

災訓練は、地域の方々とお互いに知り合う大切な機会でもあり、積極的に参加することが、

地域への貢献につながります。
こうけん

　防災の基本は「自助」です。
　まず、自分自身の安全を確保するこ
とが大切です。いざというとき自分の
身を守るためには、日頃の学校生活で、
例えば清掃活動や身の回りの整理整

せいとん

頓
など、自主・自立の精神を身に付けて
いくことが必要です。
　避難するときには、壊

こわ

れやすい建物
や屋

やねがわら

根瓦が落下しやすい道路の端
はし

より
も、安全でがれきの少ない道路の中央
を通って避難したり、感電の危険があ
る切れた電線や倒

たお

れた電柱などに近寄
らないようにします。

避難訓練

46

ひ な ん

災意識を高めて、災害発生時の被害を最小限にとどめるための大事な活動です。また、防
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スターターロープ

ポンプ部 エンジン部

放水弁ハンドル 燃料タンク

吸水レバー

ホース

台車収納時

吸管

筒先

燃料コック

スロットル
レバー

停止スイッチ

吸水口

圧力練成計

本格的な消火放水訓練を行います。

D級軽可搬消防ポンプ各部の名称

まずは自分の命を守る「自助」

　震災等の災害被害を最小限に抑えるためには、地域の住民の協力や中学生・高校生などの若い力による災
害対応が必要です。震災等による火災時にポンプを活用した消火活動ができるようになるため、ポンプの設
定から放水までの操作を、自分たちでできるように訓練しましょう。

消火訓練

D級軽可搬消防ポンプ操作要領

① 吸管を吸水口に結合した後、水源に吸管の先を入れます。 ② ポンプのエンジンを始動し、吸水レバーを操作し、吸水します。

③ 放水を担当する人は、放水口・ホース・筒先を結合し、火元
までホースを伸ばし、ポンプを操作する人に放水の準備がで
きた合図をします。

④ 筒先を持った人から合図があったら、放水弁
ハンドルを開き放水します。水圧による反動
力でバランスを崩さないよう、放水が終わる
までしっかりと保持します。
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１班３人で力を合わせて、実際にがれきにはさまれたダミー人形を救出す
る訓練をします。このとき自動車のジャッキを使います。

角材などでてこの原理を利用して持ち上げます。 ジャッキを使って脱出できるすき間をつくります。

脱出できない人の救出

地域の防災訓練に参加しよう（2）
　「共助」とは、自分自身の安全が確保できた上で、周りの人を助けることを言います。

　自分の力に応じて、できることを無理なく行うことが大切です。防災訓練は災害時のた

めだけのものではなく、普段の暮らしや学校生活においても、とても役に立つ理論と技術

を学ぶ場です。様々な防災訓練に参加することで、いざというときに周りの人たちの安全

等を守るための取り組みに貢
こうけん

献することができます。積極的に参加するようにしましょう。

　東京都の総合防災訓練では、実際の災害に備えて倒れた柱の下から人を救助する訓練なども行います。日
頃使ったことのない自動車のジャッキを使った救助訓練などが実際に体験できます。

救助訓練
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ＡＥＤを使って、２人１組で救命訓練を行います。

　AEDは扉を開くと警報が鳴る
ので、緊

きんきゅう

急時以外には触
さわ

らない
ようにしましょう。防災訓練の
ときに、しっかり使い方を覚え
ておきましょう。

《用意するもの》
　長くてしっかりした棒（物

ものほしざお

干竿等）2本と、
毛布 1枚で図のようにして作る。ポイント
ははさみ込む毛布の端

はし

を図（③）のようにす
ること。

簡単な担
たん

架
か

の作り方

ここがポイント

① ② ③ ④

身近な人を助ける「共助」

　人が倒れている場合は、声をかけながらすぐに救命活動を行うことが大切です。
　日頃から何回も救命訓練を経験することで、躊

ちゅうちょ

躇することなく落ち着いて救助活動やＡＥＤの操作ができる
ようになります。これは、普段の生活やスポーツを行う場でも役立つことです。

救命訓練

東京都の先生たちも、被
ひ

災
さい

地で活躍しました
　東京都教育委員会では、東日本大震災に伴う被災地域への人的支援を行いました。

　平成23・24（2012・2013）年の2年間に、延べ115名の先生方が、宮城県に派
はけん

遣され、
被災地の学校で活躍されました。

　宮城県の先生方は、御自身が被災されたり、御家族を失ったりしながらも、絶えず、
児童・生徒を支え続けてきました。派遣された東京都の先生方も、被災地の先生方
と協力しながら、被災地の児童・生徒のために、各学校で活躍しました。

　また、被災地を支援するため、東京都の職員が現在も派遣されています。

防災トピック

　人が倒れている場合は、声を掛けながらすぐに救命活動を行うことが大切です。
　日頃から何回も救命訓練を経験することで、躊

ちゅうちょ

躇することなく落ち着いて救助活動やＡＥＤの操作ができる
ようになります。これは、普段の生活やスポーツを行う場でも役立つことです。
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日頃訓練した重機による救助活動（宮城県気仙沼市） 宮城県気仙沼市での救助活動

　東日本大震災では、自衛隊、警察と共に東京消防庁も多くの部隊を派
は

遣
けん

しました。

　東京消防庁ハイパーレスキュー隊も現場に駆
か

け付け、懸
けん

命
めい

な救助活動を行い、多くの住

民の救出に当たりました。

宮城県気
け

仙
せん

沼
ぬま

市での救出活動

50

東日本大震災で活躍した東京消防庁ハイパー

92



消防救助機動部隊の配置状況 

第八消防方面本部 
消防救助機動部隊 

第六消防方面本部 
消防救助機動部隊 

第三消防方面本部 
消防救助機動部隊 

第二消防方面本部 
消防救助機動部隊 

第九消防方面本部 
消防救助機動部隊 

航空消防救助機動部隊 

第九消防方面 

第八消防方面 
第十消防方面 

第四消防方面 

第五消防方面 第六消防方面 

第七消防方面 

東京消防庁本部 

第二消防方面 

第三消防方面 第一消防方面 

岩手・宮城内陸地震での救助活動

重機を活用した救助訓練

新潟県中越地震での救助活動

特殊な資器材を活用した訓練

を早期に救助する
ことを目的とした
スペシャリスト部
隊で、第二、第三、
第六、第八、第九
消防方面本部に設
置されています。

51

平成8（1996）年12月に創設　隊部動機助救防消 〉称名式正〈
　阪神・淡路大震災の教訓から、通常の消防力では対応が困難な救助事象に迅

じん

速
そく

に対処するための部隊の必
要性が提起されました。このため創設されたのが、消防救助機動部隊（愛称：ハイパーレスキュー隊）です。
　消防救助機動部隊は、特殊な技術・能力を有する隊員と、大型重機など特殊車両などを備え、多数の人命
を早期に救助する
ことを目的とした
スペシャリスト部
隊で、第二、第三、
第六、第八、第九
消防方面本部に設
置されています。

東京消防庁ハイパーレスキュー隊とは

レスキュー隊 行政機関による「公助」

岩手・宮城内陸地震での救助活動

重機を活用した救助訓練

新潟県中越地震での救助活動

特殊な資器材を活用した訓練

しんじしんじ
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　平成23（2011）年３月11日、三
さん

陸
りく

沖
おき しんじ

での大地震の発生を受け、私たちはすぐに東北地方に向かいました。
目的地は宮城県気仙沼市。津

つ

波
なみ

の直後、漏
も

れた重油に引火して、市街地で大火災が発生したためです。
　３月12日午前９時、私たちが現地に着いたと
きには、約４km2 の広い範囲で火災が起こってい
ました。地元の消防隊員と交代する形で消火活動
を始めましたが、異様な音とともに爆

ばく

発
はつ

が起こり、
死と隣

とな

り合わせの危険を感じました。
　明くる日の１３日までには消火が進み、煙が少
し残るだけになりました。しかし、火災がほぼ収
まったところ、鹿

しし

折
おり

地区の高齢者施設に利用者約
100名が取り残されていることが分かり、一人一
人を背負って救助しました。
　津波や火災で人が亡くなる様子を目撃した利用
者からは「自分が代わってあげたかった」という
声が聞こえ、返す言葉がありませんでした。

幅４km、長さ１kmにおよぶ宮城県気仙沼市の大火災

大きな被害なので特殊重機が投入されました。

東京消防庁ハイパーレスキュー隊員へインタビュー
　東京消防庁第二消防方面本部（東京都大田区）で、消防救助機動部隊の下山部隊長にイ

ンタビューしました。下山部隊長は東日本大震災における宮城県気仙沼市の大火災につい

て、次のように語っています。

52

東京消防庁ハイパーレスキュー
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隊員からのメッセージ

下山部隊長から中学生へのメッセージ（消防救助機動部隊・部隊長）
　消防士になろうと決めたのは、まだ将来の方針も決まらずにいた高校生の頃、消防士の兄に相談
したことがきっかけでした。「いい職場だから試験を受けてみてはどうか。」と誘

さそ

われ、もともと身
体を動かすことには自信があったし、人命を救う仕事にも誇りがもてると感じたので受験しました。
　幸い合格し、１年間消防学校で授業を受けた後、訓練生活に入りました。訓練は考えていたほど
楽なものでなく、途中で何度も辞

や

めたい、逃げ出したいと思いました。ともかく先輩たちに近付こ
うと必死に頑

がん

張
ば

りましたが、なかなか追いつけません。何年かたって、自分にも先輩を追い越せる
ものがあることに気付いたときには、嬉

うれ

しさがぐっとこみ上げてきました。
　訓練中に学んだことは、自分には仲間がいること、そしてその仲間のその力で支えられていると
いうことです。現場で救助活動をする際、地下に潜

もぐ

ることもあるのですが、
仲間がしっかり握っていてくれるロープと、状

じょう

況
きょう

を無線で伝えてくれる仲
間がいるからこそ安心して救助に専念できます。つまり、チームワークが
自分の命

いのち

綱
づな

なのです。
　私が、隊長として大切にしていることは、正に、この一点。｢仲間を大
切にして、チームワークを守ること。」このことをずっと、隊員たちと共
有していきたいと思っています。

現場でミーティング中の下山部隊長 救急ヘリコプターで病院に搬送

宮城県気仙沼市での救助活動
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防災について調べよう

所在地 ： 東京都立川市泉町 1156-1　
TEL ： 042-521-1119　開館時間： 9:00-17:00
入館料 ： 無料　休館日 ： 木曜・第3金曜（祝日の

模擬災害を体験しながら防災についてしっかり学ぶことができる
も ぎ

東京消防庁 本所防災館　所在地：墨田区横川4-6-6 本所消防署内　TEL：03-3621-0119
ホームページ：https://tokyo-bskan.jp

四谷三丁目駅から直結、徒歩０分。消防車やヘリにも乗れ、江戸時代からの消防の歴史を学ぶことができる

東京消防庁 消防博物館　所在地：新宿区四谷3-10 四谷消防署内　TEL：03-3353-9119
ホームページ：https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/ts/museum.html

消火訓練室

防災ミニシアター 地震体験室
しんじ

応急救護訓練室

首都圏
けん

の災害を想定した体験が総合的に学べる

東京消防庁立川防災館

❶ 防災ミニシアター
もし首都直下に大地震がきたらということを想定した映
像を通して、備えと行動避

ひ

難
なん

について学べる。

❷ 地震体験室や煙体験室
けむり

本物そっくりの震度 7の揺
ゆ

れを体験できる。煙体験
室では、避難時の煙の特性や恐

おそ

ろしさについて学べる。
❸ 応急救護訓練室
突然の事故に備えて、正しい応急手当を学ぶためのコーナ
ーで、AEDの取扱い方法も勉強できる。
❹ 消火コーナー
消火器を実際に活用した疑似体験を通して、消火器の使

❺ VR防災体験コーナー
VR技術を活用し、火災、地震、水害の疑似体験ができる。

用法が学べる。

❶ ❷

❹

VR防災体験コーナー
❺

❸

図上訓練コーナー

救急コーナー地震コーナー

救助・救出コーナー

池袋駅から近く、一人でもグループで
も大丈夫。いざという時の対処法を学
ぶことができる

東京消防庁池袋防災館

❶ 地震コーナーや煙コーナー
しんじ

しんじ

地震コーナーでは、長周期地震動による揺れや東日本大
震災の波形に基づく揺れを、煙コーナーでは、煙の性質
を学び、避難をする体験ができる。
❷ 救急コーナー
心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

法
ほう

しんじ しんどうじ

しんじ

の体験ができ正しい応急処置を学べる。
❸ 救助・救出コーナー
消火コー

❺ VR防災体験コーナー
VR技術を活用し、火災、地震、水害の疑似体験ができる。

ナーでは、消火器の使用法を実際に体験して習得
できます。救助・救出コーナーでは、屋内や屋外での救助・
救出方法を体験し、技術を身につけることができる。
❹ 図上訓練コーナー
地図に防災施設等の情報を書き込み、地域の防災力の
確認ができる（東京都内の町会・自主防災組織対象）。

❶ ❷

❹❸

： 地在所  東京都豊島区西池袋2-37-8　  ： LET 03-3590-
6565　  ： 間時館開 9:00～17:00（金曜日は9:00～21:00）
入館料 ： 無料　休館日 ： 火曜・第３水曜（国民の祝日に当たる
場合は翌日休業） 年末年始　 交通アクセス ： 池袋駅（南口・
西口・メトロポリタン口）から徒歩５分　 ： ジーペムーホ  
http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-ikbskan/

行ってみよう学べる防災センター ＊ 休館日などは変更する場合があるので
ホームページなどで確認してください。

場合は直後の平日）・年末年始　交通アクセス：
JR中央線「立川駅」北口１番バス乗り場から、立
川バス「立川消防署」下車すぐ多摩都市モノレー
ル「高松駅」徒歩15分　
ホームページ：https://tokyo-bskan.jp　

しんじ

しんじ

しんじ

入館料：無料　休館日：第1・第３火曜・第３火曜の翌日（国
民の祝日に当たる場合は翌日休業）年末年始　交通アクセ
ス：池袋駅（南口・西口・メトロポリタン口）から徒歩５分   
ホームページ：https://tokyo-bskan.jp
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所在地 ： 東京都北区西ヶ原2-1-6　TEL ： 03-3940-
1811　開館時間： 9:00-17:00　入館料 ： 無料　休館
日 ： 月曜（国民の祝日にあたる場合は翌日）・祝日（土曜
除く）・年末年始　交通アクセス： JR京浜東北線「上中
里駅」から徒歩 5分、東京メトロ南北線「西ヶ原駅」1

防災クイズコーナー

地震体験コーナー
しんじ

初期消火訓練・煙体験コーナー

東京都で最初にできた防災啓
けい

発
はつ

施設。防災に対
する正しい知識を身に付けることができる

東京都北区防災
センター
（地震の科学館）

❶ 地震体験
しんじ

起震装置を使って関東大震災、阪神・淡路大震災、熊本
はんしん

しんじ

あわ じ

地震などの実際の揺れを体験することができる。
❷ 初期消火訓練・煙体験
小さな火のうちに消し止めることで、被害を最小限に食
い止められ、煙の性質を学び、避難訓練ができる。
❸ 応急救護訓練
モデル人形を使用し、AED（自動体外式除細動器）の
使用法など正しい応急処置を学べる。
❹ その他の体験
AEDを使用した心肺蘇生・三

さん

角
かく

巾
きん

・救出救護・簡単
なロープワークなどの体験ができる。

❶

❹

❷

気象庁　気象科学館

※休館日などは変更する場合があるので
　ホームページなどで確認してください

気象科学館では、気象や地震の観測機器をはじ
め、天気予報のしくみ、緊急地震速報、津波、
火山、地球温暖化問題、自然災害に対する防災
知識などに関する装置などを展示している。

所在地：東京都港区虎ノ門3-6-9　気象庁2階　気象科
学館・東京メトロ（日比谷線）「虎ノ門ヒルズ駅」A1・
A2出口より徒歩4分・東京メトロ（日比谷線）「神谷町
駅」4b出口より徒歩5分・東京メトロ（銀座線）「虎ノ
門駅」2番出口より徒歩10分・東京メトロ（南北線）
「六本木一丁目駅」3番出口より徒歩15分　TEL：03-
6381-5042（みなと科学館）※「気象科学館への入館
希望」とお伝えください　開館時間：午前9時～午後8
時　入館料：無料　休館日：毎月第2月曜、年末年始
（12月29日～1月3日）
感染症対策のため、事前予約制となっています（受付
時間：午前10時～午後5時）
来場を希望される方は“電話連絡”または“オンライ
ン予約”をお願いします。

番出口から徒歩 5分　ホームページ ：  https://www.city.
kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-bohan/bosai/shobosho/
kagaku/

しんじ

しんじ

東京都復興記念館　
関東大震災の惨

さん

禍
か

を永く後世に伝え、震災後に東京を復興させた当時の大事業を記念す
るために東京都慰

い

霊
れい

堂
どう

の付帯施設として建設された。震災被害資料、油絵、
写真、復興模型や震災遺物などが展示されている。
所在地 : 東京都墨田区横網２-３-25　TEL：03-3622-1208（横網町公園事務所）　交通 : JR
総武線「両国駅」下車・西口から徒歩10分/都営地下鉄大江戸線「両国駅」（江戸東京博物館前）
下車A1出口 徒歩２分　ホームページ：https://tokyoireikyoukai.or.jp/museum/history.html

江戸東京博物館　
江戸東京400年の歴史と文化を展示している博物館。東京ゾーンでは関東大震災とその後の復興の様子を
展示している。
所在地 : 東京都墨田区横網1-4-1 東京都江戸東京博物館（TEL 03-3626-9974）　交通 : JR総武線「両国駅」西口下車 徒歩3分/
都営地下鉄大江戸線「両国駅」（江戸東京博物館前） A4出口 徒歩１分　ホームページ：https://www.edo-tokyo-museum.or.jp/

復興記念館

慰霊堂

所在地：東京都北区西ケ原
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　令和元(2019)年7月東京都防災会議は、東京都地域防災計画(震災編)を修正しました。
この計画は、都の被害想定や東日本大震災などの最近の大規模地震から得た教訓等を踏ま

ひ がい ふしんじ

えて修正されたものです。これにより自助・共助・公助を実現し、都民の生命・身体及び
財産を保護するとともに都市の機能を維持することにより東京の防災力を向上し「首都東
京の防災力の高度化」を目指します。

東京都の防災対策を調べてみよう

【東京都地域防災計画の視点と対策】

都の被害想定（平成24年 4月）

地域防災計画（震災編）における対策と全体像

　東京都の防災対策について、東京都のホームページなどでもっと詳しく調べてみましょう。

56

こうした被害を抑
よく

制
せい

するため、３つの視点で、具体的な目標をあげて対策を進めます

● 都民のくらしと都市機能を支える住宅やライフライン等に大きな被害が発生

全
ぜん

壊
かい

棟
むね

数
かず

=約30万棟
とう

、ライフライン被害=断水率約35％・停電率約18％など

● 都民と地域の防災力向上
● 安全な都市づくりの実現
● 交通ネットワーク・ライフライン等の確保
● 津

つ

波
なみ

等対策

● 広域連
れん

携
けい

による応急対応力の強化
● 情報通信の確保
● 医

い

療
りょう

救護等対策
● 帰宅困難者対策

● 避難者対策
● 物流・備

び

蓄
ちく

・輸送対策の推進
● 放射性物質対策
● 住民の生活の早期再建

自助・共助・公助を
束ねた地震に強い

しんじ

まちづくり

都民の命と首都機能を
守る危機管理の
体制づくり

被
ひ

災
さい

者
しゃ

の生活を支え、
東京を早期に再生する
仕組みづくり

視点1

視点2

視点3

● 強い揺
ゆ

れや火災によって、重大な人的被害が発生

最大死者数=約1万人、最大避
ひ

難
なん

者
しゃ

数 =339万人、帰宅困難者数=約517万人など
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復興に向けて・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。
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　この作品のテーマは「新生高田！！」です。
 　あの３月１１日に起こった震災で多くの人々が犠

ぎ

牲
せい

になり、家も車もすべてを津
つ

波
なみ

によって流されました。私はあの日、高田高校で部活をしていて、第２グラウンドの
方に避

ひ

難
なん

しました。
　津波を見た次の日、町には少数の建物しか残っていなくてあの町並みはもう見られ
ないと思ったら信じられませんでした。あれから半年が経ち、今では前とほぼ変わら
ない生活を送っています。部活動でこの話を知り、自分の思っている絵を描きました。
　私は絶対に海は描きたくて海を中心の上に。そして海の下にある線路は防

ぼう

波
は

堤
てい

を
兼
か

ね備えています。高田の町並みがあって、手前に見える時計台は市役所で高田の
シンボルです。右側に見える青い屋根の建物は、高田高校です。そして、左側に見
える大きな観覧車は高田を一望できます。ここは高田の新しい名物スポットと考え
ています。他にも博物館や図書館、遊ぶ場所、買い物できる場所を設けました。
　復興が進んでこんな風になったらいいなと思いながら描きました。

岩手県立高田高等学校１年　西槇　美紀

今の福島が本当に大好きです

　私たちは、あの３月１１日の大震災から、全てが変わってしまって、今、藤間中学
校に間借りして勉強しています。豊間中学校の校舎は、１階が津波で流されてしまっ
ていて、いつ、豊間中にもどれるのか分かりません。早く豊間中学校にもどりたいです。
部活動では、月曜日と金曜日は藤間中の体育館を使わせていただいています。本当に
藤間中学校には、感謝しています。
　また、今まで支援してくださったみなさんにも本当に感謝しています。私たちは、
みなさんの支援のおかげでとても元気になりました。これからの事は、分かりません
が、私たちは、これからもずっと元気でいたいし、早く、復旧・復興して、早く３月
１１日以前よりも良い福島にしていきたいです。私は、今の福島が本当に大好きです。

平成２３年１０月　　福島県いわき市立豊間中学校　１年　鈴木　里歩

新生高
たか
田
た
！！

100



101

 参 考 図 書  「あの日この日（一）」尾崎一雄　講談社文庫　　「評解　小倉百人一首〈増訂版〉」京都書房
 新日本古典文学大系 45「平家物語」梶原正昭・山下宏明校注　岩波書店
 新日本古典文学大系 39「方丈記　徒然草」佐竹昭広・久保田淳校注　岩波書店
 「ビジュアル版　幸せを運ぼう」「ビジュアル版　幸せを運ぼう」制作委員会
 雑誌「近代消防」近代消防社　平成 17 年～ 23 年　「平成 23 年度版　防災白書」内閣府
 「言葉の力」猪瀬直樹　中公新書ラクレ　「理科年表」平成 24 年・机上版　国立天文台　丸善
 「美しく愛しき日本」岡野弘彦　角川学芸出版
  
 官公庁関係  「首都直下地震等による東京の被害想定」東京都防災会議地震部会　
 「東京都地域防災計画」東京都防災会議　「みんなの防災ガイドブック」東京都
 「東京都防災対応指針」東京都　「私たちの東京を地震から守ろう」東京都　「防災 48」総務省消防庁
 「東京都の防災対策の手引き～首都東京が直面する危機への備え」東京都
 平成 23年度版「地震と安全」東京都教育委員会　「学校危機管理マニュアル」東京都教育委員会
 高等学校「保健」補助教材「災害の発生と安全・健康～３.11 を忘れない～」東京都教育委員会
 「東京都及び区市町村教育委員会指導主事等による東日本大震災被災地視察研修報告書」東京都教育委員会

 ホームページ  文部科学省「日本の地震活動」「地震発生のメカニズムを探る」　東京都「東京都防災ホームページ」
 東京消防庁「東日本大震災関連ページ・救急アドバイス」　海上保安庁「東日本大震災関連ページ」
 国土交通省「台風による被害ページ」　警視庁「東日本大震災関連ページ」
 気象庁「気象科学館・台風被害・火山被害ページ・地震と津波　平成21年３月」
 北区防災センター「ホームページ」　内閣府「防災情報のページ」　「稲むらの火の館」ホームページ
 総務省消防庁ホームページ　警察庁「東日本大震災情報ページ」

 監 　 　 修  東京大学名誉教授　　　　阿部　勝征
 危機管理教育研究所代表　国崎　信江

 制 作 協 力  朝日新聞社　阿部和夫（元宮城県石巻市教育委員会教育長）　石巻日日新聞社　稲むらの火の館
 岩手県教育委員会　岩手県立高田高等学校　岩手県宮古市　岩手県陸前高田市教育委員会
 岩手県陸前高田市立横田中学校　岩波書店　江戸川区立船堀小学校　大島社会福祉協議会　大田区
 会場保安庁　鎌倉市観光協会　気象庁気象科学館　気象庁東京管区気象台
 北区防災センター地震の科学館　共同通信社　近代消防社　恵学者　警視庁　公益社団法人土木學會
 高徳院　講談社　神戸市　神戸新聞社　国土交通省　国土交通省利根川上流事務所
 小平市立小平第一中学校　澤井史郎（福島県いわき市立湯本第二中学校長）　時事通信社
 （社）陸前高田青年会議所　杉並区立杉並第七小学校　鈴木亨（大槌町消防団 第２分団 部長）　
 台東区立下町風俗資料館　台東区立中央図書館　高田病院（上野氏）　中日新聞社東京新聞　筑波大学附属図書館
 東海新報社　東京消防庁　東京都学校防災教育推進委員会　
 東京都江戸東京博物館　東京都復興記念館　東京都水道局　東京都総務局総合防災部　
 東京都立田無工業高等学校　東京都立武蔵高等学校附属中学校　東北地方整備局（震災伝承館）　
 内閣府　中野区　日本清涼飲料工業会　日本電報通信社　ニューヨークタイムズ社　
 広川町教育委員会　福島県いわき市教育委員会　福島県いわき市立豊間中学校　
 復興庁宮城復興局　文藝春秋社　防衛省　北淡震災記念公園　毎日新聞社　
 宮城県石巻市教育委員会　宮城県観光課　宮城県気仙沼市教育委員会　宮城県気仙沼市立条南中学校　
 宮城県名取市教育委員会　三宅村教育委員会　多摩市立東愛宕中学校　石巻市
 ※ 「３.11 を忘れない」を制作する上で御協力いただいた関係部署等
 ※  制作協力には図版・写真提供を含む。

なお、東京都教育委員会においては、次の者が本書の作成に当たった。
 教育庁指導部指導企画課長　　　　　　　　　出張　吉訓
 教育庁指導部主任指導主事　　　　　　　　　石田　　周
 教育庁指導部指導企画課統括指導主事　　　　熊谷　恵子
 教育庁指導部指導企画課課務担当係長　　　　西脇　良和
 教育庁指導部指導企画課指導主事　　　　　　千葉かおり

（所属は平成 25 年３月 31 日現在のものである。）

 「3・11を忘れない」参考文献・資料



資料６　安全の道しるべ

「東京くらし防災」
　東京都は「東京防災」の第二弾となる女性視点の
防災ブック「東京くらし防災」を発行しました。
　「東京くらし防災」には、いつもの暮らしに焦点
を当てながら、日常生活のちょっとした工夫ででき
る防災対策や避難生活での様々な課題への対処法な
どを掲載しています。
　都の公共施設等で冊子を配布しているほか、東京
都防災ホームページでも電子版が閲覧できます。
　「防災ノート～災害と安全～」と併せて活用して
ください。

「東京くらし防災」ホームページ
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/
1005427/index.html

イラスト入りで分かりやすく防災対策を紹介

あわ
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「東京マイ・タイムライン」

　東京は、地域によって、河川の洪水や高潮によるはん濫、土砂災害といっ
た風水害が発生するおそれがあります。
　このような風水害からの避難を一人一人が考えて、いざというときに備
えていただくため、この「東京マイ・タイムライン」を発行しました。
　「東京マイ・タイムライン」には、避難までの行動を順番に整理できる
マイ・タイムラインシートと、その作成のためのガイドブック、シールが
入っています。
　マイ・タイムラインシートはシールを貼りながら作っていきます。
　家族などの周りの人々と話し合いながら、自分だけのマイ・タイムライ
ンを作り、風水害に備えましょう。
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一時（いっとき）集合場所

①が危ない時や避難できない時に行く一時集合場所

避難場所

避難所

家族の連絡先

家族に連絡がとれない時の連絡先

①

②

③

④

⑤

⑥

子供が171ダイヤルする ガイダンスが流れる 1をプッシュする

自宅の電話番号を市外局番から
ダイヤルし伝言を録音する

※詳しく知りたい場合は、http://www.ntt.co.jp/saitai/171.html

　保護者が録音された伝言を
聞くには2をプッシュします。ガイダンスが流れる

※地震や洪水など、災害種別によって避難する場所が変わることがあります。
しんじ

※公衆電話は災害時の貴重な連絡手段です。使い方を確認しておきましょう。
こうしゅうでんわ れんらくしゅだんさいがい じ きちょう つか かた かくにん

いざという時に備えて、
日頃から家族と話し合っておこう。

「171（災害用伝言ダイヤル）」の使い方は？

安全の道しるべ 資料７

家族と避難先や連絡先を確認しよう

災害用伝言ダイヤルを知ろう
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本書の内容について許可なく転載・複製することを禁じる。

中学校版 令和３年度（2021）

防災教育教材 
「防災ノート ～災害と安全～」

 官公庁関係　　　「津波から逃げる」気象庁 「防災ブック『東京防災』」「東京くらし防災」東京都
 ホームページ　　　神戸市「阪神・淡路大震災『１・17 の記』」東京臨海広域防災公園「防災体験学習（そなエリア東京）」
 制 作 協 力　　　板橋区立高島第一小学校 東北地方整備局（震災伝承館） 気象庁気象科学館
 　　　気象庁東京管区気象台 品川区しながわ防災体験館 東京消防庁 東京消防庁池袋防災館
 　　　東京消防庁立川防災館 東京消防庁本所防災館 東京消防庁消防博物館
 　　　東京都北区防災センター（地震の科学館） 東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」
 　　　文京区立本郷小学校 港区立芝小学校
 　　　※制作協力には図版、写真提供を含む

＜本書作成担当＞
【令和 2年度】
　東京都教育庁指導部長　　　　　　　　　　　　増田　正弘
　東京都教育庁指導部指導企画課長　　　　　　　小寺　康裕
　東京都教育庁指導部主任指導主事　　　　　　　桐井　裕美
　東京都教育庁指導部指導企画課統括指導主事　　三田　典子
　東京都教育庁指導部指導企画課課長代理　　　　薩摩　幸喜
　東京都教育庁指導部指導企画課指導主事　　　　吉本　一也
【令和 3年度】
　東京都教育庁指導部長　　　　　　　　　　　　藤井　大輔
　東京都教育庁指導部指導企画課長　　　　　　　栗原　　健
　東京都教育庁指導部主任指導主事　　　　　　　村上　卓郎
　東京都教育庁指導部指導企画課統括指導主事　　三田　典子
　東京都教育庁指導部指導企画課課長代理　　　　薩摩　幸喜
　東京都教育庁指導部指導企画課指導主事　　　　吉本　一也

所　在　地　東京都新宿区西新宿二丁目 8番 1号
　　　　　　東京都庁第二本庁舎 15 階　南側
電　　　話　03-5320-6836
編 集 協 力
印　　　刷　三松堂印刷株式会社

監　　　修　慶應義塾大学環境情報学部准教授　大木聖子

編集・発行　東京都教育庁指導部指導企画課

東京都教育委員会印刷物登録（R3）1
東京都教育委員会主要刊行物　令和 3年　6月

参考文献・資料
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表紙は石油系溶剤を含まないインキ、
本文は芳香族成分が１％未満の溶剤を
用いた植物油インキを使用しています。



名前

立　　　　　　　　　　　　　　　　学校

1年　　　組　　　番
2年　　　組　　　番
3年　　　組　　　番

　東京都教育委員会ホームページに、「防災ノート ～災害と安全～」の学習と

連携したリンク集や都内の防災体験施設の紹介などを掲載したホームページ

を作成しました。

　自宅や学校で学習する際などに活用してください。

「防災ノート ～災害と安全～　防災教育ポータル」ホームページ

 https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/static/safety/bosainote.html

　

　

1年生 2年生 3年生わが家の　　　
　　　防災アクション

じ しん

だいたいひん

ごろ ひつじゅひん

ふ

ひ なん

　地域の防災訓練に参加することができた。

　地震発生直後に、とるべき行動を確認することができた。

　家族と集合する場所を確認することができた。

　地震が起こったときに、外出先に応じて、とるべき行動を
確認することができた。

　災害時の安全な避難の方法を確認することができた。

　日頃から食料品や生活必需品を少し多めに備えることがで
きた。

　ガス・電気・水道の代替品を備えることができた。

　自宅のある区市町村のホームページなどで、避難場所など
を確認することができた。

　地域の地形を踏まえ、注意が必要な災害を確認することが
できた。

　火山噴火の危険から身を守る方法を確認することができ
た。

　マイ・タイムラインを家族で作成することができた。

じ しん おう

ひ なん

　風水害の危険から身を守る方法を確認することができた。

ふん  か

7
ページ

11
ページ

15
ページ

17
ページ

23
ページ

25
ページ

29
ページ

35
ページ

39
ページ




